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序論 
 
0.1 研究目的 
 
本論の目的は、中国新疆ウイグル自治区イリ・カザフ自治州テケス県を事例として、
野生植物をオイラト・モンゴル人がいかに認識し、どのように利用しているのかを明ら
かにすることである。オイラト・モンゴル人の部族の中で、野生植物の利用は伝承され
てきた重要な文化の一つである。本論では野生植物の民俗分類、薬用、食用、日常生活
用、家畜用途に着目し、地方固有の知として存在する野生植物に関する知識を記録し、
その利用方法を詳細に記述する。さらに、野生植物利用からオイラト・モンゴル人の医
療、食、生業など多岐にわたる生活を照射しようとするものである。 
新疆ウイグル自治区イリ・カザフ自治州テケス県では特異な地形、気候及び豊かな自
然環境によって数多くの高山野生植物が自生している。オイラト・モンゴル人の生活を
見ると、牧畜を含む生業及び日常生活の衣食住から精神生活に至るあらゆる面で、野生
植物と強く結びついている。野生植物は人間と家畜の病気を治す薬であり、人間の食品
と家畜の餌であるとともに、日常生活資材として利用され、オイラト・モンゴル人の知
恵と文化の結晶となっている。しかし、近年の急速な近代化において、若者たちへの野
生植物に関する様々な利用知識の継承が懸念される。 
 
0.2 ローカル・ノレッジとしての野生植物 
 
多様な地域社会において、その地域に形成された様々なローカル・ノレッジが存在す
る。クリフォード・ギアーツによると、ローカル・ノレッジとは「住民の視点から」織
りなされ「地方の固有な知識」であり、「人間の生がある地でとったかたち」としてい
る（吉原 2011:1）。 
「地方の固有な知識」は文化人類学界で広く使用されて来た学術用語である。これは
アメリカの解釈人類学者のクリフォード・ギアーツ（Clifford Geertz）によって提唱され
たものである。ギアーツは、法律、芸術と常識は一つの文脈の意味の文化生産システム
（cultural system）と考えて、これらの固有な文化はその社会の文化、法律伝承に存在す
ると考えている。これらの固有な文化はその社会の文化、法律伝承に存在する。即ち、
法律は特定地方の特定意義と特定形式である（蔡 2011:203）。 
野生植物はローカル・ノレッジとして民族植物学の分野において蓄積が厚い。民族植
物学的な研究では、その土地の植物相を記述し、ローカルな植物とそこに棲む人々の関
係を聞き取りや行動観察から明らかにすることである（佐藤 2014:2）。 
科学社会学・地理学学者の塚原（2010）は「近代科学における民族植物学・ローカル・
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ノレッジの位置づけ：科学史の観点からのモデル化による検討」という論文は近代科学
における民族植物・ローカル・ノレッジの位置づけをした。塚原は民族植物学とはエス
ノ・サイエンスの一部である。近代のヨーロッパの植物学にローカル・ノレッジが与え
た貢献を強調し、ローカル・ノレッジが下階層で、科学は上階層であるという分類と科
学の普遍妥当性を批判した。現在の経済発展の中で、野生植物利用文化が忘れつつある。
そのため、塚原の視点からみると、人口の少ない、すなわち、約 5000 人のオイラト・
モンゴル人の持つ植物知識は医学と放牧知識、環境保護にも大きく役割を果たしている。
そのため、テケス県のオイラト・モンゴル人の野生植物知識を書き残す価値があると考
えられる。 
 
0.3 本論の野生植物とその用途 
 
筆者がテケス県で踏査を丹念に行った結果、オイラト・モンゴル人が認識している野
生植物は 105 種であった。このうち、利用されているのは 67 種で、利用されていない
のは 38 種である。67 種の利用は大きく薬用、食用、日常生活用、家畜用の 4 つに分け
られる。内訳は薬用が 18 種、食用が 21 種、日常生活用が 19 種、家畜用が 32 種である。
複数の用途がある野生植物もある。 
まず、薬草について、本論で薬用として扱うのは民間医療に用いる薬草である。治療
対象は家畜と人間で、治療方法は内部から働きかける方法と外部から働きをかける方法
がある。次に、食用で、野生野菜食、野生果物食、草料理、樹木食として利用される野
生植物がある。日常生活用では生活資材用・宗教用・遊戯用具用に利用される野生植物
がある。最後に家畜用で、オイラト・モンゴル人の家畜であるヒツジ、ヤギ、ウシ、ウ
マ、ラクダが採食する野生植物をとりあげる。 
 
0.4 多様な地域における野生植物に関する研究 
 
世界のどの土地でも人々は、身近な野生植物について様々な知識と文化を持っている。
こうした野生植物に関するローカルな知識の研究が主に文化人類学、民族植物学の分野
でなされてきた。ここでは、まず、日本におけるモンゴル高原を除くこれまでの野生植
物に関する研究を一例として地域別に概観する。その内容は民俗分類、命名、利用状況、
用途である。 
 
（1）日本における野生植物に関する研究 
日本では各地に伝統的な民間薬を含む野生植物に関する知識を持つ人々がおり、それ
らの利用方法は現在に至るまで継承され続けてきた。特に野生植物に関する研究では、
山田（1977）、境（2011）、（2015）、李・江原（2007）、盛谷（2014）、内海（2007）、岡
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野（1998 ）、柿真・加藤（2016）が注目される。これらの研究では、名称、用途分類、
薬用、日常生活用、家畜用など多方面から詳細な研究が行われている。以上の研究以外
に日本では、アイヌを対象にした研究も行われてきた。 
 
【民俗分類】【利用状況】【名称】 
山田（1977）は、八重山地方の島々の漁村に注目し、半農半漁の生活を営んでいる人々
を事例に野生植物の命名と類別、用途分類をまとめた。野生植物の用途を大きく生計維
持、住、衣、工芸および特殊用途、薬、儀礼・忌避、娯楽と 7 つに分類している。また、
自然誌を次のように定義した。 
自然誌を、人類は所与としての環境に関与してきた、認知、類別から生活への活用に
いたる自然への人々の生活のなかでの関与の総体の記述として捉えるものであり、自然
誌とは人‒自然関係をめぐる総合的知識と活動の体系の記述である。この前提に立って、
人‒植物との関係から、個別文化の地域性と共通性と連続性を考察しようとする。植物
の命名、類別、用途分類という点から人‒植物関係を考察した。 
境（2011）は、野生果物の林檎、柰に着目し、中国と日本の林檎の名称の変化につい
て考察した。中国ではリンゴ果実を示す 2 種の文字、林檎（linqin）、柰（nai）がある。
柰は西域から渡来した、大果のリンゴに与えられた呼称であると言われる。リンゴ属に
分類される植物は約約 30 種があって、その原生地はヨーロッパ中部から東南部、中央
アジア北部カフカス地方、中国新疆ウイグル地方、中国中部から北部、北米大陸などの
北半球に広がっている。その中で Malus pumila の学名のリンゴはヨーロッパ中部から
南東部を原生で、4000 年以上前から人々に利用されてきた。中国新疆ウイグル自治区
からキルギスの間の天山山脈の峽谷に原生する林檎は M.sieversii と呼ばれている。中国
中部から北部に広く分布する原生リンゴは M.asiatica であると述べている。古代は林檎
（lin qin ）とよばれていたが、この種は唐時代に日本に渡来し、林檎（りんこん）、林
禽（りんきん）呼ばれていたが、明治以降は和林檎、地林檎と呼称された。中国では、
林檎の呼称は 10～11 世紀から花紅や沙果に変わり始め、林檎の文字は 17 世紀頃の清時
代の初期には消滅した。一方、仏教の伝来によって柰は唐時代から頻婆 pin guo に変わ
り、清の時代に苹果 pin guo が定着した。苹果はインドからシルクロードを経て入って
いきた名称で、サンスクリット語の binba に由来すると考えられている。日本では、明
治の初期、海外から導入した西洋林檎を苹果と呼称したが、昭和の中期までにこの文字
は消滅した。本邦での栽培種が和林檎と呼ばれるようになったと記述した。 
境（2015）は 「林檎」の語彙に着目し、奈良時代から江戸時代までの『中臣佑賢記』
（1273）、『塵袋』（1270）、『享保、元文諸国産物帳』（1235）、『本朝食鑑』（1695）、『和
歌食物本草』（1630）などの文献から、10 世紀後半から 11 世紀にかけて半赤半青の果
実を付ける変種の林檎 M.asiatica が渤海や宋、高麗との交易に関連して日本海沿地域に
渡来したと考えた。また、江戸時代の末期まで日本に存在しなかった柰がどのような果
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実として認識されてきたかについても考察した。 
 
【薬用】 
薬用に関しては、李・江原（2007）の研究がある。 
江原（2007）は『本朝食鑑』を中国の『本草綱目』と比較し、日本と中国の薬物の分
類を比較し、薬膳料理と食文化の差異点を明らかにした。 
 
【日常生活用】 
日常生活用に関しては盛谷（2014）、内海（2007）の研究がある。 
盛谷（2014）は沖縄において現地調査を行い、人々が利用してきた植物である藍に着
目し、泥藍つくりに関わる人々の現状を報告している。とくに未だ明らかにされてない
沖縄における泥藍つくりのルーツを探るために、他の地域での調査を加え、その技術的
比較の論考を試みた。 
内海（2007）は、日本民俗学発祥の地とも呼ばれる伝統的な植物民俗文化を維持する
宮崎県椎葉村大河内地区を中心に、そこで利用されている植物の伝統的な利用方法を明
らかにした。 
 
【家畜用】 
家畜用に関する研究では、岡野（1998）、柿真・加藤（2016）らの報告がある。 
岡野（1998）は、茨城県の林野植物に対する放牧家畜（ウシ、ウマ、ヒツジ）の採食
嗜好性を詳細に検討した。これらの植物を季節別に「好食」、「食」、「撮食」、「不食」の
4 段階に区分し、家畜が食する草本と木本の割合から分析と考察を行っている。放牧家
畜では全般的に木本より草本を好む場合が多いこと、とりわけイネ科やカヤツリグサ科
を中心にマメ科、キク科、イラクサ科、セリ科の草類とセナギ科、ニレ科、クワ科、ミ
ズキ科の木本類の植物を好むことを明らかにした。また、シダ類をはじめサトイモ科、
キンポウゲ科、リンドゥ科の草類と針葉樹類、ツツジ科、スイカズラ科、モクレン科の
木本が不食の植物であることを明らかにした。この研究で取り上げた植物のうち、本論
と重複するのはイラクサ科の No.52 のハルハである。しかし具体的な使用方法は異なる。 
柿真・加藤（2016）は、小家畜の嗜好性に着目し、ヤギが好む植物を明らかにした。
近年、日本では耕作放棄地が増加している。このような地域で、これまでヤギを放牧し
て数年が経過した耕地放棄地と未放牧の耕作放棄地を選択し、それぞれの耕作放棄地に
自生する植物に関してヤギの嗜好性について検討を行った。放牧区内外に共通してクズ、
カラムシ、ススキ、ヤマグワに対する嗜好性は高かったが、ヨウシュヤマゴボウなどの
有毒植物やカキドオシなどのシソ科の草本は全く食べられていなかったことが明らか
になった。 
 
14 
 
（2）アイヌにおける野生植物に関する研究 
北海道・樺太・千島列島およびカムチャツカ半島南部地域に居住していたアイヌの植
物に関する研究は蓄積が厚い。代表的な研究として知里真志保（1976）、福岡（1995）、
外山（1993）（1984）、山岸（2006）、齋藤（2006）貝澤（2014）、本田（2011）らの研究
がある。 
 
【図鑑】【命名】【利用情報】 
知里真志保（1976）はアイヌの野生植物を記録した文献である。この文献では野生植
物のアイヌ語名と各地の利用についてまとめている。この文献はアイヌの植物利用に関
する貴重な研究である。知里真志保（1976）では、キノコ類の野生植物、珪藻類の野生
植物及び海草類を含む 472 種の野生植物が収録されている。全道、樺太そして千島アイ
ヌの野生植物知識がまとめられ、植物ごとにアイヌ野生植物利用文化を紹介されている。 
福岡（1995）は、アイヌの人々の植物に対する認識と観念、植物名称について言及し
ている。例として「草と木は、カムイが人間に役立つように、この世に降ろされた食べ
物であり、薬である。そのためカムイに感謝し食べる分だけいただき、来年もまたここ
に授けてくださいと祈り、根を必ず残しておく」という民族独自の考えを伝えている。 
アイヌ語の植物名は、根を利用するもの、葉と茎を利用するもの、葉のみを利用する
もの、皮を利用するもの、果実を利用するものなど、その利用部位を指して命名する。 
外山（1993）（1984）は北海道・樺太アイヌ、樺太の先住民族オロック・ギリヤーク
さらに北方のエスキモー諸民族の野生植物について古い文献から内容を記述した研究
である。 
山岸（2006）はアイヌ民族の野生植物の利用とアジア大陸との関係を検討した。この
研究はアイヌ人が利用していた薬草、お茶、珍しい及び文化と関わる 10 種の野生植物
を記述した。その中でテケス県のオイラト・モンゴル人が利用する野生植物と共通する
植物は No.541のハル･ホルスン2である。山岸（2006:20）はアイヌの No.54 のハル･ホル
スンについて以下のように述べている。 
 
アイヌ民族とアジア大陸との関係を強く裏付けるものはトリカブトの No.54 のハ
ル･ホルスンである。この植物には青酸カリ 100 以上の強い毒性がある。それをアイ
ヌの人達は上手に利用して、熊や大きな海獣などを獲る時に利用していた。それは
戦いでも、非常に強い力を持つことができた。トリカブトを利用する文化はアイヌ
だけではなく、最も古くから使っていたのはチベットだと思われる。やがて中国東
北地方に伝わった、その伝播には元が深く関わっていたと考えられる。元冠の役に
おいて元は毒矢で日本の兵士を苦しめたことが知られている。この元が樺太を攻め
                                                 
1 巻末の資料・野生植物一覧の野生植物の番号である。 
2 本論のオイラト・モンゴル語のカタカナ表記はオイラト方言の発音に基づいている 
15 
 
たことがアイヌのトリカブト利用文化の成立と深い関係があると考えている。 
 
以上に述べた植物はテケス県のオイラト・モンゴルの利用する植物と重複するが、そ
の具体的な使用方法は異なっている。 
齋藤（2006）はアイヌの植物利用について研究史の概略と文献をまとめた。この研究
では、近史、明治、大正・昭和、近年の動向という項目で紹介した。近史では、アイヌ
について記録は江戸時代からで、武四朗の残した『植物一覧―松浦武四朗翁著作より』、
『蝦夷草木図』がある。明治時代には、宮部・神保小虎「北海道『アイヌ』語植物名詳
表」（1892）、三宅勉『樺太植物誌』などがある。大正・昭和の時代では知里真志保『分
類アイヌ語辞典・植物扁』があり、その中で引用した文献を掲載した。近年は福岡イト
子『アイヌ植物誌』（1995）、山田孝子『アイヌの世界観』、古原敏広『森と暮らし』『ア
イヌ文化に学ぶ』などの文献があると記述している。この研究はアイヌの野生植物全体
を検討する際、重要な参考になると考えられる。 
貝澤（2014）は、細分化した地域や個人レベルでの伝承情報の差異という点に着目し、
アイヌ民族による植物利用に関する情報の差異がどのような要因で起きているのかを
検討した。 
次に本田（2011）は、アイヌ文化における食用採集植物の中で重要な位置を占めてい
たといわれるオオウバユリについて報告している。その加工法のうち、特に「発酵」プ
ロセスの位置づけについて考察し、オオウバユリの加工における多様性の再検討を行っ
た。 
 
（3）中国における野生植物に関する研究 
中国における野生植物の文献として、植物誌・図鑑として中国科学院中国植物志編輯
委員会（1959～2016）、内蒙古植物誌編集委員会（1987）（1991）（1992）（1994）（1998）、
中国科学院蘭州砂漠研究所編、徳岡正三訳・解説（2002）、薬用に関して王柳蘭（1998）
（1999）、李（2012）、日常生活用に関して郭（1997）の報告が挙げられる。 
 
【植物誌・図鑑】 
 中国科学院中国植物志編輯委員会（1959～2016）は中国の植物誌である。合計 80 巻、
126 冊が出版され、301 科、3408 属の 31142 種の植物が記録されている。項目は学名、
特徴、生態環境、分布、用途項目が載せられている。用途の場合は項目だけである。し
かし、植物によって用途項目がない場合もある。 
内モンゴル自治区では内蒙古植物誌編集委員会の『内モンゴル植物誌』（1987）（1991）
（1992）（1994）（1998）も出版され、2167 種の植物が記載されている。また、中国科
学院蘭州砂漠研究所編、徳岡正三訳・解説（2002）の『中国砂漠植物誌』も出版され、
約 1694 種の植物が記録されている。 
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【薬用】 
王柳蘭（1998）はフィリピンに住む中国福建系の華人によって行われている民間療法
を事例として、医学食文化をエスニシティ研究の視点から考察した。具体的に福建系の
華人の「補」と呼ばれる食餌療法を取り上げ、出産に関わる療法に焦点をあてた。そし
て、異なる民族との接触過程で、福建系華人の食餌療法をはじめとする民間療法がどの
ように持続あるいは変容しているのかについて記述し、医食文化のもつ文化的な意味に
ついてエスニック・バウンダリーという視点から考察した。 
王柳蘭（1999）はタイ北部に住む雲南系華人を事例として、産前、前後の民間療法を
記述した。療法には食餌療法と薬草療法がある。出産前、2 種の薬草を利用する。一つ
はホウセンカで、この植物の根を煮て飲むと朝産を予防する効果がある。もう一つはイ
ラクサ科の植物で、陣痛後もなかなか子供が生まれないときに、出産促進剤のように使
われる。産後の養生には「風」を病因と意識し、それを排除するため、食餌療法と薬草
療法を行う。出産後は、出血と貧血で人間の体が弱めるため、「風」が衰弱したからだ
に入り込んで、病気にすると考えられている。出産後の約一か月間を、民間療法を行う、
「座月」と呼ぶ。出産後、「風」を養予防するため、薬草サウナで治療する。これを雲
南人は「薬藻」と呼ぶ。材料として利用される薬草は人によって異なるが 50 種以上で
あると述べている。  
李（2012）は中国福建省泉州・漳州地域を事例に年中行事に見られる「薬食同源」を
取り上げた。本研究では、行事に関わる植物、柳、艾、菖蒲、桃の枝、サボテン、ニン
ニクなどが紹介されている。 
 
【日常生活用】 
郭（1997）は、雲南に居住するタイの人々の生活に関係の深い「竹、藤」とその他の
植物に着目し、これらの食、日常生活の生活資材、信仰における利用方法、民俗分類と
タプーを明らかにした。さらに、樹木を利用する際の知識と方法を紹介している。例え
ば、樹木の防腐と防虫法、長期間利用できる保存方法、例えば伐採の季節を重視する、
水に浸す、材木の下部に石を当てる、煙でいぶすなどを詳細に記録している。 
 
（4）東南アジアにおける野生植物に関する研究 
東南アジアにおける研究では、タイ、フィリピンの研究が注目される。 
 
1）タイにおける野生植物に関する研究 
タイの野生植物に関する研究では、藤田（2000）、渡辺（1994）、木島（1977）が挙げ
られる。これらの研究では人々の野生植物に対する認識に加え、食用、日常生活での利
用などの側面から研究がなされている。 
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【利用状況】【食用】【日常生活用】 
藤田（2000）は、東北タイのウボンラチャタニ県シームテン区のゴンカム村を事例に、
人々の植物における経験知の個人差に着目する。その地域の無名の先人たちにより培わ
れた知識が、どのように受け継がれ、または変化して行ったのか、生活の実態と関連づ
けて検討した。現地で確認した 139種の野生植物について、4人を対象に検証している。
それらの植物を知っているかどうか、その用途や利用部位、使用法などについて調査を
行い、各インフォーマントの知識と 4 人の比較による民俗知識の個人差の実態や、差異
の要因の解明を試みた。ゴンカム村の村民たちは、日常生活のあらゆる面で、野生植物
を活かす知恵を持っていた。しかし、実際に頻繁に利用されているのはそのうちのごく
一部に過ぎない。多彩な植物利用についての民俗知識の中で、広く共有されているのは
一部の植物だけで、それ以外は、認識に相当の個人差がある。野生植物の用途、用法を
「有用」とみなすかどうかという「評価」が、知識の個人差や共有に影響すると強調し
ている。 
渡辺（1994）は、タイの竹に着目し、その利用について紹介した。例えば、竹を割る、
へぐ、削る、編むなどの方法にする利用である。 
 
【薬用】 
木島（1977）は、タイとインドの薬用植物に着目し、その共通点を考察した。タイの
民間薬ついては東南アジアの大きな二文化圏である中国とインドの影響を受けたか否
かという疑問がある。しかしタイには多数の植物性生薬があり、その大部分は民間薬と
して各地方に伝わっていて、現在も民間医療によって頻繁に利用されている。タイ薬と
インド薬の関連性を推定するため、タイとインドで共通に用いられる薬用植物を選択し、
それらについて両国に伝わる効用の差異を文献的に調査した。その結果、同じ植物でも
両国間で異なった薬効が伝承されていることが明らかになった。 
 
2）フィリピンにおける野生植物に関する研究 
フィリピンにおいては、阿部（2011）の研究がある。 
 
【薬用】 
阿部（2011）は、バタン島の人々の薬用植物の利用について研究した。近年の経済発
展に伴い、医療の主体はいわゆる西洋医学へと移行し、地域固有の医薬伝承は急速にそ
の姿を消しつつある。しかし、現在でもバタン島の人々の民間薬や伝承医療は彼らの健
康維持に身近な療法として根付いていると述べている。 
 
（5）シベリアにおける野生植物に関する研究 
シベリアにおける研究には、一例として吉田（2003）、呉人・斉藤（2005）の研究蓄
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積がある。 
 
【命名】【利用状況】 
吉田（2003）は、ロシア西シベリアのツンドラ地域のギタン・ネネツ人を事例に牧畜
文化研究を中心に野生植物利用について考察している。まず、以前の野生植物に関する
先行研究と植物の名称について検討を行った。その結果、かつて野生植物はシベリア先
住民にとって様々な形で利用されてきたことを明らかにした。とりわけツンドラ地帯で
は「白い根ヴァヌイ、ヤチイチゴ、コケモモ、スグリの葉」が飢餓の時に食べられてい
たことと、草の茹で汁を洗髪に用いたという植物利用の重要な情報が列挙されている。
さらにネネツ人の「ヴァヌイト」という氏族の起源を「白い根ヴァヌイ」と関連して考
察した。 
 
【分類】【利用状況】 
呉人・斉藤（2005）は、コリヤーク人が利用する野生植物 33 種の利用法を記した。
シベリアのツンドラ地域のトナカイ遊牧民コリヤークの事例では、彼らの利用を生計維
持（食物、生活用具、燃料、飼料、肥料、魚毒）、住（建材、防風）衣、工芸および特
殊用途（染料、結束、その他）、薬、儀礼・忌避、娯楽（遊ぶ、観賞）などに大きく分
類して考察している 。北方ツンドラ地帯では、非常に限られた植生であるにも関わら
ず、野生植物を有効に生活に取り入れてきた第 13 ブリガートのトナカイ牧畜民の利用
について記録している。研究では専門の異なる研究者が、言語学的な正確な名称とこれ
に対応する生物学的種の同定に基づき、民族植物学的研究のための基礎的記述を試みて
いる。 
 
（6）ヒマラヤにおける野生植物に関する研究 
ヒマラヤにおける野生植物に関する研究は、ヒマラヤ全域をはじめインド、ラダック、
チベット、ブータン王国、ネパールに及ぶ。 
 
1）ヒマラヤ全域における研究 
ヒマラヤ全域の山岳地帯の植物については、吉田（2005）の研究がある。 
 
【図鑑】 
吉田（2005）の研究は、日本で出版された唯一のもので、ヒマラヤの野生植物の図鑑
に結実した。標高 300 メートルの熱帯の植物から標高 5500 メートルに生きる高山植物
合計 177 種類の植物を記録している。含まれる地域はパキスタンのインダス川上流部か
らカシミール、インド北部、ネパール、シッキム、ブータン、チベットまでヒマラヤ全
域に及んでいる。 
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2）インドにおける野生植物の研究 
インドについては小阪（2008）の研究がある。 
 
【利用状況】 
小阪（2008）は、インドアルナーチャル・プラデーシュ州の農業を生業とする人々が
その野生植物資源をどのように食材、薬、建材、工芸品の材料、家畜の飼料、土壌改良
などに利用したかを紹介した。 
 
3）ラダックにおける野生植物に関する研究 
ラダックにおける研究では山田（2009）の研究がある。 
 
【薬用】 
山田（2009）は、人類学の視点から野生植物の利用を考察した。宗教と生態とを連繫
しあうものと捉え、ラダックのチベット人におけるシャマニズムを、病と治療をキーワ
ードに、伝統医学として綜合的に理解しようと試みる。なかでもラダックにおける医療
は、多様な霊的観念への信仰を軸に、チベット医学の伝承を受け継ぐ医師、チベット僧
侶、そしてシャーマンらがともに関わることを明らかにした。人々の病気観、薬物、治
療についても紹介されている。さらに医師が利用する薬草 108 種の利用部位、味、性質、
効果、産地をまとめている。病気観に関しては「熱い質」の病気には「冷たい質の薬」
を処方し、「冷たい質の病気」には「熱い質の薬」を処方するという。 
 
4）チベットにおける野生植物に関する研究 
チベットにおける小松（2006）の研究がある。 
 
【薬用】 
小松（2006）は、主に、チベット伝統医学における医学理論、診断、治療原則からそ
れらの由来と歴史に関わる高山野生植物について紹介している。 
 
5）ブータン王国における野生植物に関する研究 
ブータン王国については松島ほか（2006;2007;2008）の研究がある。 
 
【食用】 
松島ほか（2006:2007;2008）は、ブータン王国における食用野生植物の利用状況およ
びその健康効果等の伝統的知識を明らかにし、被子植物の 62 種とシダ植物の 22 種の野
生植物が食用利用されていることを確認している。これらの中には伝統的知識として健
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康効果を持つと信じられているものがあり、例えばイラクサ科には血圧を低下させる薬
効 Urtica dioia があり、結核の治療予防にも効果があるとされてきたと報告している。
また、乾燥したヤドリギの一種である Viscus Nepalese の葉は茶として利用されており、
体の痛みの軽減や骨折時の回復促進に効果があるとしている。バラ科の Docynia indica
の果実は下痢止めとしての効果があるとされていた。ブータンでは苦味の強い植物を特
に好んで野菜として利用する傾向があり、これら苦い食品がより良い健康効果を持つと
信じられている。 
 
6）ネパールにおける野生植物の研究 
ネパールにおける研究では、藤倉（2008）の報告がある。 
 
【食用】 
藤倉（2008）は、ネパール王国のソル・クンブー郡のシェルパ民族の野生植物の利用
について言及した。彼らが居住する地域はサガルマータ県の北部に位置し、標高 8000m
に達する山々が続くチベットとの国境地帯となっている。著者は 1994 年から 1999 年に
かけてシェルパ族の人々が高地においてどのような暮らしをしているかを調査した。こ
の調査は、文化人類学や社会学を専門とする文系の研究者と自然科学を専門とする研究
者が協力して進められた。ジュンベシ谷の上流部で農耕の上限地となっている村のシェ
ルパ族の農業や畜産にみられる多様な野生植物の利用についての報告である。例えば、
ラムショック（Polygonatum verticillatum）とばれる山菜は、おいしいと考えられ、ダッ
プタップチェルマン（Smilacina sp.）という野菜は、モモとよばれる餃子のようにして
食べる。セニュマ（Urtica dioica）とよばれるイラクサは、煮込んで粥状にして食べる
と述べている。 
 
（7）西アジアにおける野生植物に関する研究 
西アジアにおける研究ではイランにおける野生植物に関しては本多（2009）の研究が
ある。 
 
【命名】【薬用】 
本多（2009）は、イラン北部のトルコの言語を話すトルク系の人々を対象にし、薬草
の名称と薬用に着目して、トルコとウズベキスタン両民族との共通点を明らかにした。
それらの薬用における共通点には、気候風土の類似性と民族移動が関係することを指摘
した 
 
（8）アフリカにおける野生植物に関する研究 
アフリカにおいては、河合（1998）、菱田（2008）、佐藤（2014）、波佐間（2015）、縄
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田（2002）らがあり、薬用と家畜用の側面から研究されている。 
 
【分類】 
佐藤（2014）はアフリカのエチオピア南西部の低地の森林に居住し、主に焼畑、蜂蜜
採集、狩猟を生業とする森林農耕民マジヤンギルの事例として、人と植物の関わり、植
物の利用と認知を記述した。また、彼らが野生植物をいかに分類し、利用しているのか
を考察した。マジヤンギルの人々が利用している野生植物の用途は食料・飲料、建材・
囲い、衣料、装飾、儀礼、薬、娯楽・遊具、燃料、生業、生活道具、蜜源、その他（間
接利用）10 の種に分類されると述べている。 
河合（1998）は、ケニア北部の大地溝帯にあるバリンゴ湖の周辺に住むチャムスと呼
ばれる人びとの身体観や病気観と、治療に利用する野生植物を記録した。主に人々の植
物知識や野生植物の利用部位、加工法を述べている。 
加工法には植物を煎じる方法、ウシやヤギのミルクを混ぜて飲用する方法、スープや
紅茶に入れて煮こむ方法、乾燥させて、焼いて灰にした上で、粥と脂肪に混ぜて飲用す
る方法などがある。 
菱田（2008）は、アフリカのエチオピア地域の薬用植物を紹介し、560 種の野生植物
が薬用として利用されていると記述した。利用者に関しては教育レベル、経済的貧富の
差に関係なく薬草を利用していると述べている。伝統的な薬用植物の利用率は中国では
40%であると言われているが、アフリカでは 80%にのぼるとされる。 
 
【家畜用】 
波佐間（2015）は東アフリカの牧畜を対象に家畜が好む植物を明らかにした。ヒツジ
はイネ科、キク科、ヤギはシナノキ科、トウダイグサ科、ハマビシ科、フウチョウソウ
科、ウシはイネ科を好むと詳述している。 
縄田（2002）は北東アフリカに位置するスーダン領紅海沿岸の牧畜民のベジャ族の家
畜用植物の事例に、家畜の摂食行動に着目し、家畜の摂食選択の差異に関する経験的知
識を明らかにした。ラクダは半灌木の塩性植物に対して嗜好性が高いという特徴を明ら
かした。 
 
小括 
 
以上のように様々な地域を対象にした野生植物について多くの研究がなされてきた。
本節ではモンゴルを除いた日本・アイヌ、中国、東南アジア、シベリア、ヒマラヤ、西
アジア・アフリカを対象に民俗分類、命名、薬用、食用、日常生活用、家畜用に着目し、
これまでの研究を概観した。 
まず、日本におけるこれまでの研究から見ると、日本・アイヌの野生植物に関する研
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究では、八重山地方の島々の漁村、徳島県、沖縄、茨城県、アイヌ事例に野生植物の命
名と民俗分類、民間医療に使用する薬草と家畜用の植物が取り上げられている。 
中国に関する野生植物に関する研究では、薬用と日常生活用の野生植物の研究があり、
その中で民間医療に用いる薬膳料理と薬草浴に関する研究が注目される。 
また、中国植物誌と本論で取り上げた利用される野生植物 67 種を比較した結果、重
複植物は 59 種がある。その中で、用途が共通するのは、薬用 10 種、食用 8 種、日常生
活用 4 種、家畜用 7 種である。しかし具体的な利用方法は一致しないことが分かる。 
東南アジアの野生植物に関しては、野生植物に対する民俗知識の個人差、民間医療に
用いる薬草の地域の比較研究がある。 
シベリアの野生植物に関する研究は少なく、ツンドラ地域のキタン・ネネツ人とコリ
ヤーク人を事例にした野生植物の名称、利用状況に関する研究のみである。 
ヒマラヤを中心した地域では、主に薬用植物の研究蓄積が厚い。 
西アジア・アフリカの野生植物に関する研究では薬用・家畜用のヒツジ・ヤギ・ウシ・
ラクダに利用する野生植物に関する研究がある。 
総じて、薬用と植物の認識、名称由来に関する研究蓄積が厚い。 
次に、野生植物の用途分類に関する研究の蓄積が厚く、地域によって用途分類が異な
ることがわかる。 
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0.5 モンゴル高原における野生植物に関する研究 
 
本節では、まずモンゴル高原における野生植物の研究を日本、中国、モンゴル語の文
献に基づいて中国内モンゴル、モンゴル国と本論で取り上げるオイラト・モンゴル人に
関連する中国新疆ウイグル自治区のオイラト・モンゴルの 3 つ地域を中心に一例として
取り上げ、これまでの研究を概観する。次に、本論で取り上げる 105 種の野生植物との
共通点を詳細に検討する。 
 
（1）中国内モンゴル自治区における野生植物に関する研究 
中国内モンゴル自治区の野生植物に関する研究では、劉・斯（2011）、オトホン・ト
ムルボフ（2008）が植物図鑑を刊行し、野生植物の用途は格根塔娜（2008）、小長谷（2008）、
児玉（2012）が、薬用としての利用はソロングト・バ・ジグムド、ジュルンガ・竹中訳
（1991）、徳力格爾（2005）、食用として満良（2007）、哈斯巴根（1996）、（2008）など
の研究が挙げられる。 
内モンゴル自治区における野生植物の文献内容と本論を比較し、その共通点について
検討してみたい（表 0－1）。 
 
【図鑑】 
『シリンゴル盟におけるモンゴル医学の薬情報文集』、（劉・斯 2011）はモンゴル医
療に使用する薬草図鑑である。この図鑑は内モンゴルシリン・ゴルモンゴル病院で編集
され、主にモンゴル医療に使用される薬物をまとめたものである。薬草 152 種と動物
11 種、鉱物 8 種が記載されている。 
 薬草の項目はモンゴル語名、中国語名、学名、特徴、分布、採集時期、部位、味、薬
効である。その内容は薬用に限定され、薬用以外の用途は不明である。劉・斯（2011）
が取り上げた薬草で、本論と重複する野生植物は 31 種である。そのうち薬用の 10 種が
共通している。それは No.7 エルベン、No. 11 ウレー、No.14 オルスン、No.15 カオカボン
バ、No.23 ゲシン、No. 26 シキリ・ブヤ、No.28 ショーウラー、No. 40 ツウール・オブス
ン、No. 52 ハルハ、No. 54 ハル･ホルスンである。しかしそれらの具体的な使用法は本論の
内容とは一致しない。 
『アブグ旗の牧草』（オトホン・トムルボフ 2008）には内モンゴルシリンゴル盟アバ
ガ旗の約 456 種の野生植物が記載されている。その項目は中国名、モンゴル名、分布と
写真、用途である。用途の内訳は薬用、食用、防風、木材、編む、水土保護、塩を含ん
だ土壌の改良、工業用、そして見て楽しむである。オトホン・トムルボフ（2008）が取
り上げた野生植物の中で本論と重複するのは 19 種で、薬用 3 種、日常生活用 2 種、家
畜用 7 種の用途が共通している。そのうち具体的な使用方法が共通しているのは 1 種で
ある。それは No.55 ハル･モドンで、木材として利用されている。テケス県のオイラト・
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モンゴル人も木材として利用し、畜舎の屋根に木材として利用している（第 4 章の 3 節
を参照）。 
 
【用途】 
「内蒙古ホリチン左翼後旗におけるモンゴル族伝統的な植物学知識研究」（格根塔娜
2008）は内モンゴルホルチン左翼後旗の民間で利用されてきた植物を、民族植物学の視
点から研究したもので、内モンゴル師範大学植物学専攻の 2008 年度の修士論文である。
この筆者は内モンゴルホルチン左翼後旗における現地調査を通じて得た野生植物の名
称の由来を考察し、132 種の野生植物の用途を簡単に表で示した。さらにこれらの野生
植物を薬用、食用、建築用、手工芸用、薪用、商品用、飼料用に分類し、その内訳は薬
用 44 種、食料用 58 種（食糧用 4 種、野生野菜 34 種、野生果物 10 種、茶葉 5 種、調味
料 5 種）である。建築用 27 種、手工芸 28 種、薪 21 種、商品用 14 種、飼料用 92 種も
挙げられている。 
 このうち、本論と重複する野生植物は 13 種で、薬用 6 種、食用 3 種、日常生活用 2
種である。これらの用途のうち、本論とその使用方法が一致しているのは 2 種で、No.14
オルスンと No.55 ハル･モドンである。それぞれの具体的な利用方法は No.14 オルスン（第
4 章の 3 節 79 頁を参照）と No.55 ハル･モドンである（第 4 章の 3 節 82 頁を参照）。 
『オーラルヒストリー（エジネーに生きる母たちの生涯－）』（小長谷ほか 2008）は
中国内モンゴル自治区アラシャー盟エジネー旗のハルハモンゴル系のモンゴル族とオ
イラト・モンゴルのトルグート部族の人々の文字資料のみでは知りえない歴史を残した
オーラルヒストリーである。このオーラルヒストリーでは 55 種の野生植物が記載され
ている。植物一覧の項目はモンゴル語名、科名、漢語名、学名、特徴である。本論と重
複している野生植物は 7 種で、No.14 オルスン、No.26 シキリ･ブヤ、No.30 ゼゲデ、No.37
チチラガン、No.65 ヤマン・ゼレゲン、No.68 のアェデリスバン、No.100 のホルン・ブ
ヤである。当該文献には、具体的な用途とその利用方法は記されていない。 
『「脱社会主義政策」と「砂漠化」状況における内モンゴル牧畜民の現代的変容―オ
ルドス地域農耕民とゴビ地域遊牧民の事例』（児玉 2012）は 2007 年度名古屋大学大学
院文学研究科の博士論文である。この研究では内モンゴル自治区オルドス地域の植物で
ある草 22 種、薬草 3 種、樹木 7 種の合計 32 種が掲載されている。その項目はモンゴル
語名、モンゴル表記、漢語名、学名、科名と特徴である。そのうち本論と重複している
のは 5 種で、No.3 アルツン、No.7 エルベン、No.26 のシキリ･ブヤ、No.37 チチラガン、
No.65 のヤマン・ゼレゲンである。用途が一致しているのは薬用 2 種の No.26 のシキリ･
ブヤと No.65 のヤマン・ゼレゲン、日常生活用の No.3 アルツン、家畜用の No.7 エルベン
である。その中で具体的な使用方法が一致しているのは日常生活用 No.3 アルツンのみ
である。その具体的な使用方法はお香（焼香）に用いる点である（第 4 章の第 3 節 87
頁を参照）。 
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『内モンゴルエジネー旗における地名誌』（巴达拉虎 1988）はエジネー旗に生育する
3 種の野生植物を掲載している。これらの野生植物うち、本論と重複しているのは No.26
シキリ･ブヤで、薬用、家畜用である。しかしその具体的な使用法は一致しない。 
  
【薬用】 
『モンゴル医学史』（ソロングト・バ・ジグムド 1991）は、モンゴル医学に関する医学
歴史的な文献である。 
同書では古代モンゴルの人々の薬草の利用について記載している。同書の 77 頁には 
No.23 のゲシンの利用方法について以下のように記されている。  
 
モンケハンのホトクタイ皇后が病気になった時、彼女にゲシンの根でつくった薬湯を
飲ませるとともに、その薬湯で薬浴をして回復させたことがある。 
1226 年モンゴル軍に疫病が流行し、これをゲシンの根で治療した（ソロングト・バ・
ジグムド 1991:84）。 
しかし、これらは本論で紹介する使用法とは異なる（第 2 章の 4 節 64 頁を参照）。 
『モンゴル医薬学の世界』（徳力格爾 2005）は、日本で出版されたモンゴル医療に使用
する医薬についての研究書である。その内容はモンゴル医薬学の背景、モンゴル医薬学の
基礎理論、人体の構成要素、五臓六腑と体液、病因・病理、モンゴル医薬の治療、モンゴ
ルに多く見られる疾病、モンゴル医学でよく用いられる生薬についてである。その研究で
はモンゴル医学によく用いられる薬草 100 種が掲載されている。項目はモンゴル語のカタ
カナ表記、モンゴル語名の縦文字、薬用部位、科名、学名、中国語名、採集、味、薬力源、
性状、薬効および適応症、製剤、薬理、原植物である。本論と重複している野生植物は 10
種である。そのうち同じく薬用とされるのは 5 種である。しかしその具体的な使用法は
本論と一致してない。 
 
【食用】 
「オルドス高原における内モンゴル食用野生植物の伝統知識の研究」（満良ほか2007）
は内モンゴル自治区オルドスで使用される食用植物を取り上げている。合計 50 種の野
生植物が記載されているがその各項目に中国名、学名、現地名、食用部位、食用方法、
生育場所が記されている。満良ほか（2007）が取り上げた野生植物のうち、本論と重複
している野生植物数は 5 種である。その中で No.30 ゼゲデが食用として共通しているが
具体的な使用法は一致しない。 
「内モンゴルアル・ホルチン旗におけるモンゴル民間茶葉の民族植物学的研究」（哈
斯巴根 1996）は、内モンゴル赤峰市東北部のアル・ホリチン地域の茶に用いられる野
生植物の利用法、加工方について記述したものである。取り上げたのは 14 種の茶葉で
ある。各項目に現地名、学名、中国語名、利用部位、採集季節がある。本論と重複する
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植物はない。 
『内モンゴル野生山菜資源及び民族植物学的研究』（哈斯巴根 2008）は内モンゴル自
治区の野生山菜の資源を、民族植物学の視点から研究した文献である。その研究では内
モンゴルに常に見られる食用植物の 146 種が記載されている。これらの植物を中国語名、
学名、科名、別名、分布、食用部位、食用方法、栄養成分という項目で説明している。
本論と重複する野生植物は 9 種で、それらは薬用の No.15 カオカボンバ、No.28 ショー
ウラー、No.40 ツウール・オブスン、No.52 ハルハの 4 種と食用の No.28 ショーウラーであ
る。しかしそれらの具体的な利用法は一致しない。 
 
表 0―1 本論の野生植物と中国内モンゴル自治区における野生植物（文献）との比較 
  文献 
 
植物 
本論 
 
劉・
斯 
2011 
オトホ 
ン・ト 
ムルボ 
フ 
2008 
格根 
塔娜 
2008 
小長谷
ほか
2008 
児玉 
2012 
徳力 
格爾 
2005 
満の 
ほか 
2007 
哈斯 
巴根 
2008 
No 現地名 用途 用途 用途 用途 有無 用途 用途 用途 用途 
1 ア ラ タ
ン･ドゥ
スル・セ
セゲ 
 
家畜 
 
薬 
 
 
－ 
 
－ 
 
－ 
 
－ 
 
－ 
 
－ 
 
－ 
2 ア ラ タ
ン･ハル
グン 
食 － － － － － － － － 
3 ア ル ツ
ン 
薬、日常
生活 
－ － － － お
香、
儀礼 
－ 食 － 
4 エ ン ギ
セグ 
日常生活 － － － － － － － － 
5 エ ン デ
スン 
薬 － － － － － 薬 － － 
6 エ ル ミ
ン 
食 － － － － － － － － 
7 エ ル ベ
ン 
薬、家畜 
 
薬 薬、飼
料、水
土保護 
食 
 
－ 家畜 薬 － － 
8 ウクル･
ハル･ボ
リ ジ ラ
ガン 
食 － － － － － － － － 
9 ウスン･
オ ブ ス
ン 
食、家畜 － 飼料 － － － － － － 
10 ウ ス
ン・シミ
リデグ 
家畜 － 薬 － － － － － 薬、
食 
11 ウレー 薬 薬 － － － － － － － 
12 オ ド バ
ル･セセ
ゲ 
家畜 － － － － － － － － 
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13 オルグ 食 － － － － － － － － 
14 オ ル ス
ン 
薬、日常
生活、家
畜 
薬 － 薬、 
建築、 
手工芸、 
薪 
有 － － － － 
15 カ オ カ
ボンバ 
薬、日常
生活、家
畜 
薬 － 薬、食 
 
－ － － － 薬、
食 
16 ガザル･
ベ ェ レ
ェチ 
家畜 － 飼料 － － － － － － 
 
17 ガ ン デ
ガェル 
食 薬 － － － － － － － 
18 キチ 家畜 － － － － － － － － 
19 クジ・オ
ブスン 
家畜 － － － － － － 食 － 
20 ケ ン ゲ
リギ･オ
ブスン 
家畜 － － － － － 薬 食 － 
21 ケレケ･
サラ 
食 薬 － － － － － － － 
22 ケレス
ン 
日常生活 － 食飼、
料 
食 － － － － 食 
23 ゲシン 薬、食、
日常生活 
薬 － － － － 薬 － － 
24 ゴニド 薬、食 － － － － － － － － 
25 ザム
バ・セセ
ゲ 
日常生活 薬 － － － － － － － 
26 シキリ･
ブヤ 
薬、家畜 薬 － 薬 有 薬 薬 － － 
27 シミリ
ディグ 
食 － － － － － － － － 
28 ショー
ウラー 
薬、食 薬 － 食 － － － － 薬、
食 
29 ズゥン･
オブス
ン 
家畜 － － － － － － － － 
30 ゼゲデ 薬、食 － － － 有 － － 食 － 
31 ゼゲス
ン 
日常生
活、家畜 
－ 薬、編
む 
－ － － － － － 
32 ゼデゲ
ン 
食 － － － － － － － － 
33 ソンズ 日常生活 － － － － － － － 薬、
食 
34 タビリ
ハ－ 
薬、日常
生活 
－ － － － － － － － 
35 ダラ
ン・トブ
チ 
家畜 － － － － － － － － 
36 タン・オ
ブスン 
家畜 － － － － － － － － 
37 チチラ 日常生活 薬 － － 有 食 － － － 
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ガン 
38 チンデ
ン・モド
ン 
日常生活 － － － － － － － － 
39 ツァキ
レデゲ 
家畜 薬 － － － － － － － 
40 ツウー
ル・オブ
スン 
薬、家畜 薬 － 薬、食 － － － － 薬、
食 
41 ツガ
ン・ウラ
スン 
日常生活 － － － － － － － － 
42 テネ
ゲ・オブ
スン 
薬 － 薬、工
業 
薬 － － － － － 
43 トゥン
グ 
日常生
活、家畜 
－ － － － － － 食 － 
44 トショ
ル 
食、日常
生活 
－ － － － － － － － 
45 ドラヌ 食 － － 食 － － － － － 
46 ノハン･
アラ－ 
家畜 薬 薬、飼
料 
薬 － － － － － 
47 ノハ
ン・ホシ
ョ 
家畜 － － － － － － － － 
48 ハダン･
ハグ 
日常生活 薬 － － － － － － － 
49 ハタガ
チン・セ
セゲ 
家畜 薬 薬 － － － － － 薬、
食 
50 バラグ
ン 
薬 － － － － － － － － 
51 ハルガ 食 － － － － － － － － 
52 ハルハ 薬、家畜 薬 薬、食、
飼料 
食 － － － － 薬、
食 
53 ハル･ハ
ド 
食 － － － － － － － － 
54 ハル･ホ
ルスン 
薬 薬 － － － － － － － 
55 ハル･モ
ドン 
日常生活 － 薬、木
材、 
飼料 
薬、食、建
築、手工
芸、家畜、
薪、商品 
－ － － － 薬、
食 
56 ブホ･オ
ブスン 
食 － 薬、工
業、飼
料 
－ － － － － － 
57 ベデ 食、家畜 － － － － － － － － 
58 ホチ・オ
ブスン 
家畜 － － － － － － － － 
59 ホニ
ン・ヌデ
ン・セセ
ゲ 
家畜 薬 薬 
飼料 
－ － － － － － 
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60 ホムス
ン･ブド
グ・オブ
スン 
日常生活 薬 － － － － － － － 
61 ボリジ
ルガン 
食 － － － － － － － － 
62 ホルス
ン 
家畜 － － － － － － － － 
63 ボルズ
ン 
家畜 － － － － － － － － 
64 モルン･
シャル
ラジン 
家畜 薬 薬 － － － － － － 
65 ヤマ
ン・ゼレ
ゲン 
薬、食、
日常生
活、家畜 
－ － 薬、食、調
味料、 
有 薬 薬 － － 
66 ヤマン･
ホノグ 
家畜 － 飼料 － － － － － － 
67 ロシゥ
グ 
家畜 － 薬、工
業 
－ － － － － － 
68 アェデ
リスバ
ン 
－ － － － 有 － － － － 
69 アグシ
ルガ 
－ － － － － － － － － 
70 エレゲ
テン
ネ・ガル 
－ 薬 － － － － － － － 
71 エル・ザ
ムバ 
－ － － － － － － － － 
72 ウク
リ・アェ
ルグ 
－ － 薬、飼
料 
－ － － － － － 
73 グルグ
ム 
－ － － － － － － － － 
74 コク・オ
ドバル 
－ － － － － － － － － 
75 ジルグ
バ 
－ － － － － － － － － 
76 スール
グン・オ
ブスン 
－ － － － － － － － － 
77 ゼケン － 薬 － － － － － － － 
78 ソハー － － 薬 － － － － － － 
79 タルヌ － 薬 － － － － 薬 － － 
80 ダンク
ン 
－ － － － － － － － － 
81 ダン・ス
ン 
－ － － － － － － － － 
82 ダル
ガ・ドル
ジ 
－ － － － － － － － － 
83 チョ － 薬 － － － － － － － 
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ス・オブ
スン 
84 ツェ
ブ・タト
ゥル 
－ － － － － － － － － 
85 ツガ
ン・アキ 
－ － － － － － － － － 
86 トム
ル・オラ
ーンゴ 
－ 薬 － － － － － － － 
87 トルゲ
チ・オブ
スン 
－ － － － － － － － － 
88 ドルベ
リジ
ン・オブ
スン 
－ － － － － － － － － 
89 ナイリ
ンハ・オ
ブスン 
－ － － － － － － － － 
90 ノゥグ
ドゥ
ル・オブ
スン 
－ － － － － － 薬 － － 
91 ノス
ン・トロ
ハー 
－ － － － － － － － － 
92 ハンド
ガン・ケ
ル 
－ 薬 － － － － － － － 
93 ハル・バ
リジル
グナ 
－ － － － － － － － － 
94 ハルム
グ 
－ － 薬、食、
飼料 
－ － － － － － 
95 ビジ
ュ・ホァ
ル 
－ － － － － － － － － 
96 ベリヤ
ンゴ 
－ 薬 － － － － 薬 － － 
97 ホゥ
ン・オブ
ル・セセ
ゲ 
－ 薬 － － － － － － － 
98 ホォル
ハ･オブ
スン 
－ － － － － － － － － 
99 ボル・エ
リケン 
－ － － － － － － － － 
100 ホル
ン・ブヤ 
－ 薬 － － 有 － － － － 
101 マキ
ル・オブ
－ － － － － － － － － 
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スン 
102 モン
ク・セセ
ゲ 
－ － － － － － 薬 － － 
103 ヤシュ
ル 
－ － － － － － － － － 
104 ヤルガ － － － － － － － － － 
105 ラワ・セ
セゲ 
－ － － － － － － － － 
各文献（重複数・種） 31 19 13 7 種 5 種 10 5 9 
全体 
（重複数・種） 
共通       56 
 
用途共通（種） 
各文献 薬：
10 
薬：3 
日常生
活用：2 
家畜
用：7 
薬：6 
食：3 
日常生活
用：2 
－ 薬：2 
日常生
活：1 
家畜：1 
薬：5 食：1 薬:4 
食：1 
 
全体（種） 
薬：13 
食：4 
日常生活:4 
家畜：7 
使用方法（本論と比較）  日常生活 3 種は一致している。 
 
以上からこれまでの内モンゴル自治区における野生植物に関する研究で取り上げられた
植物で本論と共通するのは 56 種である。その中で、用途が共通するのは薬用 13 種、食用 4
種、日常生活用 4 種、家畜用 7 種である。これらの植物のうち本論の使用方法と共通する
のは日常生活用の 3種のみで、No.3アルツン、No.14オルスンと No.55ハル･モドンである。 
 
（2）モンゴル国における野生植物に関する研究 
 モンゴル国における野生植物に関する研究では一例として Г. Цэрэнбалжид（2002）、
小松ほか（2003）、Ц.Володя ほか（2010）の薬草図鑑が挙げられる。以下はこれらの
薬草図鑑の植物を本論で取り上げる野生植物と比較し、その共通点を検討する（表 0－
2）。 
 
【図鑑】 
『モンゴル国有用植物図鑑』、（小松ほか 2003）はモンゴル国の有用野生植物を記
載した野生植物の図鑑である。この図鑑は薬草利用に限定され、その他の用途は言
及されてない。モンゴル語（キリル文字）と日本語でそれぞれの図鑑が出版されて
いる。 
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モンゴル国には約 3000 種の野生植物が生育し、そのうち 1000 種以上が有用植物
であるといわれている。この図鑑では、モンゴルの医療でよく使われる 227 種類の
薬用野生植物が掲載されている。植生によって全国を 6 の地帯に分類した。すなわ
ち、高山、タイガ、高原、スッテプ、ゴビ、砂漠である。植物分布は全国を 16 地
域に分けて記載した。日本語版の各植物の項目は学名、和名、モンゴル語名、モン
ゴル地方名、チベット名、科名、形態、花期、果実期、分布、植生、密生度、モン
ゴル医薬、和漢薬及びヨーロッパ生薬としての薬効・用法、使用部位、化学成分で
ある。モンゴル語版では地方名、チベット名、特徴、花咲くと種が熟す時期、分布、
生育環境、部位、モンゴル医薬、漢和薬の利用情報である。記載されている植物の中で
本論と重複する数は 34 種である。そのうち No. 3 アルツン、No.7 エルベン、No.15 カオ
カボンバ、No.23 ゲシン、No.24 ゴニド、No.26 シキリ･ブヤ、No.28 ショーウラーの 7 種
は薬用としての用途が一致するが、それらの使用法は本論と一致しない。 
『Монгол орны хѳл газрын ургамлын ѳнгѳт цомог（モンゴル地域における平野植物図
鑑）』（Г. Цэрэнбалжид 2002）ではモンゴル国の平野に自生する野生植物 173 種が記載さ
れている。それぞれの項目は学名、地方名、モンゴル語名、チベット語名、ロシア語名、
特徴、分布、生薬、化学成分、効果、利用法である。本論と重複する野生植物数は 8 種
である。No.15 カオカボンバ、No.52 ハルハの 2 種は薬用として同じ用途であるが使用法が
異なる。 
『Монгол орны эмийн ургамал（モンゴルの薬草）』（Ц.Володя , Д. Цэрэнбалжир , 
Ц.Ламжав2010）では、モンゴル医療によく使われている薬用植物 343 種が掲載されて
いる。項目は学名、モンゴル語名、ロシア語名、特徴、分布、生育環境、用途である。
本論で取り上げた 105 種の植物と重複する野生植物は 7 種である。そのうち No.7 エル
ベン、No.15 カオカボンバ、No.42 テネゲ・オブスン、No.52 ハルハ、No.65 ヤマン・ゼレ
ゲンの 5 種が薬用としての用途が同じである。しかし、具体的な使用法は本論と一致しな
い。他の 2 種 No.69 アグシルガ、No.32 ゼデゲンも重複しているが用途が異なる。 
 
表 0―2 本論の野生植物とモンゴル国における野生植物（文献）との比較 
  文献 
植物 
本論 
 
小松ほか
2003 
Г. 
Цэрэнбалжид 
2002 
 
Ц.Володя , Д. 
Цэрэнбалжир , 
Ц.Ламжав 
2010 
No 現地名 用途 用途 用途 用途 
1 アラタン･ドゥスル・セ
セゲ 
家畜 － 薬 － 
2 アラタン･ハルグン 食 薬 － － 
3 アルツン 薬、日常生活 薬 － － 
4 エンギセグ 日常生活 － － － 
5 エンデスン 薬 － － － 
6 エルミン 食 － － － 
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7 エルベン 薬、家畜 薬 － 薬 
8 ウクル･ハル･ボリジラ
ガン 
食 － － － 
9 ウスン･オブスン 食、家畜 － － － 
10 ウスン・シミリデグ 家畜 薬 － － 
11 ウレー 薬 － － － 
12 オドバル･セセゲ 家畜 － － － 
13 オルグ 食 － － － 
14 オルスン 薬、日常生活、
家畜 
－ － － 
15 カオカボンバ 薬、日常生活、
家畜 
薬 薬 薬 
16 ガザル･ベェレェチ 家畜 － － － 
17 ガンデガェル 食 薬 － － 
18 キチ 家畜 － － － 
19 クジ・オブスン 家畜 － － － 
20 ケンゲリギ･オブスン 家畜 － － － 
21 ケレケ･サラ 食 － － － 
22 ケレスン 日常生活 薬 薬 － 
23 ゲシン 薬、食、日常生
活 
薬 － － 
24 ゴニド 薬、食 薬 － － 
25 ザムバ・セセゲ 日常生活 － － － 
26 シキリ･ブヤ 薬、家畜 薬 － － 
27 シミリディグ 食 － － － 
28 ショーウラ－ 薬、食 薬 － － 
29 ズゥン･オブスン 家畜 － － － 
30 ゼゲデ 薬、食 － － － 
31 ゼゲスン 日常生活、家畜 薬 薬 － 
32 ゼデゲン 食 － － 薬 
33 ソンズ 日常生活 － － － 
34 タビリハー 薬、日常生活 － － － 
35 ダラン・トブチ 家畜 － － － 
36 タン・オブスン 家畜 薬 － － 
37 チチラガン 日常生活 － － － 
38 チンデン・モドン 日常生活 薬 － － 
39 ツァキレデゲ 家畜 薬 － － 
40 ツウール・オブスン 薬、家畜 － － － 
41 ツガン・ウラスン 日常生活 － － － 
42 テネゲ・オブスン 薬 － － 薬 
43 トゥング 家畜、日常生活 薬 － － 
44 トショル 食、日常生活 薬 － － 
45 ドラヌ 食 薬 － － 
46 ノハン･アラー 家畜 薬 － － 
47 ノハン・ホショ 家畜 － － － 
48 ハダン･ハグ 日常生活 薬 － － 
49 ハタガチン・セセゲ 家畜 － 薬 － 
50 バラグン 薬 － － － 
51 ハルガ 食 薬 － － 
52 ハルハ 薬、家畜 － 薬 薬 
53 ハル･ハド 食 － － － 
54 ハル･ホルスン 薬 － － － 
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55 ハル･モドン 日常生活 薬 － － 
56 ブホ･オブスン 食 － － － 
57 ベデ 食、家畜 － － － 
58 ホチ・オブスン 家畜 薬 － － 
59 ホニン・ヌデン・セセ
ゲ 
家畜 － － － 
60 ホムスン･ブドグ・オブ
スン 
日常生活 － － － 
61 ボリジルガン 食 － － － 
62 ホルスン 家畜 － － － 
63 ボルズン 家畜 － － － 
64 モルン･シャルラジン 家畜 薬 薬 － 
65 ヤマン・ゼレゲン 薬、食、日常生
活、家畜 
－ － 薬 
66 ヤマン･ホノグ 家畜 － 薬 － 
67 ロシゥグ 家畜 － － － 
68 アェデリスバン － － － － 
69 アグシルガ － － － 薬 
70 エレゲテンネ・ガル － － － － 
71 エル・ザムバ － － － － 
72 ウクリ・アェルグ － － － － 
73 グルグム － － － － 
74 コク・オドバル － － － － 
75 ジルグバ － 薬 － － 
76 スールグン・オブスン － 薬 － － 
77 ゼケン － － － － 
78 ソハ－ － 薬 － － 
79 タルヌ － － － － 
80 ダンクン － － － － 
81 ダン・スン － － － － 
82 ダルガ・ドルジ － － － － 
83 チョス・オブスン － － － － 
84 ツェブ・タトゥル － 薬 － － 
85 ツガン・アキ － － － － 
86 トムル・オラ－ンゴ － － － － 
87 トルゲチ・オブスン － － － － 
88 ドルベリジン・オブス
ン 
－ － － － 
89 ナイリンハ・オブスン － － － － 
90 ノゥグドゥル・オブス
ン 
－ － － － 
91 ノスン・トロハ－ － 薬 － － 
92 ハンドガン・ケル － － － － 
93 ハル・バリジルグナ － － － － 
94 ハルムグ － 薬 － － 
95 ビジュ・ホァル － － － － 
96 ベリヤンゴ － 薬 － － 
97 ホゥン・オブル・セセ
ゲ 
－ － － － 
98 ホォルハ･オブスン － － － － 
99 ボル・エリケン － － － － 
100 ホルン・ブヤ － 薬 － － 
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101 マキル・オブスン － 薬 － － 
102 モンク・セセゲ － － － － 
103 ヤシュル － 薬 － － 
104 ヤルガ － － － － 
105 ラワ・セセゲ － 
 
－ － － 
各文献（重複数・種） 34 8 7 
全体 
（重複数・種） 
共通 42 
 
用途共通（種） 
各文献 薬：7 薬：2 薬：5 
全体   薬：10  その他の用途は不明 
使用方法（本論と比較） 一致しない 
 
モンゴル国における 3 つの野生植物に関する文献で取り上げられた野生植物のうち
本論の 105 種と共通する野生植物は 42 種である。そのうち、用途が共通するのは薬用
の 10 種である。それらは No. 3 アルツン、No.7 エルベン、No.15 カオカボンバ、No.23
ゲシン、No.24 ゴニド、No.26 シキリ･ブヤ、No.28 ショーウラー、No.42 テネゲ・オブスン、
No.52 ハルハ、No.65 ヤマン・ゼレゲンである。しかし具体的な使用法は本論と異なる。 
 
（3）中国新疆ウイグル自治区における野生植物に関する研究 
最初に、新疆ウイグル自治区全体における野生植物、次にテケス県における野生植物に
ついて概観する（表 0－3）。 
 
1）新疆ウイグル自治区における研究 
新疆ウイグル自治区全体の研究では、バトモンク（2011）、近田（1996）、徐（2009）、
王（2006）の植物図鑑がある。薬用に関する研究には難波（2001）、食用に関してテ・
ナムジル（2010）の研究がある。その中で、オイラト・モンゴル人に関わる研究はバト
モンク（2011）とテ・ナムジル（2010）の研究が含まれる。  
 
【図鑑】【薬用】 
『新疆モンゴル族における薬物図鑑』（バトモンク 2011）には中国新疆ウイグル自治区
のオイラト・モンゴル人のモンゴル医療によく使われる薬草 198 種、動物 26 種、鉱物 10
種が記載されている。バトモンク氏は新疆ウイグル自治区ボルタラモンゴル自治州のモン
ゴル医病院の医師である。本図鑑はバトモンク医師によって編集されたものである。本図
鑑には、植物名と別名、学名、特徴、生育環境、採集方法、薬性、効能と主治、化学成分、
用法、用量と処方などが記載されている。薬用以外の用途については言及してない。本論
と重複している植物は 81 種で、そのうち薬用で用途が一致するのは 16 種である。使用
法が本論と共通しているのは No.30 のゼゲデで、下痢の際、果実を煎じてむという点が
一致する（第 2 章 3 節 63 頁を参照）。 
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『中国天山の植物』（近田 1996）は天山山脈に自生する高山野生植物が記載された著
作である。天山山脈の高山植物の位置づけと研究の価値について以下のように述べてい
る（近田 1996:0）。 
 
天山山脈は世界最北の 7000m 級の高山をもち、東洋と西洋の境に、長さ 2500km に
わたった連なる大山脈である。古来、天山山脈はシルクロードが通る東西交易の要
衝として知られるが、植物地理学的にも東西の植物が出会う場であり、周北極要素
と呼ばれる植物群を中心に環状に世界に分布するための重要な拠点でもあると考
えられる。日本の高山野生植物にも周北極要素が含まれるので、これらと天山の高
山植物を比較する必要がある。 
 
また、イリの植生について以下のように述べている（近田 1996:11）。 
 
植生が乏しい南疆の砂漠からみると、イリは別天地である。西から吹く風はどこか
湿り気を帯び、谷は緑で覆われているからである。イリには野生のリンゴ森もあり、
町はリンゴであふれていると書かれている。このことから、中部と南部天山山脈に
放牧を行ってきたテケス県のオイラト・モンゴル人は野生植物に恵まれた環境に暮
らしていることを示している。 
 
上掲書では天山高等植物（種子植物とシダ植物）の 284 種を掲載している。植物の生
育地ごとに、高山帯の植物、亜高山の植物、草原、耕地の植物、砂漠の植物の 5 部に分
けて掲載した。この図鑑の前半部は植物の写真、科名、学名、簡単な特徴が記載され、
後半部に写真説明と植物解説がある。それぞれの項目は学名、科名、特徴、用途、化学
成分、写真の撮影場所、時期などである。近田（1996）が取り上げた植物と本論の植物
で重複するのは 8 種である。そのうち共通するのは薬用の No.42 テネゲ・オブスン（第
2 章の第 4 節 63 頁）と食用の No.61 ボリジルガン（第 3 章の第 2 節 70 頁）で、これら
は利用法も一致している。 
『カザフ薬誌』（徐 2009）は新疆ウイグル自治区アルタイ自治州のカザフ人の薬用野
生植物を取り上げた研究である。158 種の薬草が掲載され、それぞれ中国語名、カザフ
語名、学名、特徴、分布、化学成分、性質と味と用法などが述べられている。徐（2009）
で取り上げた薬草のうち、本論と重複するのは 14 種で、用途が共通するのは薬用の 3
種である。それらは No.5 エンデスン、 No.11 ウレー、No.54 ハル･ホルスンであるが具体的
な使用法は本論と共通しない。また薬用以外の用途は言及されていない。 
『新疆北部地域における野生植物資源』（王 2006）には、新疆ウイグル自治区の天山
とアルタイ山脈にかけて自生する野生植物 166 種が掲載されている。それらの項目は中
国語名、学名、科名、属名、特徴、生育環境、分布などで簡単な用途も述べられている。
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用途は薬用、食用、見て楽しむ、飼料で、見て楽しむという項目は本論で言及されてい
ない。王（2006）が取り上げた野生植物 166 種のうち、本論と重複する野生植物は 21
種で、それらのうち薬用の 8 種、No.15 カオカボンバ、No.23 ゲシン、 No.26 シキリ･ブヤ、
No.40 ツウール・オブスン、No.42 テネゲ・オブスン、No.50 バラグン、No.54 ハル･ホルスン、
No.65 ヤマン・ゼレゲンと食用の 3 種、No.8 ウクル･ハル･ボリジラガン、No.23 ゲシン、No. 45
ドラヌが共通している。しかし使用法が一致しているのは No. 45 ドラヌのみである（第 3
章の第 2 節 70 頁を参照）。    
『天山山脈薬草紀行』（難波 2001）は、新疆ウイグル自治区の薬草紀行である。この
本の最後に薬草一覧があり、126 種の薬草が紹介されている。項目は中国語名、和名、
学名、科名、特徴、薬効の記載がある。本論と重複する野生植物は 16 種で、用途が一
致するのは薬用の 8 種である。それらは No.14 オルスン、No.15 カオカボンバ、No.23 ゲ
シン、 No.26 シキリ･ブヤ、No.30 ゼゲデ、No.42 テネゲ・オブスン、No.54 ハル･ホルスン、
No.65 ヤマン・ゼレゲンであるが利用法は一致しない。 
【食用】 
中国新疆ウイグル自治区のオイラト・モンゴル人の食用野生植物に関する文献として
『オイラト・モンゴルの民俗文化―日常生活部』（テ・ナムジル 2010）がある。テ・ナ
ムジル氏は新疆ウイグル自治区社会科学院で、オイラト・モンゴルの民俗と民間口承文
芸を中心に研究を行っている研究者である。オイラト・モンゴル人の民俗習慣に関する
研究であるテ・ナムジル（2010）の中で、オイラト・モンゴル人の食文化の一部として、
食用植物 34 種について簡単に説明しているがモンゴル語名だけで、学名、科名、中国
語名は記載されてない。 
テ・ナムジル（2010）が取り上げた野生植物は合計 34 種である。本論と共通するの
は食用の 11 種である。これらのうち使用方法が共通しているのは 9 種で、それらは No. 
6 エルミン、No.24 ゴニド、No. 27 シミリディグ、No.28 ショーウラー、No.30 ゼゲデ、
No. 45 ドラヌ、No.57 ベデ、No. 61 のボリジルガン、No.65 ヤマン・ゼレゲンである（第
3 章の 2～4 節を参照）。 
 
表 0―3 本論の野生植物と新疆全体に関する野生植物（文献）との比較 
  文献 
植物 
本論 
 
バトモ
ンク 
2011 
テ・ナムジ
ル 2010 
近田
1996 
徐 
2009 
 
王 
2006 
難波 
2001 
No 現地名 用途 用途 用途 用途 用途 用途 用途 
1 アラタン･ド
ゥスル・セセ
ゲ 
家畜 薬 － 薬 薬 薬 薬 
2 アラタン･ハ 食 薬 － － － － － 
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ルグン 
3 アルツン 薬、日常生活 薬 － － － － － 
4 エンギセグ 日常生活 薬 － － － － － 
5 エンデスン 薬 薬 － － 薬 － － 
6 エルミン 食 － 食 － － 薬 － 
7 エルベン 薬、家畜 薬 － － － － － 
8 ウクル･ハル･
ボリジラガン 
食 － － － － 薬、食 － 
9 ウスン･オブ
スン 
食、家畜 薬 － － － － － 
10 ウスン・シミ
リデグ 
家畜 － － － － － － 
11 ウレー 薬 薬 － － 薬 － － 
12 オドバル･セ
セゲ 
家畜 薬 － － － － － 
13 オルグ 食 薬 － － － － 薬 
14 オルスン 薬、日常生
活、家畜 
薬 － － － － 薬 
15 カオカボンバ 薬、日常生
活、家畜 
薬 － － － 薬 薬 
16 ガザル･ベェ
レェチ 
家畜 薬 － － － － － 
17 ガンデガェル 食 薬 食 － 薬 － － 
18 キチ 家畜 薬 － － － － － 
19 クジ・オブス
ン 
家畜 薬 － － － － － 
20 ケンゲリギ･
オブスン 
家畜 薬 － － － － － 
21 ケレケ･サラ 食 薬 － － － 薬、見て
楽しむ 
－ 
22 ケレスン 日常生活 － － － － － － 
23 ゲシン 薬、食、日常
生活 
薬 食 － － 薬、食 薬 
24 ゴニド 薬、食 薬 食 － － － － 
25 ザムバ・セセ 日常生活 薬 － － － － － 
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ゲ 
26 シキリ･ブヤ 薬、家畜 薬 － － － 薬 薬 
27 シミリディグ 食 － 食 － － － － 
28 ショーウラー 薬、食 薬 － － － － － 
29 ズゥン･オブ
スン 
家畜 － － － － － － 
30 ゼゲデ 薬、食 薬 食 － － － 薬 
31 ゼゲスン 日常生活、家
畜 
薬 － － － － － 
32 ゼデゲン 食 － － － 薬 － － 
33 ソンズ 日常生活 薬 － － 薬 － － 
34 タビリハー 薬、日常生活 ― ― ― ― ― － 
35 ダラン・トブ
チ 
家畜 薬 － － － － － 
36 タン・オブス
ン 
家畜 － － － － － － 
37 チチラガン 日常生活 薬 食 － － － － 
38 チンデン・モ
ドン 
日常生活 薬 － － － 見て楽し
む、緑化 
薬 
39 ツァキレデゲ 家畜 薬 － － － － － 
40 ツウール・オ
ブスン 
薬、家畜 薬 － － － 薬 － 
41 ツガン・ウラ
スン 
日常生活 － － － － －  
42 テネゲ・オブ
スン 
薬 薬 － 薬 － 薬 薬 
43 トゥング 日常生活、家
畜 
薬 － － － － － 
44 トショル 食、日常生活 － 食 － － － － 
45 ドラヌ 食 薬 食 － － 食 － 
46 ノハン･アラ
ー 
家畜 薬 － 薬 － － － 
47 ノハン・ホシ
ョ 
家畜 － 食 － － － － 
48 ハダン･ハグ 日常生活 薬 － － － － － 
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49 ハタガチン・
セセゲ 
家畜 薬 － － － － － 
50 バラグン 薬 薬 － － － 薬 － 
51 ハルガ 食 － － － － － － 
52 ハルハ 薬、家畜 － － － － － － 
53 ハル･ハド 食 － － － 薬 － － 
54 ハル･ホルス
ン 
薬 薬 － － 薬 薬、見て
楽しむ 
薬 
55 ハル･モドン 日常生活 － － － － － － 
56 ブホ･オブス
ン 
食 薬 － － － － － 
57 ベデ 食、家畜 薬 食 － － － － 
58 ホチ・オブス
ン 
家畜 － － － － － － 
59 ホニン・ヌデ
ン・セセゲ 
家畜 薬 － － 薬 － － 
60 ホムスン･ブ
ドグ・オブス
ン 
日常生活 薬 － － － － － 
61 ボリジルガン 食 薬 食 食 薬 － － 
62 ホルスン 家畜 薬 － － － － － 
63 ボルズン 家畜 － － － － － － 
64 モルン･シャ
ルラジン 
家畜 － － － － － － 
65 ヤマン・ゼレ
ゲン 
薬、食、日常
生活、家畜 
薬 食 － － 薬 薬 
66 ヤマン･ホノ
グ 
家畜 － － － － － － 
67 ロシゥグ 家畜 薬 － － － － － 
68 アェデリスバ
ン 
－ 薬 － 薬 － － － 
69 アグシルガ － 薬 － － 薬 － － 
70 エ レ ゲ テ ン
ネ・ガル 
－ 薬 － － － － － 
71 エル・ザムバ － 薬 － － － － － 
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72 ウクリ・アェ
ルグ 
－ － － － － － － 
73 グルグム － 薬 － － － － 薬 
74 コク・オドバ
ル 
－ 薬 － 薬 － 薬 － 
75 ジルグバ － 薬 － － － － － 
76 スールグン・
オブスン 
－ 薬 － 有 － 見て楽し
む 
－ 
77 ゼケン － 薬 － － － － 薬 
78 ソハー － 薬 － － － － － 
79 タルヌ － 薬 － － － － － 
80 ダンクン － 薬 － － － － － 
81 ダン・スン － 薬 － － 薬 薬 薬 
82 ダルガ・ドル
ジ 
－ 薬 － － － － － 
83 チョス・オブ
スン 
－ 薬 － － － － － 
84 ツェブ・タト
ゥル 
－ － － － － － － 
85 ツガン・アキ － 薬 － － － － － 
86 トムル・オラ
ーンゴ 
－ 薬 － － 薬 － － 
87 トルゲチ・オ
ブスン 
－ 薬 － － － － － 
88 ド ル ベ リ ジ
ン・オブスン 
－ 薬 － － － － － 
89 ナイリンハ・
オブスン 
－ 薬 － － － － － 
90 ノ ゥ グ ド ゥ
ル・オブスン 
－ 薬 － － － 薬 薬 
91 ノスン・トロ
ハー 
－ 薬 － － － － － 
92 ハンドガン・
ケル 
－ 薬 － － － － － 
93 ハル・バリジ － 薬 － － － － － 
42 
 
ルグナ 
94 ハルムグ － 薬 － － － － － 
95 ビジュ・ホァ
ル 
－ 薬 － － － 薬 － 
96 ベリヤンゴ － 薬 － － － － － 
97 ホゥン・オブ
ル・セセゲ 
－ 薬 － － － － － 
98 ホォルハ･オ
ブスン 
－ 薬 － － － － － 
99 ボル・エリケ
ン 
－ － － － － － － 
100 ホルン・ブヤ － 薬 － － 薬 薬 － 
101 マキル・オブ
スン 
－ 薬 － 薬 － － － 
102 モンク・セセ
ゲ 
－ 薬 － － － 薬 薬 
103 ヤシュル － 薬 － － － － － 
104 ヤルガ － － － － － － － 
105 ラワ・セセゲ － 薬 － － － － － 
各文献（種）     81 13 8 14 21 16 
全体（重複
数・種） 
共通（種）         90 
         
用途共通 
（種） 
 
各文献（種） 薬：16 
 
食：11 
 
薬：1 
食：1 
薬：3 
 
薬：8 
食：3 
薬：8 
全体（種）  薬：16   食：12   その他の用途：不明 
使用方法 
（本論と比較） 
薬用：2 種 
食用：9 種 
 
これまでに述べたように中国新疆ウイグル自治区の野生植物に関する文献で言及さ
れている植物で本論の植物と共通するのは 90 種である。用途から見ると、薬用の 16 種
と食用の 12 種が重複している。そのうち使用方法が共通しているのは薬用の No.30 ゼ
ゲデと No.42 テネゲ・オブスンの 2 種のみで、食用では No. 6 エルミン、No.24 ゴニド、
No. 27 シミリディグ、No.28 ショーウラー、No.30 ゼゲデ、No. 45 ドラヌ、No.57 ベデ、
No. 61 ボリジルガン、No.65 ヤマン・ゼレゲンの 9 種である。 
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2） テケス県のオイラト・モンゴル人に関する研究 
テケス県の野生植物に関する文献にテケス県政協文史資料編纂委員会（2010）、特
克斯县地方志編纂委員会（2004）の報告がある。前者はテケス県のオイラト・モンゴ
ル人の民間医療に用いる野生植物を、後者はテケス県の中国漢方薬に利用される薬草
を記している。 
 
【薬用】 
テケス県のオイラト・モンゴル人の野生植物に関する研究では、『テケス県モンゴル
族史文史料（1）』（テケス県政協文史資料編纂委員会 2010）が挙げられる。本文献はテ
ケス県のオイラト・モンゴル人の歴史を記述したもので、歴史、演芸、民俗習慣、社会
に貢献した人たちが紹介されている。 
本書では No.34 タビリハーの薬用について言及されている。モンゴル語名とその用途
が記述されているが学名、科名、中国語名は記されていない。薬用としての利用方法は
本論と一致しているが（第 2 章 5 節 65 頁を参照）、しかしその以外の用途については不
明である。 
『テケス県の地方誌』（特克斯县地方志編纂委員会 2004）では、テケス県に自生し、
この地方の中国漢方薬に用いる 66 種の野生植物の表が掲載されている。その表には中
国名、薬名、利用部位、生育環境、性味効能がある。学名、科名、モンゴル語名は記さ
れてない。それらの中国語名から本論と重複している植物は 23 種である。薬用の 5 種、
No.26 シキリ･ブヤ、No.23 ゲシン、No.42 テネゲ・オブスン、No.54 ハル･ホルスン、No.65
ヤマン・ゼレゲンが本論と共通しているが、使用法は本論と異なる。 
 テケス県の野生植物について記録した報告は以上の 2 編のみである。これらの文献と
本論とで共通する植物は 27 種で、用途が共通しているのは薬用の 6 種である。そのう
ち 1 種のみが使用法も本論と共通している。 
  
小括 
 
 本節ではモンゴル高原における野生植物に関して日本、中国、モンゴル語で著された諸
文献にもとに中国内モンゴル、モンゴル国、中国新疆ウイグル自治区に大別に整理し、そ
れらの内容を概観した。 
内モンゴルでは、モンゴル医療に使用される薬草と食用、日常生活用の研究が注目され、
その次に家畜用に関する研究である。 
 モンゴル国に関して、モンゴル医療に用いる薬草の研究が多くなされている。 
新疆ウイグル自治区に関する研究では、薬用と食用の蓄積が厚い。 
テケス県のオイラト・モンゴル人を対象にした研究は非常に少なく、薬草のみが取り上
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げられている。食用、日常生活用、家畜用に関する研究はほぼ皆無である。 
これまでに言及した諸文献に記載された野生植物と本論で取り上げる植物と重複す
るのは、中国内モンゴルでは 56 種、モンゴル国では 42 種、中国新疆ウイグル自治区では
90 種である。そのうち用途が共通するのは 30 種で、利用法まで一致するのは 14 種のみで
あった。 
言い換えれば、これらにおいて言及されてない、本論で初めてあらためて検討した植物
用途は 53 種である（表 0―4）。 
 
表 0―4 本論で初めて取り上げた野生植物用途（53 種） 
No 現地名 用途 
1 アラタン･ドゥスル・セセゲ 家畜 
2 アラタン･ハルグン 食 
4 エンギセグ 日常生活 
5 エンデスン 薬 
7 エルベン 薬、家畜 
8 ウクル･ハル･ボリジラガン 食 
9 ウスン･オブスン 食、家畜 
10 ウスン・シミリデグ 家畜 
11 ウレー 薬 
12 オドバル･セセゲ 家畜 
13 オルグ 食 
15 カオカボンバ 薬、日常生活、家畜 
16 ガザル･ベェレェチ 家畜 
17 ガンデガェル 食 
18 キチ 家畜 
19 クジ・オブスン 家畜 
20 ケンゲリギ･オブスン 家畜 
21 ケレケ･サラ 食 
22 ケレスン 日常生活 
23 ゲシン 薬、食、日常生活 
25 ザムバ・セセゲ 日常生活 
26 シキリ･ブヤ 薬、家畜 
29 ズゥン･オブスン 家畜 
31 ゼゲスン 日常生活、家畜 
32 ゼデゲン 食 
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33 ソンズ 日常生活 
35 ダラン・トブチ 家畜 
36 タン・オブスン 家畜 
37 チチラガン 日常生活 
38 チンデン・モドン 日常生活 
39 ツァキレデゲ 家畜 
40 ツウール・オブスン 薬、家畜 
41 ツガン・ウラスン 日常生活 
43 トゥング 日常生活、家畜 
44 トショル 食、日常生活 
46 ノハン･アラー 家畜 
47 ノハン・ホショ 家畜 
48 ハダン･ハグ 日常生活 
49 ハタガチン・セセゲ 家畜 
50 バラグン 薬 
51 ハルガ 食 
52 ハルハ 薬、家畜 
53 ハル･ハド 食 
54 ハル･ホルスン 薬 
56 ブホ･オブスン 食 
58 ホチ・オブスン 家畜 
59 ホニン・ヌデン・セセゲ 家畜 
60 ホムスン･ブドグ・オブスン 日常生活 
62 ホルスン 家畜 
63 ボルズン 家畜 
64 モルン･シャルラジン 家畜 
66 ヤマン･ホノグ 家畜 
67 ロシゥグ 家畜 
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0.6 論文の構成 
 
序論では、これまでの野生植物に関する研究を概観した。 
続く第 1～5 章の構成は下記の通りである。 
第 1 章では、まず、調査地である中国新疆ウイグル自治区イリ・カザフ自治州テケス
県とオイラト・モンゴル人の自然と社会概要を紹介する。次に、インフオーマントと調
査方法を取り上げる。 
第 2 章では、薬用 18 種を取り上げる。それらの薬草を用いた治療方法は大きく外部
と内部に働きをかける 2 つの方法に分けられる。症状にあわせて使用する薬草の部位と
治療法がある。本章では、薬用植物の利用方法とオイラト・モンゴル人の病気観を明ら
かにし、次に、薬草の採取ルールとタブーについて述べる。 
第 3 章では、食用植物 21 種を取り上げる。食用植物は形態に応じて大きく野生果物、
野生野菜、草、樹木と 4 つに分類される。本章では食用植物の食べ方と保存方法、社会
的な役割について明らかにする。 
第 4 章では、日用生活用 19 種を取り上げる。用途によって生活資材用・宗教用・遊
戯用具用に 3 つに分類される。野生植物は日常生活用品から精神的信仰の領域まで大き
な役割を果している。本章では、野生植物の利用方法、人間と家畜に果たす役割、存在
する意味と利用状況を明らかにする。 
第 5 章では、家畜用植物として 32 種を取り上げる。家畜が好む野生植物には家畜の
肥育に適した植物、春先に食べられる植物、家畜に与える際、注意が必要な植物の 3 つ
が含まれる。本章では、家畜がどのような野生植物を採食しているのか、牧畜民はどの
ように植物知識を把握し、家畜を管理しているのかを明らかにする。 
結論では、各章の記述を総括し、本研究の結論と、今後の課題を述べる。 
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第１章 調査概要 
 
1.1 テケス県の概要 
 
1.1.1 テケス県の自然環境 
 
（1）位置・面積 
イリ・カザフ自治州は新疆ウイグル自治区の西北部にある（図 1-1）。ユーラシア大陸
の中心部に位置し、地球上で最も海から遠いところである。 
テケス県はイリ・カザフ自治州の西南部に位置する（北緯 42° 22′30″～43° 25′30″、東
部径 81° 19′00″～82° 37 30″）（特克斯县地方志编纂委员会 2004：2）（図 1-2）。その面積
は 8352 ㎢で、東京都の約 4 倍である。全面積の 90%以上は山地である。 
 
図 1-1 中国新疆ウイグル自治区イリ・カザフ自治州地図（出典：渡邊三津子氏とバヤリタ作成） 
                      
 
北京 
新疆ウイグル自治区 
イリ・カザフ自治州 
ウルムチ 
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     図 1-2 テケス県地図               （出典：渡邊三津子氏とバヤリタ作成） 
 
（2）地形・気候・植生 
テケス県は天山山脈のウソン山とテレスカイタブ山の間に位置し、全体が山に囲まれ
た地形である。北部と南部は山岳地帯で、北部のウソン山の標高は約 3000m、南部のテ
レスカイタブ山の最高標高は 4902m である。中央部は南北を山脈に挟まれた盆地で平
野が広がる。中央部の標高は約 900mで、この平野をテケス河が西から東に流れている。 
年平均降水量は平野で約 382.8mm、山岳地帯では 600mm 以上となる。夏雨型で、4
月から 9 月の降水量は合計約 333mm、年平均降水量の 87%を占める。気温は季節と地
形によって異なる。平野の平均気温は 9℃である。標高差が 4000m もあるため、標高に
応じて 7 月の平均気温は 14℃から 23℃、1 月ではマイナス 12℃からマイナス 7.6℃と気
温の差が激しい。 
イリ・カザフ自治区全体の植物の分布は、500 m ～ 800 m は耕作地帯、800 m ～ 1000 
m は草原（または春秋用牧場）、1000 m ～ 1600 m は落葉広葉樹林帯、1600 m ～2600 
m は針葉樹林および潅木性の落葉広葉樹林帯、2600 m ～ 3600 m は高山植物帯の垂直
分布をなしている（大石 2015）。 
テケス県は、平野から高山まで様々な立地を有し、それぞれの地域に応じた多様な生
物相が形成されている。植生は草原植生、森林植生、栽培植生の 3 つに分けられている。
から形成されている（特克斯县地方志编纂委员会編 2004：79）（図 1-3）。 
 
イリ河 
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これらの植生を示した図 0―3 には、三つの色が確認できる。それは白色、緑色、土
色である。 
白色は雪と氷河で、一年中標高 4000m 以上の山脈を覆う。夏は雪と氷河が溶け、す
べてが土に吸い込まれるため、植物が自生する自然環境を整える。緑色は山岳地の牧草
地で、移牧が行われ、土色は農業が行われている場所である。 
 
 
図 1―3  イリ・カザフ自治州テケス県の植生分布（出典：渡邊三津子氏とバヤリタ作
成） 
 
（3）季節 
 テケス県では春、夏、秋と冬の 4 つの季節がある。春は 3 月から 5 月の下旬まで、夏
は 6 月～7 月、秋は 8 月～10 月、冬は 11 月～2 月である。1 月は寒く－30℃、7 月は暑
く 20℃である。3 月から雪が溶け始め、4 月から植物の成長が始まる。6 月、7 月、8 月
は降水量が多く、植物の成長にもっとも良い時期である。 
 
1.1.2 テケス県におけるオイラト・モンゴル人の社会環境 
 
（1）人口 
テケス県の総人口は 1990 年現在 16 万人で、23 の民族が居住している。カザフ族が
40%、漢族は 24%、回族は 13%、ウイグル族は 12%で、これら 4 民族で全体の 89%を
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占める。本章で取り上げるオイラト・モンゴル人の人口は 5000 人で、テケス県の全人
口の 4%を占める。 
 
（2）部族構成 
オイラトという名称は「森の人々」を意味するオイギン・イレゲ（öi -in irɡen1）に由
来する。モンゴル帝国以前は、バイカル湖西部のアンガラ川からエニセイ川にかけての
流域、現在のモンゴル国西部のフブスグルからトゥヴァ共和国の地域に居住していた。
彼らはその地域の森の中で狩猟を営む集団であった。そのため「森の人々」と呼ばれる
ようになったという。 
オイラト・モンゴル人は「西部のモンゴル」とも呼ばれる。現在、オイラト・モンゴ
ル人は中国新疆ウイグル自治区をはじめ、内モンゴル西部、青海省、甘粛省、ロシア連
邦カルムイク共和国、モンゴル国西部に居住しているからである。新疆のオイラト・モ
ンゴル集団は大きく四つに分けられる。オイラト（öild）、トルグート（tᴐrɡʊʊd）、ホシ
ュート（hᴐʃʊʊd）、ドルベト（dörbyt）である。 
テケス県のオイラト・モンゴル人はドルブン・スムン・シャブナル（dörbʊn sʊmʊn ʃevnar）
「四旗の弟子」とも呼称されている。 
 
（3）言語・文字・宗教 
テケス県のオイラト・モンゴル人が使用する言語はモンゴル語のオイラト方言である。 
17 世紀からトド文字を使用して来たが、1982 年から伝統モンゴル文字を使用するよ
うになった。 
宗教は仏教である。 
 
（4）生業 
テケス県のオイラト・モンゴル人の現在の主な生業は牧畜と農業である。 
山岳地帯と平野で移牧（transhumance）が行われ、ヒツジ、ウシ、ウマ、ラクダ、ヤ
ギが飼育されている。 
降水量が比較的多いため、標高の低い平野部では、小麦、ヒマワリ、トウモロコシ、
カラシナ、煙草などの農作物や、リンゴ、スイカ、アンズなどの果物の生産も盛んであ
る。ウシ、ウマ、ヒツジ、ヤギ、ブタ、鶏、ロバも飼育されている。 
 
（5）野生植物 
オイラト・モンゴル人は植物をウルグムル（ʊrɡʊmʊl）と言いならわしてきた。ウル
                                                 
1 本論の表記はモンゴル語のオイラト方言の発音記号に準ずる。オイラト・モンゴル語方言の発音記号は[ɑ], 
[e], [i], [ɔ],[ ʊ], [ö] [ø],[y], [æ],[n],[b],[p],[χ],[ ɡ],[ɢ],[ɣ],[m],[l],[s],[ʃ],[t],[d],[ʧ],[ʤ],[j],[r] ,[w],[ŋ],[f],[k],[z],[ʦ]で
ある。 
52 
 
グムルとは、動かずに土壌や空気から養分をとって生きているものの総称である（Я・
ЦЭВЭЛ 1965）。 
ウルグムルはゼレリグ（zerliɡ）とタェルムル（termyl）の 2 つに分類される。ゼレリ
グは野生を、タェルムルは栽培を意味する語である。本論でとりあげるのはゼレリグ・
ウルグムル、野生植物である。 
 
1.2 野生植物調査の概要 
 
まず、野生植物の調査について概説する。次いで、野生植物一覧について説明する。 
 
（1）インフオーマント 
筆者はテケス県のオイラト・モンゴル人を対象に実地調査を行なった。インフオーマ
ントは民間医師 2 名、農耕民 4 名、牧畜民 2 名の計 8 名である（表 1―1）。 
 
表 1―1 インフオーマント一覧 
生業 名前 性別 年齢（2018 年現在） 居住地 
民間医師 A 男性 66 歳（1952 年生） 平野 
B 男性 78 歳（1941 年生） 平野 
農耕民 A 女性 99 歳（1919 年生） 平野 
B 女性 91 歳（1925 年生） 平野 
C 女性 69 歳（1949 年生） 平野 
D 女性 66 歳（1952 年生） 平野 
牧畜民 A 男性 65 歳（1953 年生） 山の低地 
B 女性 65 歳（1953 年生） 山の低地 
 
民間医師は、モンゴル語のオイラト・モンゴル方言でエムチ（emʧ）といい、チベッ
ト仏教僧やモンゴル医学の知識を持つ先人から医学を学び、民間で治療を行う医師を指
す。彼らは資格を持っていない。病院の機関ではなく、自宅で患者を治療している。 
民間医師は野生植物を頻繁に利用し、薬として利用する植物の採集を常に行うため、
植物を熟知している。民間医師 A 氏は村中心、B 氏は人民政府行政鎮にあるバザル区に
居住している。村中心とバザル区はモンゴル語でコデ・ガザル（köde ɡɑzar）と呼ばれ
る平野に位置する。民間医師はテケス県全域で野生植物を採集している。 
農耕民とはタラーチン（taraaʧin）といい、農耕に従事している人々を指す。栽培作
物は主に小麦、ヒマワリ、トウモロコシである。農耕の傍ら、ヒツジとウマとウシを飼
養している。移動をせず、民間医師 A、B と同じく平野に居住し、定住放牧をしている。
彼らは現在自他称共に農耕民である。農耕民は必要に応じて野生植物の生育地に出向い
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て野生植物を採集している。 
牧畜民とはマルチン（malʧin）といい、ウシ、ウマ、ラクダ、ヒツジ、ヤギの五畜を
飼育する人々を言う。牧畜民 A と B は農耕民と違って、標高差を利用した移牧を行う。
おおよそ年間で 4 回移動する。 
移牧では、春にオルクン・ガザル（ölkün ɡɑzar）と言われる山の南麓とゴリ（ɡol）と
言われる山谷に移住し、居住地である山の南麓と谷のほかに、山の北麓と山の低地でも
放牧する。 
夏にはアル・ガザル（ɑr ɡɑzar）と呼ばれる山の北麓とシリ（ʃil）と呼ばれる山の頂
の草地に移住し、居住地のほかに、山の南麓、山谷、山の低地でも放牧する。 
秋には民間医師と農耕民が居住する平野と山の低地に移住し、平野と山の低地にくわ
え、森林、湿地でも放牧する。 
冬には山の南麓と山谷に移住し、居住地のほかに、山の低地でも放牧を行う。牧畜民
が移牧で利用する土地は野生植物の主な生育地である。採集は移牧それぞれの滞在中に
行われている。 
彼らの調査対象の年齢は 58 歳以上である。現地では 50 歳以下の人たちで植物の名称
とその利用について知る人が少なくなっている。実物を見ても植物の名前を知る人が少
ない。 
 
（2）調査時期調と調査言語 
フィールド調査は計 3 回である。2011 年 9 月 5 日～9 月 28 日までの計 24 日と 2014
年 2 月 20 日～3 月 10 日で計 28 日、2014 年 8 月 24 日～8 月 30 日までの 7 日間である。
それ以外は電話を通じて聞き取りを行っている。 
調査言語はモンゴル語のオイラト・モンゴル語方言である。本論のオイラト・モンゴ
ル語のカタカナ表記はオイラト・モンゴル方言の発音に基づいている。本論の発音記号
はオイラト・モンゴル語方言の発音記号に準ずる。 
 
（3）調査方法 
本論で取り上げる植物は薬用 18 種、食用 21 種、日常生活用 19 種と家畜が採食する
32 種の計 67 種の野生植物である。 
野生植物を薬用に利用するのは多くが民間医師であり、食用と日常生活用、家畜用は
農耕民と牧畜民である。 
野生植物利用を調査するにあたり、以下の 3 つの方法をとった。 
まず実地調査で、インフォーマントとともにフィールドを歩き、現物採集するととも
に、写真撮影をし、利用法などを詳細に聞き取りする。 
次に、新疆の植物に関する植物図鑑でモンゴル人の薬用利用についてまとめた『新疆
モンゴル族における薬物図鑑』（バトムンク 2011）とテケス県も含めた新疆北部の野生
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植物図鑑である『新疆北方地域野生資源植物』（王 2006）と『カザフ薬草誌』（徐ほか
2009）を見せ、掲載されている植物一つ一つについて、識別の可否とオイラト・モンゴ
ル名について確認する。識別できるものについては利用および家畜採食の有無とその詳
細について聞き取りする。さらに、実地でも図鑑でも確認していないが、利用している
野生植物について聞き取りする。 
具体的には、以下のような手順で調査を実施した。また、電話による確認も随時行っ
ている。 
 
① 薬用利用 
まず、野生植物の薬用利用に関して、民間医師 B 氏と植物の薬草採集に同行した。
その際に、B 氏が採集する植物を筆者も採集するとともに、写真を撮影した。採集した
植物は 13 種である。写真撮影した植物は 14 種である。 
薬用採集とは別に、民間医師 A 氏と B 氏に上記 3 冊の図鑑を見せ、薬用利用の有無
について確認した。その結果、上記で判明した植物以外に、薬用利用している野生植物
が 4 種あることが分かった。 
聞き取りのみで判明した植物はなかった。 
次に、民間医師から明らかになった薬用利用の野生植物について、農耕民と牧畜民に
撮影写真と上記図鑑を見せ、植物のオイラト・モンゴル語名をあげながら、知識と利用
の有無について確認した。その結果、農耕民と牧畜民だけが薬用として利用している野
生植物がなかった。薬用利用の知識の多くが農耕民と牧畜民にも共有されるとともに、
かれらも実際に利用していることが明らかになった。 
 
② 食用（21種）と日常生活用（19種）と家畜用（32種） 
まず、農耕民 4 名と牧畜民 2 名を対象に調査を行った。その中の農耕民 C、農耕民 D
と牧畜民 A、農耕民 B とともに、それぞれの居住地である平野と山の低地とその近郊の
山の低地、平野、湿地と森林、山の南麓、山の北麓、山谷を一緒に歩き、自生している
植物一つ一つについてその名前と利用の有無、家畜の採食の有無について聞き取りした。
利用する場合はその用途と具体的な利用法について、家畜が採食する場合は家畜の種類
や好む部位などについて詳細に聞き取りした。その際に、野生植物を採集するとともに、
写真を撮影した。その結果、食用 11 種と日常生活用 15 種の利用と家畜用 23 種が明ら
かになった。 
さらに、薬用利用でも利用した上記 3 冊の図鑑を見せて、利用・家畜採食の有無につ
いて確認した。1 つの植物が複数の用途で利用される場合があるので、薬用利用とされ
た植物についても確認している。これにより、食用 7 種と日常生活用 2 種と家畜用 8 種
が明らかになった。 
さらに、上述した写真撮影、実物および図鑑以外にも食用、日常利用する野生植物が
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あるかないか、聞き取りした。この結果、食用 3 種と日常生活用 2 種、家畜用 1 種の利
用が明らかになった。これらについては同定できていない。 
これらによって明らかになった野生植物の食用と日常生活用、家畜用について、民間
医師にもそれぞれ確認した。だが、新たな利用は見つからなかった。 
 
③ 認識されているが、利用されていない野生植物（38種） 
薬草採取および野生植物の現物確認によって、認識されているが、利用されていない
野生植物が 4 種あることが分かった。ここでいう認識とは、オイラト・モンゴル語名が
付けられており、その名前を知っていて識別しているが、利用していないということで
ある。 
また、上記 3 冊の図鑑を見せたときに、利用していないが、知っていて、さらにオイ
ラト・モンゴル語名をあげることができたものが 30 種あった。知っている、見たこと
はあるが、名前を知らないものについては除外している。 
さらに、聞き取りによってのみ利用されていないが、名前があげられる野生植物は 4
種あった。これらについては同定できていない。 
 
（4）野生植物の同定 
植物を採集し、写真撮影している野生植物の同定は東京農業大学客員教授の境博成先
生によっている。ただし 4 種は同定できていない。 
利用植物の同定が図鑑によるものについても東京農業大学客員教授の境博成先生が
確認をしている。 
聞き取りのみによる野生植物については、同定できていない。 
 
（5）野生植物利用情報源と調査方法一覧 
 以上の 3 つの調査方法により 105 種、利用されている植物は 67 種の野生植物が明ら
かになった。以下、それぞれの野生植物の情報源と調査方法は以下の通りである（表 1
－２）。 
 
表 1－2 野生植物利用情報源と調査方法 
No 現地名 用途 情報源*1／調査方法*2 
1 アラタン･ドゥスル・セセゲ 家畜 牧畜民 B／② 
2 アラタン･ハルグン 食 農耕民 A／② 
3 アルツン 薬 民間医師 B／① 
日常生活 農耕民 C／① 
4 エンギセグ 日常生活 農耕民 A／② 
5 エンデスン 薬 民間医師 B／② 
6 エルミン 食 農耕民 B／② 
7 エルベン 薬 民間医師 B／① 
家畜 牧畜民 A／① 
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8 ウクル･ハル･ボリジラガン 食 農耕民 B／② 
9 ウスン･オブスン 食 農耕民 B／① 
家畜 農耕民 B／① 
10 ウスン・シミリデグ 家畜 牧畜民 A／① 
11 ウレー 薬 民間医師 B／① 
12 オドバル･セセゲ 家畜 牧畜民 A／② 
13 オルグ 食 農耕民 B／① 
14 オルスン 薬 民間医師 B／① 
日常生活 農耕民 C／① 
家畜 牧畜民 A／① 
15 カオカボンバ 薬 民間医師 B／① 
日常生活 農耕民 D／① 
家畜 牧畜民 B／① 
16 ガザル･ベェレェチ 家畜 牧畜民 B／① 
17 ガンデガェル 食 農耕民 B／① 
18 キチ 家畜 農耕民 A／② 
19 クジ・オブスン 家畜 農耕民 A／② 
20 ケンゲリギ･オブスン 家畜 農耕民 A／② 
21 ケレケ･サラ 食 農耕民 A／② 
22 ケレスン 日常生活 農耕民 C／① 
23 ゲシン 薬 民間医師 B／① 
食 農耕民 B／① 
日常生活 農耕民 B／① 
24 ゴニド 薬 民間医師 B／② 
食 農耕民 A／② 
25 ザムバ・セセゲ 日常生活 農耕民 C／① 
26 シキリ･ブヤ 薬 民間医師 B／① 
家畜 農耕民 A／① 
27 シミリディグ 食 農耕民 A／③ 
28 ショーウラー 薬 民間医師 B／① 
食 農耕民 A／① 
29 ズゥン･オブスン 家畜 農耕民 A／① 
30 ゼゲデ 薬 民間医師 B／② 
食 農耕民 D／② 
31 ゼゲスン 日常生活 農耕民 D／① 
家畜 農耕民 C／① 
32 ゼデゲン 食 農耕民 A／③ 
33 ソンズ 日常生活 民間医師 A／① 
34 タビリハー 薬 民間医師 B／① 
日常生活 農耕民 B／① 
35 ダラン・トブチ 家畜 牧畜民 A／② 
36 タン・オブスン 家畜 農耕民 B／① 
37 チチラガン 日常生活 農耕民 C／① 
38 チンデン・モドン 日常生活 牧畜民 B／① 
39 ツァキレデゲ 家畜 農耕民 D／① 
40 ツウール・オブスン 薬 民間医師 B／① 
家畜 牧畜民 B／① 
41 ツガン・ウラスン 日常生活 農耕民 A／③ 
42 テネゲ・オブスン 薬 民間医師 B／① 
43 トゥング 日常生活 農耕民 B／① 
家畜 牧畜民／① 
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44 トショル 食 農耕民 A／③ 
日常生活 農耕民 C／③ 
45 ドラヌ 食 牧畜民 B／① 
46 ノハン･アラ－ 家畜 農耕民 A／② 
47 ノハン・ホショ 家畜 農耕民 D／① 
48 ハダン･ハグ 日常生活 牧畜民 A／① 
49 ハタガチン・セセゲ 家畜 牧畜民 B／① 
50 バラグン 薬 民間医師 A／② 
51 ハルガ 食 牧畜民 B／① 
52 ハルハ 薬 民間医師 B／① 
家畜 牧畜民 A／① 
53 ハル･ハド 食 農耕民 A／② 
54 ハル･ホルスン 薬 民間医師 B／① 
55 ハル･モドン 日常生活 牧畜民 A／① 
56 ブホ･オブスン 食 牧畜民 A／① 
57 ベデ 食 
家畜 
農耕民 C／① 
農耕民 C／① 
58 ホチ・オブスン 家畜 農耕民 B／① 
59 ホニン・ヌデン・セセゲ 家畜 牧畜民 A／② 
60 ホムスン･ブドグ・オブスン 日常生活 農耕民 C／② 
61 ボリジルガン 食 牧畜民 A／① 
62 ホルスン 家畜 農耕民 C／① 
63 ボルズン 家畜 牧畜民 A／① 
64 モルン･シャルラジン 家畜 牧畜民 B／① 
65 ヤマン・ゼレゲン 薬 民間医師 B／① 
食 農耕民 C／① 
日常生活 農耕民 C／① 
家畜 農耕民 C／① 
66 ヤマン･ホノグ 家畜 牧畜民 B／① 
67 ロシゥグ 家畜 農耕民 A／① 
 
＊１：情報源については、はじめてその詳しい利用および家畜の採食について得たインフ
ォーマントのみを記載している。情報源の詳細は表１－１を参照。 
＊２：調査方法 ①：実地調査によるもの、②：図鑑にもとづく聞き取り 
③：聞き取り 
 
表１－２からみると薬用についての情報源として多いのは民間医師 B で、それは筆
者とともに実地調査に出て採集確認しているためである。食用では農耕民が多く占め、
次に牧畜民である。日常生活用では農耕民と牧畜民が多い。家畜用では農耕民と牧畜民
が多い。その理由は牧畜民以外、農耕民も定住しながら家畜を放牧しているためである。 
 
（6）巻末野生植物一覧 
8 名のインフォーマントが認識している野生植物は全部で 105 種であった（巻末の野
生植物一覧）。そのうち利用されているのは 67 種（64 パーセント）、利用されてないの
は 38 種（36 パーセント）である。 
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野生植物一覧は 105 種を利用の有無によって利用植物（67 種）と非利用植物（38 種）
の 2つに分けている。野生植物はそれぞれあいうえお順に表記し、1から番号をふった。 
利用植物の一覧では、植物ごとの説明は大きく 2 つに分かれる。表の上と 2 つの表で
ある。 
表の上にはまず番号、現地名のカタカナ表記、モンゴル語のオイラト方言の発音表記、
用途を記している。 
次に、表に示したのは植物の基本的な情報で、別名、学名、科名、和名、中国語名、
生物学的分類、民俗分類、生育場所、写真である。 
別名とは現地において使われている別の呼び名である。 
生物学的分類とは生物学にもとづく形態である。 
学名、科名、和名、中国語名、生物学的分類は巻末の資料の引用文献一覧で記した文
献による。出典はそれぞれ文末脚注に示している（資料一覧の引用文献を参考）。 
同定が図鑑による場合は図鑑の学名をそのまま記載している。 
ここで、形態分類とは、上記の生物学的分類とは別に、オイラト・モンゴル人の認識
にもとづく野生植物の形態を記したものである。民俗分類はインフォーマントによる。 
次に、利用野生植物の用途に応じて、それぞれの利用内容を記している。 
用途には、薬用、食用、日常生活用と家畜用の 4 つがある。 
薬用の項目は利用部位、採集時期、採集方法、薬効、利用法、対象、利用状況、情報
源と調査方法である。 
食用の項目は利用部位、形状、直径、色、味、採集時期、採集方法、食べ方、保存、
利用状況、情報源と調査方法である。 
日常生活用は用途、利用部位、採集時期、採集方法、利用方法、利用状況、情報源と
調査方法である。 
家畜用の項目は採食家畜、採食部位、採食時期、情報源と調査方法である。 
同じ植物でも用途に応じて、利用・採食部位、採集・採食時期、採集方法、保存方法、
利用状況が異なることがあるため、用途別に項目を立ててそれぞれ説明している。 
現地名、別名、民俗分類、生育場所、用途と利用内容はインフォーマントによるもの
である。 
非利用植物一覧にはこの用途別の項目はない。 
写真は筆者が撮影したものについては撮影年月と撮影場所を記した。撮影場所は地名
ではなく、採集地の地形を表記している。植物の同定が図鑑によるものについては、当
該図鑑からの引用である。ただし、利用した 3 冊の図鑑には一部カラー写真がない植物
もあるため、それらに限り、他の資料に掲載されている同学名のカラー写真を引用して
いる。聞き取りだけによるものについては写真を掲載していない。 
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小括 
 
本章では、まず、テケス県の自然環境と社会環境を記述した。自然環境から見ると、
テケス県は天山山脈のウソン山とテレスカイタブ山の間に位置し、全体が山に囲まれた
地形である。標高が高く、降水量が新疆ウイグル自治区の他の地域より多いため、多種
多様な高山野生植物が分布している。 
社会環境からみると、多様な民族が居住するテケス県では、オイラト・モンゴル人は
5000 人で、総人口の 4 パーセントに過ぎない。オイラト・モンゴル人は牧畜と農業を
営んできた。 
調査方法は、インフォーマントとともにフィールドを歩き、現物採集するとともに、
写真撮影をし、利用法などを詳細に聞き取り行った。または新疆の植物に関する植物図
鑑で見せ、掲載されている植物一つ一つについて、識別できるかどうか、モンゴル名に
ついて確認した。それ以外、実地でも図鑑でも確認していないが、利用している野生植
物について聞き取りした。調査では 105 種の野生植物を確認した。これらのうち利用さ
れているのは 67 種で、非利用植物は 38 種である。 
同定に関しては植物を採集し、写真撮影している野生植物は東京農業大学客教授の境
博成先生によっている。利用植物の同定が図鑑によるものについても東京農業大学客教
授の境博成先生が確認をしている。聞き取りのみによる野生植物については、同定でき
ていない。しかし、その中で一部はモンゴル名前に基づいて植物参考文献によって同定
した。 
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第 2 章 薬用野生植物 
 
本章ではテケス県のオイラト・モンゴル人が 18 種の野生植物を薬用としてどのよう
に利用しているのかを明らかにする。これらの薬草をどんな時期にどのように採集し、
乾燥保存してきたのかを検討し、薬草のどの部位を用いて、どんな病気をどのような方
法で治療をしているのかを考察する。 
これまでの研究では 3 種の薬草の民間療法における利用方法が取り上げられている。
それは No.30 ゼゲデ、No.34 タビリハー、No.42 テネゲ・オブスンである。 
本論では、はじめて民間療法に用いる野生植物 15 種の利用について検討した。 
 
2.1 オイラト・モンゴル人の医学 
 
テケス県のオイラト・モンゴル人の医学は大きく二つに分けられる。それはモンゴル
医療と民間医療である。 
 
（1）モンゴル医療 
モンゴル医療はモンゴル医学とも呼ばれる。それはチベット医学の系統から由来し、
『四部医典』という医学古典の理論に基づいた医学である。利用される薬はモンゴル・
エミ（mᴐnɡᴐl em と呼ばれてきた。その薬は、薬草、動物、鉱物などの材料からなり、
複数の薬草や薬物から作られる。処方は理論に基づいているため、用量が規定されてい
る。処方薬は複数の症状に効き、治療者は医師で、オイラト・モンゴル人の社会で広く
用いられている（表 2－1）。 
 
（2）民間医療 
 民間医療はハル・エムチレゲン（χar emʧilɡen）と呼ばれ、非系統的な療法である。利
用する薬は、単一の薬草や薬物から成る。療法の知識は経験的で、理論がないため、薬
物の使用には細かい規定がない。単一の症状を治療する場合が多く、治療者は一般の農
耕民、牧畜民で、主に家庭の中で使用されている（表 2－1）。本論は、民間医療に用い
られる薬草に限定し考察する。 
 
表 2－1 モンゴル医療と民間医療の薬 
 モンゴル医療の薬 民間医療の薬 
組成 複数の生薬（薬草・動物・鉱物） 1 種の生薬、主に薬草が多い 
用法 『四部医典』の理論に基づく 経験的で、理論がない 
用量 規定されている 細かい規定がない 
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対象 複合症状 単一症状 
治療者 医師 一般の人々（農耕民・牧畜民） 
範囲 社会 家庭 
 
これまでのモンゴル高原における薬用に関する研究はモンゴル医療の方が主であった。
だが、本稿で取り上げるのは民間医療である。それがこれまでの研究と本研究の植物が一
致しても、利用に関しては一致してない理由である。 
 
2.2 薬草の利用 
 
（1）利用部位 
薬草利用において、病気とケガなどの症状にあわせて使用する植物の部位が異なる。
そのために、まず野生植物の部位名称について説明する。 
薬草の利用部位において、草本と木本の区別はない。 
植物全体をブクリ・ビィ（bykyl bie）という。根以外の地上にある部分をガザル・デ
ーレキ・ビィ（ɡazer deereki bie）という。 
根全体をウンツン（ynʧen）という。ただし、地上の根とひげ根を指す場合もある。 
植物の主根から茎までを指す場合、ウング（ʊŋɡʊ）という。 
茎をゴル（ɡᴐl）という。枝をサラー（sɑlɑa）という。枝から分けられた小枝をブチ
ル（ƅyʧyr）という。 
葉を総称してナムチ（nɑmʧ）という。葉の中で、比較的に大きく、扁平な葉をハム
トガスン（χɑmtɤɑsǝn）いう。 
種子をウルスン（yrsyn ）という。 
果実をゼミス（zemis）という。 
花をセセゲ（ʦeʦeɡ）という。 
若芽をブル（byr）という。 
 樹液の総称をシュウスン（ʃysyn）という。白い色の樹液をウスン（ysyn）という。油
っぽくの樹液をトスン（tᴐsʊn）という。 
 
（2）薬草の取り方とタブー 
薬草の採集に関して、ルールとタブーがある。民間医師Aによると採集のルールは
以下で①－③がある。 
 
① 薬草の地上の部位を用いる場合は根を残しておく。 
② 根を取る場合は無理に引き抜かず、小型スコップでそっと掘り出す。掘った後
は、土を元に戻しておく。 
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③ 薬草は根こそぎ採集せず、一部を残しておく。 
タブーをツェル（ʦeer）という。タブーには以下のように、薬草の採集場所およびそ
の周辺をきれいに保つように戒めているものや、若芽や未成熟の植物の採集を戒めるも
のなどがある。 
 
この植物は普通の草ではなく、病気を治す薬である。そのため薬草がある場所にゴ 
ミを捨ててはいけない（農耕民 A）。 
薬草がある場所を汚くしてはいけない。アルツン（No.3）が生育する場所で、用便を
してはいけない（農耕民 B）。 
 
植物は成熟してないうちに取ったり、切ったりしてはいけない（農耕民 B）。 
春、植物の若芽が生育しはじめている植物を切ったり、摘んだりしてはいけない。人 
の寿命が短くなる。そのため、植物の花なども取ってはいけない（民間医師 A）。 
 
民間医師Aが「人の寿命が短くなる」と表現したように、このタブーを破ると寿命に
影響すると信じられている。 
 
（3）採取時期 
薬草の採取時はおおむね 7 月であるという。その理由は二つあり、一つは、7 月は多
くの薬草が成熟し、薬効が高いためである。二つ目は、7 月には、花と葉の部位がまだ
残っており、薬草を探す際、見つけやすいためである。 
ただし、種と根は秋の 9 月に採取することが多い。その理由は秋になると種と根が成
熟して薬効が高くなるためであるという。 
 
（4）乾燥・保存方法 
薬草は、一般的に自然乾燥させて保存する。通常は日陰の風通しのよい所で簀子や新
聞の上に並べて乾燥させる。 
また、採取袋などに入れ、袋を開いて乾燥させることも多い。根を煎じて服用として
使う場合は土を洗い、皮を除いて乾燥させる。 
 
2.3 治療法 
 
薬草の治療法は大きく二つに分けることができる。それは身体に対して外部から働き
かける治療法と内部から働きをかける治療法である。 
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（1）外部から働きかける治療法 
外部から働きかける治療法をガドル・ザソル（ɡɑdɑr zɑsʊl）という。塗擦、貼付、洗
う、燻蒸薬浴の 4 つの方法がある。 
塗擦をトリクホ（tyrkyχ）といい、薬草の樹液を患部に塗って治療することである。 
貼付をタトゥホ（tatʊχ）といい、薬草を患部に付くことと貼って治療をする方法であ
る。 
洗うはウガーホ（ʊɡaaχʊ）という。薬草を煎じて、その汁が冷めた後、患部を洗って
治療を行う。 
燻蒸薬浴をタブン・アラシャン（tɑven arʃɑn）という。薬草が入った薬汁の蒸気で身
体を温めることと、薬浴の中に温泉のように身体を浸す方法をいう。 
 
（2）内部から働きをかける治療法 
内部から働きをかける治療法をドトル・ザソル（dᴐtᴐr zɑsʊl）いう。その方法には服
用と薬膳料理の 2 種の方法がある。 
 服用をチヤナード・ウーホ（ʦɑnɑɑd ʊʊχʊ）という。薬草を煎じて、その薬汁を飲ん
で治療する。 
薬膳料理をホトアル・ヤスゥホ（χᴐtar yasʊχʊ）という。薬草を入れた料理を作って、
その料理を食べることで治療する。人間の身体の健康バランスが崩れた際にこの治療法
が使われる。 
 
2.4 症状と治療法 
 
18種の薬草が治療の対象とする症状は大きく 5つに分けられる。それらは軽い病気、
ケガ、腫れ、皮膚病、体調不良である。 
 
（1）軽い病気 
軽い病気をコングン・オブチン（könɡyn öwʦin）という。軽い病気とは生命の危険に
至らない病気を指す。風邪、下痢、不眠症、歯痛、関節痛がある（表 2－2）。 
風邪をハェネードン（χanæden）という。症状は人間と家畜が咳をすることで、使う
薬草は 2 種がある。No.5 のエンデスンと No.26 のシキリ･ブヤである。治療法はエンデス
ンの主根から茎の下位までの部位を煎じてあるいは採集したシキリ･ブヤの根を煮て、
風邪を引いた人間や家畜に飲ませ、治療する。 
下痢をトゥルグー（tʊlɡʊʊ）という。腹が痛くなり、液状の便が出るときに No.30 の
ゼゲデの果実を煎じて飲ませる。 
不眠症をノール・エス・クルホ（nöör es kyrχy）という。No.24 のゴニドの種子を縫付
けた中敷を靴の中に置く。 
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歯痛をシユドン・オブデリグン（ʃydyn öwdylɡyn ）という。歯に痛みを感じるとき、
No.42 のテネゲ・オブスンの種子を歯に付けてかじる。 
足と腕の関節に痛みがでる関節痛をシャリキラン（ʃɑrkilɑn）というが、その痛みは
五種の薬草が入った薬浴タブン・アラシャン（tɑven arʃɑn）で治療する。薬草は No.3 の
アルツン、No.7 のエルベン、No.50 のバラグン、No.52 のハルハ、No.65 のヤマン・ゼレ
ゲンの五種である。 
燻蒸薬浴は、メェヘ meχii と呼ばれる小さなテント、ブラー（bʊrɑɑ）で行われる。ブ
ラーはヤナギ科の木本の枝を紐で結び、その上に掛物をかけたものである。その中に高
さが約 1m の竈を作り、その上に溶槽型に成形したウマの皮を置き、その中に五種の薬
草と水を入れる。薪に点火し、蒸気を発生させる。ウマの皮はモリン・トソホル（möryn 
tᴐsχʊr）と呼ばれる。モリンはウマの意味で、トソホルは家畜の水いれの意味である。 
ウマの皮の上に穴をあけたスノコ板を置き、患者はその上に横になり、厚い布団を被
る。それによって体を温め、発汗させる。薬浴の温度が下がったら、その薬浴の中に入
り、身体を浸す。 
 
表 2―2 軽い病気 
日本
語訳 
現症状地名 症状 No 
（植物） 
科名 薬用 
部位 
治療
法 
対象 
人
間 
家
畜 
風邪 ハェネードン 
（χanæden） 
咳が出る 5 
（エンデ
スン） 
キク科 
 
主根から
茎の下位
までの部
分 
服用 ○ ○ 
26（シキ
リ･ブヤ） 
マメ科 根 服用 ○ ○ 
下痢 トゥルグー 
（tʊlɡʊʊ） 
腹が痛く
なり、液体
の便が出
る。 
30（ゼゲ
デ） 
グミ科 果実 服用 ○ × 
不眠
症 
ノ ー ル ・ エ
ス ・ ク ル ホ
（nöör es 
 kyrχy） 
眠れない 24（ゴニ
ド） 
セリ科 種子 貼付 足
裏 
間 
× 
 
歯痛 シユドン・ 
オブデリグン
（ʃydyn 
歯が痛く
なる 
42（テネ
ゲ・オブ
スン） 
ナス科 種子 貼付 歯 × 
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 öwdylɡyn ） 
関節
痛 
 
シャリキラン 
（ʃɑrkilɑn） 
足と腕の
関節に痛
みがでる。 
3（アルツ
ン） 
ヒノキ
科 
若芽と枝
と小枝 
 
燻蒸 
薬浴 
 
○ 
 
 
 
× 
7（エルベ
ン） 
キク科 地上部 
50（バラ
グン） 
ヤナギ
科 
葉、枝と小
枝 
52（ハル
ハ） 
イラク
サ科 
全体 
65（ヤマ
ン・ゼレ
ゲン） 
マオウ
科 
枝と小枝 
    
（2）ケガ 
ケガをシャラホ（ʃarq）という。火傷、擦過傷、臍の緒の傷の 3 つがある（表 2―3）。 
火傷をトゥリセン・シャルホ（tylsyn ʃarq）という。熱湯や油、火などの熱いものに
触れて皮膚が焼け、水ぶくれができたとき、No.23 のゲシンの根を煎じて患部を洗って
治療する。 
擦過傷をデイリ（deer）と言う。ウマとウシに木車を結んで長く使った時、摩擦によっ
て皮にできた擦過傷の治療に利用する。No.5 のエンデスンの主根から茎の下位までの部分、
No.54 のハル･ホルスンの根を煎じ、その薬汁で患部を洗う。 
臍の緒の傷をキスン・シャラホ（kiisin ʃarq）という。産まれた幼児の臍の緒の傷の回
復に利用する。No.11 のウレーの全体を臍の緒の傷の上に貼り、布で包んで治療する。 
 
表 2―3 ケガ 
日本  
語訳 
現症状地名 症状 No 
（植物） 
科名 
 
薬用部位 治 療
法 
対象 
人間 家
畜 
火傷 ト ゥ リ セ
ン・シャル
ホ （ tylsyn 
ʃarχ） 
水ふくろ
ができて、
皮膚が赤
くなり、痛
くなる。 
23 
（ゲ 
シン） 
タデ科 根 洗う 焼け
た患
部 
× 
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擦過傷 デイリ 
（deer） 
家畜に背
中の皮に
傷ができ、
液体が出
る。 
5（エン
デスン） 
キク科 
 
主根から
茎の下位
までの部
分 
洗う 
 
 
× 背
中 
54 （ ハ
ル･ホル
スン）  
キンポ
ウゲ科 
根 
臍の緒
の傷 
キスン・シ
ャラホ 
(kiisin ʃarχ) 
出産時、子
供の臍の
緒を切る
際の傷を
指す。症状
は出血、液
体が出る。 
11（ウレ
ー） 
ホコリ
タケ科 
全体 
 
貼付 臍の
緒 
× 
 
（3）腫れ 
腫れをハブドル（χɑbʊdyr）という。身体の皮膚が赤くなり、患部に浮腫が生じるこ
とを言う。乳房の腫れと歯の痛みによる腫れがある（表 2―4）。 
家畜の乳房の腫れをテレンハブドル（deliŋ χɑbʊdyr）といい。人間の乳房の腫れをコ
クン・ハブドル（kökʊn χɑbʊdyr）という。どちらも No.40 のツウール・オブスンの葉を
患部に貼って治療する。 
歯の痛みによる腫れをシュドン・ハブドル（ʃydyn χɑbʊdyr）という。歯の痛みによっ
て顎と顔の皮膚が盛り上げる症状である。No.15 のカオカボンバの葉を患部に貼って治
療する。 
 
表 2－4 腫れ 
日 本
語訳 
現症状地名 症状 No 
（植物） 
科
名 
 
薬
用
部
位 
治
療
法 
対象 
人
間 
家
畜 
乳 房
の 腫
れ 
「コクイン・ハブ
ド ル 」（ kökʊn 
χɑbʊdyr）、 
テレンハブドル
（deliŋ χɑbʊdyr） 
 
身体の肉の皮膚が
盛り上げ、赤くな
り、浮腫むが生じ
ることを言う。 
40 
（ツウー
ル・オブ
スン） 
オ
オ
バ
コ
科 
葉 貼
付 
 
乳
房 
乳
房 
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歯 の
痛 み
に よ
る 腫
れ 
シュドン・ハブド
ル（ʃydyn   
χɑbʊdyr） 
歯が痛くなり、顎
と顔の皮膚が盛り
上げる。 
15（カオ
カ ボ ン
バ） 
キ
ク
科 
葉 貼
付 
顔 × 
 
（4）皮膚病 
皮膚病をアルスン・シャラホ（arsʊn ʃarχ）あるいはシャラホ（ʃarχ）という。かぶれ、
頭皮のフケ、シラクモ、痒病の 4 つがある（表 2―5）。 
 かぶれをイレデン（ildin）という。皮膚に水かぶれができて、痒くて、皮が落ちる症
状で、No.34 のタビリハーの油状の樹液を患部に塗って治療する。 
頭皮のフケをウスン・ハグ（ysʊn χɑɡ）という。頭皮から白い粉のようなフケや抜け
毛があるとき、患部に No.65 のヤマン・ゼレゲンの若芽と小枝の部位を煎じ、その薬汁
で患部を洗って治療する。 
 シラクモをツクラ（ʦаχlа）という。皮膚の色が白くなって、表皮が落ちるのが特徴
で人間と家畜に発症し、脱毛する症状である。No.34 のタビリハーの油状の樹液を患部
に塗って治療する。 
痒病をマジル（mаʤʊr）という。皮膚に血が出て、痒みがある症状で、No.14 のオル
スンの油状の樹液を患部に塗って治療する。 
 
表 2―5 皮膚病 
日
本
語
訳 
現症状地名 症状 No 
（植物） 
科
名 
 
薬
用 
部
位 
治
療
法 
対象 
人間 家
畜 
か
ぶ
れ 
イ レ デ ン
（ildin） 
水泡ができて、痒い。表
皮が落ちる特徴がある。 
34 
（ タ ビ
リハー） 
― 油
状
の
樹
液 
塗
擦 
顔、頭 × 
頭
皮
の
フ
ケ 
ウスン・ 
ハグ 
（ysʊn 
 χɑɡ） 
頭の髪毛がある皮から白
い粉のようなフケが出
る。 
髪抜けがある。 
65 
（ ヤ マ
ン・ゼレ
ゲン） 
マ
オ
ウ
科 
若
芽
と
小
枝 
洗
う 
頭 × 
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シ
ラ
ク
モ 
 
ツクラ 
（ʦаχlа） 
 
皮膚の色が白くなって、
表皮が落ちる。一種の皮
膚病。人間と家畜に発症
し、脱毛する。 
34（タビ
リハー） 
― 油
状
の
樹
液 
塗
擦 
頭 の
皮 
頭 
痒
病 
マ ジ ル
（mаʤʊr） 
血が出て、痒みがある。 14 
（ オ ル
スン） 
ク
ワ
科 
油
状
の
樹
液 
塗
擦 
手、足
の 皮
膚 
× 
 
（5）体調不良（キィ） 
モンゴル医学と民間療法では、人間の体をはじめとして宇宙のあらゆる存在は、「火」、
「水」、「風」「地」、「空」の 5 つの基本的属性、すなわち「元素」より構成されている
と考えられている。「火」とは「熱さ」と同義であり、文字どおりその性質が「熱い」
ことを意味する。「水」とは「湿り気」を意味する。「風」とは所在が定まらずどこにで
も漂うことのできる性質、変貌自在の性質を意味する。「地」は固まるものを意味し、
「空」は他の 4 元素のために一緒に働くものと言われる（山田 2009：236）。 
肉体と骨は「土」からでき、血や体液は「水」から、身体の堅さ温かさは「火」から、
息、皮膚などは「風」からできるといわれている。人間の体内には、キィ（ki）、シャ
ル(ʃar)、バドガン(badɡan)という、あらゆる病気の根源となる「悪いもの」が存在する
と考えられている。それぞれについて bie（胆汁）、air（気）、phleɡm（粘液）という英
訳が当てらている（山田 2009:236）。 
以上の 3 体液が身体の中を流れていると考えられ、人間の健康とは 3 体液が均衡であ
る状態を指す。しかし、身体不調とは 3 体液の平衡を欠いている状態や身体の液体の減
少ではなく、その増加によって病気が生じると考えられている。これらは季節の変化の
影響を受ける共に「熱い」と「冷たい」という熱―冷二元論とも結びついている。 
キィは「冷たい」に属し、原因は栄養不足の食べ物を長期間食べることから生じ、特
に春には、ヒツジ肉と家畜の産乳量が少ない時期に起こり易いと考えられている。「熱
い食べ物」が不足する際に、起こる。症状の特徴は皮膚や舌が荒れ、眠くなり、顔が青
白くなる。またはめまい、身体がだるくなり、体が寒く感じる症状である。 
キィに効く薬草は 1 種、No.28 のショーウラーである（表 2―6）。それはキィを治療す
る際は No.28 のショーウラーが入った料理を作る。ショーウラーの薬膳料理にはチョリ
ク（ʧörki）とホルスン・ショーゥラ（χʊʊrsʊn ʃʊrɑɑ）の 2 種の料理がある。チョリクは
ヒツジ肉、ショーウラー、チーズなどからできた濃いスープで、作り方はヒツジ肉を水
の中に入れ煮込み、さらに塩、チーズ、ショーウラーを加えて長時間煮る。濃いヒツジ
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肉のスープになる。ホルスン・ショーゥラはヒツジの脂肪で炒めたショーゥラのことで
ある。キィは以上の 2 種の料理を食べさせて治療する。 
 
表 2―6 体調不良（キィ） 
日本語訳 現症
状地
名 
症状 No 
（植
物） 
科
名 
 
薬
用
部
位 
治
療
法 
対
象 
風のよう
な身体の
エネルギ
ー 
キイ 
（ki） 
体温が低い、だるい、めまい、動
悸と体が寒く感じる。顔が青白
い、さらに皮膚や舌が荒れる、眠
くなり、動脈が早いなど 
28 
（ショ
ーウラ
ー） 
ユ
リ
科 
全
体 
薬
膳
料
理 
人
間 
 
小括 
 
本章ではオイラト・モンゴル人が利用する 18 種の野生薬草について詳述した。 
薬草の採取には一定のルールとタブーがある。その目的は薬草の持続的な利用を図るた
めである。薬草の採集時期は 7~9 月で、採集部位によって採集時期が異なる場合もある。
採集道具は棒、ナイフ、鎌、石斧である。薬草の乾燥方法は天日自然乾燥方法で、それ
は保存方法でもある。採集に当たり、薬効の高い時期が選ばれ、症状にあわせて、利用す
る薬草が選ばれる。薬草の採集場所は全域で行うが、その中で山谷が多く占める。 
治療方法は外部及び内部に働きをかける 2 つの方法に分けられる。その特徴は、同じ薬
草を人間と家畜が共に利用していることである。 
本章で解説した薬草は民間療法に用いられ、これは牧畜民ではなく、農耕民そして民間
医師にもその知識が共有されている。オイラト・モンゴル人にとって家畜がきわめて身近
で、かつ生活を支える重要な存在であることを示している。 
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第 3章 食用野生植物 
 
本章の目的はオイラト・モンゴル人が野生植物をどのように食用として利用してきた
かを明らかにすることである。食用として利用されている植物 21 種を取り上げる。 
 これまでの研究では 9 種の野生植物の利用法が取り上げられている。それは No. 6 エ
ルミン、No.24 ゴニド、No. 27 シミリディグ、No.28 ショーウラー、No.30 ゼゲデ、No. 45
ドラヌ、No.57 ベデ、No. 61 ボリジルガン、No.65 ヤマン・ゼレゲンの 9 種である。よ
って、本論では初めて食用利用法を検討したのは 12 種である。 
 
3.1 食生活 
 
（1） 一日の食事 
テケス県のオイラト・モンゴル人は一日、3 回の食事をする。朝食と昼食のメインは
茶とナンで、夕食は調理した各種の料理を食べる（表 3―1）。 
朝食は、茶を飲んでナンを食べる。茶をツェ（ʦæ）という。味は塩味で、ミルクと
磚茶1で作る。ミルクが入っている茶をウス・テェ・ツェ（ysʊ tæ ʦæ, ミルク入り茶の意）
といい。入ってない茶をハル・ ツェ（χar ʦæ, 黒い茶の意）という。 
昼食も、茶を飲んでナンを食べる。平野に居住する民間医師と農耕民は炒めた野菜を
ナンに付けて食べる。山地に居住する牧畜民は茶を飲み、ナンと一緒に乳製品などを食
べる。 
夕食は、料理を作って食べるが、民間医師、農耕民は炊き込みご飯、肉スープうどん、
うどんに炒めた野菜をかけたもの、餃子、肉まん、煮た肉などを、牧畜民は肉スープう
どんや煮た肉を調理する。 
 
表3―1 一日の食事内容 
一日 民間医師 農耕民 牧畜民 
朝食 茶、ナン 茶、ナン 茶、ナン 
昼食 茶、ナン、 
炒めたジャガイモ、白
菜、キャベツ 
茶、ナン、 
炒めたジャガイモ、白
菜、キャベツ 
茶、ナン、乳製品 
 
夕食 炊き込みご飯、肉スー
プうどん、うどんに炒
め野菜を加えたもの、
餃子、肉まん、煮た肉
炊き込みご飯、肉スープ
うどん、うどんに炒めた
野菜を加えたもの、餃
子、肉まん、煮た肉など 
肉スープうどん、煮た肉 
                                                 
1 れんが状に押し固めた茶をいう。 
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など 
 
（2）食生活の季節変化 
平野に定住する民間医師と農耕民の食事は、年間の変化があまりない。彼らが食べる
野菜はジャガイモ、白菜、キャベツ、人参、玉ねぎ、唐辛子、トマトである。肉は羊肉、
牛肉、馬肉、鶏肉で、豚肉は食べない。米が栽培できないこの地域では、小麦粉が中心
で、馬肉は冬に食べることが多い。馬肉は肉スープうどんに入れず、そのまま煮て食べ
る。 
牧畜民の食事は、夏と秋は乳製品が中心である。春と冬はウシ、ヒツジなどの肉を食
べることが多い。野菜は少ない。 
野生植物はメインの食物ではないが、食べられる時期だけに間食として食べる。それ
以外に乾燥野菜にして食べることもある。野生植物は自家用食物材としてたのしみなが
ら、結婚式や春節、来客の接待などの食材としても利用される。 
 
（3）食用植物と分類 
食用される 21 種の野生植物は野生果物、野生野菜、草及び樹木の種に分類できる。 
 
3.2 野生果物食 
 
野生果物をゼレリグ・ゼミス（zerliɡ zemis, 野生果物の意）という。食用となる果実
を実らせる植物のことである。食べ方は生食、乾燥食、ジャム食、チーズによる味付け
食の 4 つに分類され、10 種の野生果物が利用されている（表 3―2）。 
 
表 3―2 野生果物とその食べ方 
No（植物） 科名 食用部位 食べ方 保存 
6 （エルミ
ン） 
バラ科 果実 生食 × 
乾燥食（カホ、ハドグ） ○ 
13（オルグ） バラ科 果実、種 生食 × 
乾燥食（カホ） ○ 
ジャム食（加熱） × 
30（ゼゲデ） グミ科 果実 生食 × 
乾燥食（カホ） ○ 
45（ドラヌ） バラ科 果実 生食 × 
乾燥食（カホ） ○ 
17（ガンデ
ガェル） 
バラ科 果実 生食 × 
ジャム食（加熱） × 
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61（ボリジ
ルガン） 
バラ科 果実 生食 × 
ジャム食（非加熱） × 
チーズによる味付け食 ○ 
8（ウクル･
ハル･ボリジ
ラガン） 
バラ科 果実 生食 × 
32（ゼデゲ
ン） 
バラ科 果実 生食 × 
44（トショ
ル） 
スグリ科 果実 生食 × 
53（ハル･ハ
ド） 
スグリ科 果実 生食 × 
 
（1）生食 
生食は、摘果後、そのまま皮を剥かないで食べる食べ方である。すべての野生果物を
生食にするがオルグだけは種を割り、その中身も食べる。 
 
（2）乾燥食 
摘果した果実を天日で干して乾燥させ、保存を可能にしたものでカホ（kæχ）とハド
グ（xadʊɡ）の 2 種がある。 
カホ（kæχ）は天日で乾燥させた果実で、No.6 のエルミン、No.13 のオルグ、No.30 の
ゼゲデ、No.45 のドラヌの 4 種がある。 
エルミンは果実を薄くスライスしてから乾燥させ、オルグは果実を 2 つに割って種と
分離して乾燥させる。 
ゼゲデとドラヌはそのまま乾燥させる。  
これらのカホを、間食として食べて楽しむ。近所の家に訪問する際、子供にあげて喜
ばせ、春節と結婚式、来客の際に用いる。 
ハドグ（xadʊɡ）は一度煮てから天日で乾燥させたものである。ハドグに分類される
のは No.6 のエルミンの一種である。 
ハドグの作り方はエルミンの果実を拾ってよく洗い、厚さ 1～2cm ほどに薄く切る。
それを鍋に入れて煮る。4kg の果実の場合、約 300ml の水と 200g 砂糖を加え、全体を
かき混ぜてつぶしながら 30～45 分くらい煮る。それを薄い布で濾す。濾した果汁は、
食用油を塗った大皿やまな板に薄く敷いて干す。1 日後、上下を反転し約 3～4 日間天
日干しにする。それを折って保存する。口が寂しい時食べて楽しみ、客に供する。村の
人や親戚が家に来る際、お土産として渡すこともある。 
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（3）ジャム食 
ジャムはワリナ（warina）といい、保存はしない。加工方法には加熱と非加熱があり、
加熱するのは No.13 のオルグと No.17 のガンデガェルの 2 種である。 
オルグはカホのように乾燥させたものをジャムにする。約 500g の果実の場合、鍋に
水約 100mlと砂糖約 30gを入れて約 30分煮る。ジャムが冷えてから間食として食べる。
朝食と昼食にナンに付けて食べる。保存しない。 
ガンデガェルは果実が 500g の場合、水約 50ml と 100g の砂糖を入れて約 15 分煮る。 
火を通さず、果汁を搾ってジャムを作る非加熱の加工法もある。No.61 のボリジルガ
ンで、果実を布製の袋の中に入れて果汁を搾る。500g の果汁に約 50g の砂糖を加えて
混ぜ合せ、ジャムにする。茶を飲むとき、このジャムをナンに付けて食べる。また来客
の際は、ナンとミルク茶とジャムを出す。 
 
（4）チーズによる味付け食 
チーズによる味付け食とは、チーズの製作過程でチーズの中に果実を入れて味付けし
て食する方法である。No.61 のボリジルガンが利用される。 
チーズによる味付けとして利用する際、まず、ボリジルガンの果実を摘んで、カトグ
の（katᴐɣʊ）と呼ばれる酸乳から造った凝乳の中に入れて、手で潰しながらよくかき混
ぜる。1kg のカトグの場合、約 300g のボリジルガンの果実を入れてかき混ぜ、手で取り
出して台の上にのせ、約 5～7 日間天日干しにする。乾燥させたチーズは紫赤色で味は
甘酸味である。保存が可能で、このチーズは普通のチーズと異なり、来客の際に供する。 
 
3.3 野生野菜食 
 
野生野菜をゼレリグ・ノガーン（zerliɡ nᴐɡaan）という。食べ方は肉スープうどん料
理、炒め物、蒸し料理の 3 種に分類される（表 3―3）。 
 
表 3―3 野生野菜とその食べ方 
No（植物） 科名 食用部位 食べ方 保存 
24（ゴニド） セリ科 種 肉スープうどん料理 ○ 
28（ショーウラー） ユリ科 全体 炒め物、肉スープうどん料理 × 
57（ベデ） マメ科 地上部 蒸し料理 × 
 
（1）肉スープうどん料理 
No.24 のゴニドと No.28 のショーウラーを調味料として肉スープうどん料理に利用す
る。ゴニドは乾燥させて粉末にしたものを、ショーウラーの場合はそのまま利用する。
肉スープうどん料理にシンギン・ブダーン（ʃinɡin bʊdaan）とチョリク（ʧörki）の 2 種
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がある。 
シンギン・ブダーンは、ヒツジ肉あるいはウシの肉と、ジャガイモ、玉ねぎが入った
スープにうどんを加えた肉スープうどん料理である。作り方は肉、ジャガイモ、玉ねぎ
に塩を加えて約 30分煮る。そのスープに手作りのうどんとゴニドを乾燥させた粉末 30g
や 2cm に切ったショーウラーを入れて 2 分煮る。ゴニドやショーウラーを入れること
によって肉スープうどんがより美味しくなる。 
チョリクは羊肉の濃いスープである。鍋に水と羊肉、チーズを入れて煮る。煮立った
ら、塩を加えて約 2～3 時間煮る。スープが濃くなった後、うどんと 1cm に切ったショ
ーウラーを入れて約 2 分煮込む。 
 
（2）炒め物 
炒めて食べるのは No.28 のショーウラーの 1 種である。普通の食事として食べるが、
治療の目的で食べることもある（本論の第 2 章を参照）。 
 
（3）蒸し料理 
蒸し料理である肉まんの具材として利用するのはNo.57のベデの 1種である（表 3―3）。
肉まんは 2 つの材料、皮と具材からなる。 
皮は小麦粉をボウルに入れ、塩とドライイーストを加えて温かい水でかき混ぜ、両手
でよくこねる。形が整ったら、手のひらの付け根の部位で生地を押しながらこねる。3
～5 時間放置する。 
具材はベデを水洗いして、長さ 1cm に切る。羊肉と玉ねぎをみじん切りにする。これ
らに塩を加え、手でよく混ぜ合わせる。次に、生地を約 2cm 切り、丸い形にする。そ
れを棒で平たく丸い形に伸ばす。その伸ばした皮の中に具材を入れて半球形に包む。そ
れを蒸籠で約 30 分蒸す。 
ゴニドは保存可能であるがショーウラーとベデは採集時期に限られる。日常生活の料
理に利用されるが、ショーウラーは病気治療の目的で利用することがある。 
 
3.4 草料理 
 
草をオブスン（öβsyn）という。食べ方は、飲み物の味付け、啜る、茶葉、噛む、生
食の 5 種の方法で、7 種の植物がある（表 3―4）。 
 
表 3―4 草とその食べ方 
No（植物） 科名 食用部位 食べ方 保存 
2（アラタン･ハルグン） マメ科 花 飲み物の味付け × 
65（ヤマン・ゼレゲン） マオウ科 葉、小枝 飲み物の味付け ○ 
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23（ゲシン） タデ科 茎 啜る × 
27（シミリディグ） ― 花 啜る × 
56（ブホ･オブスン） フウロソウ科 全体 茶葉 ○ 
9（ウスン･オブスン） キク科 乳液 噛む × 
21（ケレケ･サラ） ユリ科 根 生食 × 
 
（1）飲み物の味付け 
飲み物の味付けに利用する草は、No.2 のアラタン･ハルグンと No.65 のヤマン・ゼレゲ
ンの 2 種である。 
アラタン･ハルグンは、酒に漬け込み、その風味を変える。効能は酒の毒を下げ、酔い
にくくするとされる。保存しない。 
ヤマン・ゼレゲンは葉と小枝をヨーグルトの中に入れて発酵させる。それによってヨ
ーグルトの味が美味しくなる。葉は乾燥させて保存できる。 
 
（2） 啜る 
啜ることをシミリデグ（ʃimildəɡ）という。シミリデグは、採集して啜って食べる草
の名称にもなっている。No.23 のゲシンと No.27 のシミリディグの 2 種がある。 
ゲシンは茎を折り取り、茎を啜る。馬乳を発酵加工したチゲン（ʧiɡen）のような味が 
する。 
シミリディグは花の下部を啜って、甘味を楽しむ。子供たちが子ウシを放牧する際、
採集して食べて楽しむ。保存しない。 
 
（3）茶葉 
茶葉をツェ・ド・オロドグ・ウルグムル（ʦæd ᴐrdʊɡ ʊrɡʊmʊl, 茶に入れる植物の意）
という。No.56 のブホ･オブスンの 1 種が使われる。利用方法は、鍋に水を入れて沸かし、
ブホ･オブスン、ミルクと塩を加えて煮て、塩味のミルクティを作る。それを朝食と昼
食に飲む。磚茶がない時によく使われる。乾燥させて保存もできる。 
 
（4）噛む 
噛んで食べる草をモクン（mᴐkʊn、ガムの意）という。No.9 のウスン･オブスンの 1 種
がある。 
ウスン･オブスンの茎を刈り、天日で乾燥させる。乾燥後、茎の中から乾いた白い乳液
の塊を取る。 
食べ方はガムのように噛む。白い乳液の塊を口の中に含む。次に、冷たい水を少し口
の中に含む。噛みながら苦くなった唾や口の中に付いた余分なものを分別し、何度も吐
き出す。噛み続けるうちにやがて苦味が無くなり、白い固めのガム状のものになる。ガ
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ムのように噛んで楽しむ。口寂しい時の嗜好品で、口の中で噛みながら音を出して楽し
むこともある。特に子供や女性たちが噛んで楽しむ。保存しない。 
 
（5）生食 
生食はそのまま食べる食べ方で、No.21 のケレケ･サラの一種がある。子供たちが遊び
の際に指や細い棒で根を掘りだして食べて楽しむ。春の季節で初めて雷が鳴った後に食
べる。保存しない。 
 
3.5 樹木食 
 
樹木をモドン（mᴐdʊn）という。No.51 のハルガの樹液（樹脂）を食用する（表 3―5）。
樹皮の中からナイフで樹脂を取り、口が寂しい時ガムのように噛んで楽しむ。乾燥させ
て保存もできる。 
 
表 3―5 樹木とその食べ方 
No（植物） 科名 食用部位 食べ方 保存 
51（ハルガ） まつ科 樹液（樹脂） 噛む 〇 
  
 
小括 
 
本章では、テケス県のオイラト・モンゴル人が食用として利用する野生植物を記録し
た。 
本章で取り上げたのは 21 種の食用される野生植物で、野生果物、野生野菜、草、樹
木に分類される。利用の特徴は天日乾燥させて食べる野生植物が多いことである。その
理由はテケス県が乾燥地域に属しているためと保存が可能であるからでもある。 
採集時期は 5 月～10 月である。採集部位は果実が多い。その次は地上体、全体、種、
葉、小枝、枝、茎、樹液、根である。野生植物を採集する際、道具を利用しないと利用
する場合がある。利用道具は、棒、ナイフ、鎌、石斧である。部位と植物の形態と硬さ、
高さによって使う道具と採集方法が異なる。部位の採集から見ると、果実を摘み取る。
茎、枝、小枝を折り取る。全体、地上部と根を掘り取る。樹液を茎の折り、その中から
取る。草の場合、道具を使わずに引っ張って取る、折り取る、摘み取る方法がある。取
りにくい際、道具を使う。 
野生植物は彼らにとって食文化の一つであるが中心的な食品ではない。しかしながら、
採集して食べることは楽しみであるが、さらに結婚式や春節や来客の際に供するなど、
おもてなしの意を表す社会的な役割も果たしている。  
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第 4章 日常生活用野生植物 
 
本章の目的は、オイラト・モンゴル人は野生植物をどのように日常生活の中で利用し
ているのかを明らかにすることである。 
本章では日常生活の中で利用されている生活資材用・宗教用及び遊戯用具用の 19 種
の野生植物を取り上げる。生活資材用植物の用途は染色、獣皮を燻す素材、紐、タワシ、
ほうき、つまようじ、畜舎用材、石鹸、枕、嗅ぎ煙草、トイレットペーパー、うがい剤、
鼠除け、馬の鞭である。宗教用植物は焼香と仏灯の芯として用いられる。遊戯用具用植
物の用途は吹き飛ばす遊び、ネックレス、探す遊びである。本章ではこれらの利用方法
についての詳細を報告する。 
 これまでの研究では日常生活用植物 3 種の No.3 アルツン、No.14 オルスンと No.55 ハ
ル･モドンの利用法が取り上げられている。本論では初めて検討した植物の利用は 16 種で
ある。 
 
4.1 分類 
 
本章で取り上げる 19 種の野生植物は生活資材用、宗教用、遊戯用具に分類される。 
 
4.2 生活資材用植物とその利用方法 
 
生活資材に利用される植物は 15 種である（表 4―1）。利用の内訳は染色、獣皮を燻
す素材、紐、タワシ、ほうき、つまようじ、畜舎用材、石鹸、枕、嗅ぎ煙草、トイレッ
トペーパー、うがい剤、鼠除け、馬の鞭である。 
 
表 4―1 生活資材用植物一覧 
用途 No（植物） 科名 
染色（口紅、フェルト地） 4 （エンギセグ） ムラサキ科 
染色（羊の踝の骨） 48（ハダン･ハグ） バイカモ科 
染色（マニキュア） 60（ホムスン･ブドグ・オ
ブスン） 
ツリフネソウ科 
獣皮を燻す材料 23（ゲシン） タデ科 
紐（家畜用） 14（オルスン） クワ科 
紐（草）、タワシ、ほうき、つまようじ 43（トゥング） イネ科 
畜舎用材（塀） 37（チチラガン） グミ科 
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畜舎用材（屋根） 55（ハル･モドン） マツ科 
石鹸 22（ケレスン） アカザ科 
枕 31（ゼゲスン） ガマ科 
嗅ぎ煙草 65（ヤマン・ゼレゲン） マオウ科 
トイレットペーパー 25（ザムバ・セセゲ） アオイ科 
うがい剤 3 （アルツン） ヒノキ科 
鼠除け 33（ソンズ） キク科 
馬の鞭 34（タビリハー） ― 
 
4.3 生活資材 
 
（1）染色 
染色用植物には 3 種がある（表 4―2）。No.4 のエンギセグ、No.48 のハダン･ハグ、No.60
のホムスン･ブドグ・オブスンである。これらの植物用途は口紅、フェルト地の染色、羊
の踝の骨の染色、マニキュアに使われる。 
 
表 4―2 染色用植物 
用途 No（植物） 科名 利用部位 採集場所 採集時期 
口紅、フェルト地の染色 4（エンギセ
グ） 
ムラサキ
科 
根 谷 7～9 月 
羊の踝の骨を染色 48（ハダン･
ハグ） 
バイカモ
科 
全体 山の南麓
と北麓 
6～10 月 
マニキュア 60（ホムス
ン･ブドグ・
オブスン） 
ツリフネ
ソウ科 
全体 平野 7 月 
 
a 口紅とフェルト地の染色 
エンギセグを口紅とフェルト地の染色に利用する。利用する部位は根で、採集場所は
谷、採集時期は 7 月～9 月である。 
口紅の場合は、取ってきた根をよく洗い、みじん切りにして水に入れて煮つめる。約
200g の根の場合、約 30ml の水を利用する。煮汁を口に塗ると、唇が赤色になり、綺麗
に見える。色が長持ちするため、結婚式の際、花嫁が利用したりする。保存できないた
め、根の採集時期である。夏場しか利用できない。現在はあまり利用されない。町の商
店で口紅を買うことができるためである。 
フェルト地の染色の場合は、その根を細かく切り、約 2kg の根の場合は約 600ml の水
を鍋に入れて煮たてる。煮汁の中に羊毛を浸して約 4 時間以上浸けておくと、羊毛が赤
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色になる。鍋から出し、軽く絞って天日で乾燥させる。 
フェルト地は、主に白色と黒色の羊毛を混ぜて織る。染めた赤色の羊毛はフェルト地
の縁の部分に付けられる。綺麗に見えるためである。日常生活の利用以外に、結婚式の
際、親戚や知り合いの人にお土産としてあげる場合もあるが現在はあまり利用されな
い 。 
 
b 羊の踝の骨の染色 
羊の踝の骨を染める時に利用するのは No.のハダン･ハグである。利用部位は全体で、
採集場所は山の南麓と北麓である。採集時期は 6 月～10 月である。 
利用方法は全体を水に入れ、羊の踝の骨をその中に漬けて一日置く。骨は黄赤色に染
まるが、現在はあまり利用されない 。 
 
c マニキュア 
ホムスン･ブドグ・オブスンはマニキュアに利用される。利用部位は全体で、採集場所
は平野、採集時期は 7 月である。 
利用方法は、全体を細かく砕き、塩を散らして、よく混ぜ合わせる。約 1 時間後、手
の平の指や爪に付けてビニール袋で包み、夜から朝まで一晩そのままの状態にして置く。
翌朝、手を洗うと爪が黄赤色になる。色は約 1 カ月間保たれる。夏、10 歳～30 歳の女
性にマニキュアとして楽しまれ、利用されている。 
 
（2）獣皮を燻す材料 
獣皮を燻に柔らかくする目的で利用する植物は 1 種で、（表 4―3）。No.23 のゲシンで
ある。 
 
表 4―3 獣皮を燻す材料用植物 
用途 No（植物） 科名 利用部位 採集場所 採集時期 
獣 皮 を 燻 す 材 料 23（ゲシン） タデ科 根 谷 7～ 9 月 
 
利用部位は根、採集場所は谷で、採集時期は 7 月～9 月である。 
利用方法は、採集した根を一日乾かし、次にテントを作る。テントの内側に竈を設け、
乾燥させたゲシンの根を並べ、火をつけて煙を出す。テントの内側上部に、羊皮や牛皮
を広げて掛ける。煙が外に出ないように、テントの上に布を掛ける。燻した後、皮が黄
赤色になると共に柔らかくなる。 
燻した皮を使ってウチ（yʧ）と呼ばれる上着、カンジャル（kanʤar）と呼ばれる袖な
し上着、アルスン・シャラブル（arsen ʃalbʊr）と呼ばれる皮製のズボン、ツアルグ（ʦarʊɡ）
と呼ばれる皮製の靴などを作る。冬の寒い時期、皮で作った服は保温性が高い。しかし
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現在は皮を燻して加工することはあまり見られない。家畜の皮を加工せず、売却して現
金を得るようになったからである。 
 
（3）紐 
紐に利用する植物は 2種ある。No.14のオルスンとNo.43のトゥングである（表 4―4）。
オルスンで作った紐は家畜を縛る時に利用し（写真 4―1）、トゥングで作った紐は草を
縛る時に利用する。 
 
              表 4―4 紐用植物 
用途 No（植物） 科名 利用部位 採集場所 採集時期 
紐（家畜） 14（オルスン） クワ科 草の皮 全域 7 月 
紐（草） 43（トゥング） イネ科 地上部 全域 7 月 
 
オルスンの紐としての利用部位は草の皮である。 採集場所は全域で、採集時期は 7
月である。 
利用方法は、この部位を鎌で刈り、水の中に入れて重い石で押さえて約 2 日置く。地
上ことによって紐の材料になる茎の皮が取り易くなる。その後、水から取り出して、棒
で叩き、茎の皮を分別する。分別された皮で紐を作る。牛の搾乳をする時、子牛を母牛
から離して縛る紐に用いる。現在はあまり利用されない。その理由は街で紐を安く買え
るためである。 
 
  
写真 4―1 オルスンの紐                 
撮影年月：2011 年 9 月  
撮影場所：テケス県クレ（平野） 
            
紐として利用するトゥングの部位は地上部、採集場所は全域で、採集時期は 7 月であ
る。 
利用方法は、地上部を刈り取って集め、水に 1 日浸けてから、縒って紐を作る。トゥ
ングで作った紐をブウジ（bʊʊʤ）という（写真 4―2）。 
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夏、草刈りの時、干した草をこの紐で束ねて運ぶ。干した草はそのまま畜舎の屋根の
上に重ねられ、冬に家畜に餌として与えられる。トゥングンの紐で束ねられた草は畜舎
の屋根から取りやすいと考えられている。現在でもよく利用される。 
 
 
写真 4―2 トゥングンの紐 
撮影年月：2011 年 9 月  
撮影場所：テケス県クレ（平野） 
 
（4）タワシ 
タワシに利用する植物は No.43 のトゥングである。利用部位は茎、採集場所は全域、
採集時期は 7 月である。 
利用方法は、茎を切り取り、長さを約 20cm に揃える。茎の太い部分を紐で巻き、留
める。鍋に付いている汚れを取るのに優れているが現在はあまり利用されない。 
 
（5）ほうき 
利用部位はトゥングの茎である。採集場所は全域で、採集時期は 7 月である。 
利用方法は、トゥングの茎を鎌で刈り、紐で束ねてほうきを作る（写真 4―3）。屋内
用ほうきは長さ約 40cm、直径約 10cm、屋外用ほうきは長さ約 70cm、直径約 20cm に切
り揃えて束ねる。よく利用される。 
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写真 4―3 ほうき 
撮影年月：2017 年 8 月  
撮影場所：テケス県クレ（平野） 
 
（6）畜舎用材 
畜舎の用材に利用する植物は 2 種で、それは No.37 のチチラガンと No.55 のハル･モド
ンである（表 4―5）。チチラガンは畜舎の塀として、ハル･モドンは畜舎の屋根材として
利用する。 
 
表 4―5 畜舎用材植物 
用途 No（植物） 科名 利用部位 採集場所 時期 
畜舎用材
（塀） 
37（チチラガン） グミ科 地上部 森林、山の南麓、
山の北麓 
7～10 月 
畜舎用材
（屋根） 
55（ハル･モドン） マツ科 枝、葉 山の低地、平野 7～10 月 
 
チチラガンの利用部位は地上部で、採集場所は森林、山の南麓、山の北麓である。採
集時期は 7～10 月である。利用方法は地上部を刈り、それを畜舎の庭に土を掘って並べ
る。棘が付いているため、他人の家畜や人が入るのを防ぐことができる。 
ハル･モドンは畜舎の屋根に利用する。利用部位は枝と葉で、採集場所は山の低地、
平野である。採集時期は 7～10 月である。利用方法は枝と葉を集めて、畜舎の屋根とな
るように並べる。その上に刈って来て干した草をのせる。利用されている。 
 
（7）石鹸 
石鹸に利用する植物は 1 種で No.22 のケレスンである（表 4―6）。 
 
表 4―6 石鹸用植物 
用途 No（植物） 科名 利用部位 採集場所 時期 
石鹸 22（ケレスン） アカザ科 地上部 平野 7～9 月 
 
利用部位は地上部で、採集場所は平野である。採集時期は 7 月～9 月である。 
利用方法は地上部を刈って、乾燥させ、火を付けて燃やす。燃やしてできた灰を集め
てバケツに入れ、水を加えて満たし、一日置く。灰のゴミがバケツの底に沈殿する。そ
れを除いた水を鍋に入れ、長時間煮る。鍋に白いエキスが残る。そのエキスをツァハル
（ʦɑχɑr）という（写真 4―4）。これが石鹸の材料になる。 
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写真 4―4 ツァハル（石鹸材料）               
撮影年月：2011 年 9 月                                
撮影場所：テケス県クレ（平野）               
 
石鹸を作る方法は、鍋に羊の脂肪を入れて、溶かす（写真 4―5）。脂肪が溶けて柔ら
かくなったらツァハルを加えて、約 7 分炒め、さらにヤギの毛を加えて炒める。最後に、
布で包み、手で塊にする。それを約 7 日天日で乾燥させると石鹸になる（写真 4―6）。
衣服と頭髪を洗う時に、用いる。フケを防ぐ治療効果があるともいわれている。町で買
った化学性のシャンプーは髪によくないと考えている人によって利用されている。 
 
        
写真 4―5 石鹸作り                     写真 4―6 石鹸 
撮影年月：2011 年 9 月              撮影年月：2011 年 9 月                     
撮影場所：テケス県クレ（平野）        撮影場所：テケス県クレ（平野） 
 
（8）枕 
枕に利用する植物は 1 種で、No.31 のゼゲスンである（表 4―7）。 
 
表 4―7 枕用植物 
用途 No（植物） 科名 利用部位 採集場所 時期 
枕用 31（ゼゲスン） ガマ科 花穂 湿地、森林 8 月～10 月 
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利用部位は花穂で、採集場所は湿地と森林である。採集時期は 8 月～10 月である。 
利用方法は、花穂を取り集め、約 1 週間天日で乾燥させる。これを枕に入れると頭が
ひんやりとし、熱冷ましになる。また、頭痛にも効くと考えられている。利用されてい
る。 
 
  
写真 4―7 枕の材料 
撮影年月：2011 年 9 月  
撮影場所：テケス県クレ（平野） 
 
（9）嗅ぎ煙草 
嗅ぎ煙草に利用する野生植物は 1 種で、No.65 のヤマン・ゼレゲンである（表 4―8）。 
 
表 4―8 嗅ぎ煙草用植物 
用途 No（植物） 科名 利用部位 採集時期 時期 
嗅ぎ煙草 65（ヤマン・ゼレゲン） マオウ科 葉、小枝 山の南麓 6～11 月 
 
No.65 のヤマン・ゼレゲンの利用部位は葉と小枝で、採集場所は山の南麓である。採
集時期 6 月～11 月である。 
利用方法は葉と枝をナイフで刈り取り、約 3 日～7 日間乾燥させてから燃やして灰を
集める。灰は嗅ぎ煙草の材料となる。嗅ぎ煙草をナスマ（nasma）という。嗅ぎ煙草は
ヤマン・ゼレゲンの灰、白酒、コクタムクの混合物である。コクタムクは煙草の一種の
栽培植物（NrusticaL、ナス科、黄花烟草）で、商店で買うことができる。 
嗅ぎ煙草の作り方は、乾燥させたクタムクを砕いて粉末にし、ヤマン・ゼレゲンの灰
を混ぜる。最後に白酒を加え、混ぜ合わせる。できた混ぜ物をククル（kʊkʊr）と呼ば
れる嗅ぎ煙草用の道具に入れ、鼻に近づけて吸い込む。60 歳以上の年寄りの人たちが
使う日常生活品である。挨拶の時、ポケットから出して、互い交換しながら自分の鼻に
近づけて吸い込むという仕方で利用する。眠気覚ましに利用することもある。現在もよ
く利用される。 
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  写真 4―8 嗅ぎ煙草入れと嗅ぎ煙草                   
撮影年月：2014 年 2 月             
撮影場所：テケス県クレ（平野 ）                   
 
（10）トイレットペーパー 
 トイレットベーパーに利用する植物は 1 種で、それは No.25 のザムバ・セセゲである
（表 4―9）。 
 
表 4―9 トイレットペーパー用植物 
用途 No（植物） 和名 利用部位 採集場所 時期 
トイレットペーパー 25（ザムバ・セセゲ） アオイ科 葉 全域 6～9
月 
  
利用部位は葉、採集場所は全域である。採集時期は 6 月～9 月である。 
利用方法は葉を折って取り、そのままトイレットペーパーとして利用する。葉は柔ら
かく、水分を取る特徴があるので利用されている。一方で、平野に住む農耕民と民間医
師は町の商店でトイレットペーパーを買うことができるためほとんど利用しない。 
 
（11）うがい剤 
うがい剤として利用する野生植物は 1 種で、No.3 のアルツンである（表 4―10）。 
 
表 4―10 うがい剤用植物 
用途 No（植物） 科名 利用部位 採集場所 採集時期 
うがい 3（アルツン） ヒノキ科 葉、小枝 山の南麓、谷 6 月～10 月 
 
利用部位は葉と小枝である。採集場所は山の南麓と谷で、採集時期は 6～10 月である。
利用方法は取って来た葉と枝を水で約 15 間分煮る。できた煮汁でうがいすることによ
って歯が清潔になる。毎日ではなく、歯の痛み、虫歯の予防、口臭がある時だけ利用す
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る。現在は商店から歯磨き粉を買って来て使っているためあまり利用されない。 
 
（12）鼠除け 
鼠除けに利用する植物は 1 種で、No.33 のソンズである（4―11）。 
 
表 4―11 鼠除け用植物 
用途 No（植物） 科名 利用部位 採集場所 時期 
鼠除け 33（ソンズ） キク科 花 全域 8 月 
 
No.33 のソンズの利用部位は花である。採集場所は全域、採集時期は 8 月である。鼠
除けに利用する。ソンズの花は棘が付いており、そこを利用する。利用方法は棘が付い
ている花を集め、それを丸形にして、鼠の穴の前に置く。それによって鼠が近づくこと
を防ぐことができる。現在はあまり利用されない。鼠除けの薬剤を使っているためであ
る。 
 
（13）馬の鞭 
馬の鞭に利用される植物は No.34 のタビリハーである（表 4―12）。 
 
表 4―12 馬の鞭用植物 
用途 No（植物） 科名 利用部位 採集場所 採集時期 
馬の鞭 34（タビリハー） ― 茎 山の南麓、北麓、平野 7～10 月 
 
利用部位は茎で、採集場所は平野、山の南麓、北麓である。採集時期は 7～10 月であ
る。 
馬の鞭は二つの部分から成る。それは No.34 のタビリハーで作られたハンドル（メリ
ヤン・イシ melen iʃi）の部分と、牛の皮で作られたトング（メリヤン・スル melen sʊr）
の部分である。 
利用方法は、タビリハーの茎を約 25cm 程度に切り、表皮を剥いて綺麗にする。それ
を鞭の握りのハンドル部分にし、そこに長さ約 4m の編んだ牛の皮を結びつける。こう
してできた鞭を使って馬の尻を叩き、速さの指示を出す。利用されている。 
 
4.4 宗教用 
 
宗教用に利用する植物は 2種で、No.3のアルツンとNo.43のトゥングである（表 4―13）。 
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表 4―13 宗教用植物 
用途 No（植物） 科名 部位 採集場所 採集時期 
焼香 3（アルツン） ヒノキ科 葉、小枝 山の南麓 6～9 月 
仏灯の芯 43（トゥング） イネ科 枝 平野 8 月～12 月 
   
（1）焼香 
アルツンの利用部位は葉、小枝である。採集場所は山の南麓で、採集時期は 6～9 月
である。 
利用方法は、葉、小枝を採取し、それを火の上に乗せて燻し、芳香のある煙を出す。
その煙は身を清め、厄を払う効果があると信じられている。 
 
写真 4―9 焼香                           
撮影年月：2014 年 2 月                    
撮影場所：テケス県クレ（平野） 
 
このようにアルツンを燻すことをサン・テェビホ（san bebiχʊ）という。サン・テェビ
ホは普段仏像が置いてある部屋で行われる。室内の空気を綺麗にするために燻すことも
ある。毎日、朝と晩の 2 回行う。よく利用される。 
 
（2）仏灯の芯 
トゥングの利用部位は枝で、採集場所は平野である。採集時期は 8 月～12 月である。 
仏灯は容器、バター、芯の三つから成り、容器には金、銀、銅、小麦粉などから作ら
れたものが用いられる。 
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写真 4―10 仏灯の芯                    写真 4―11 仏灯 
撮影年月：2014 年 3 月               撮影年月：2014 年 3 月 
撮影場所：テケス県クレ（平野）         撮影場所：テケス県クレ（平野） 
 
利用方法は枝の先の細い部分を切り、それを 6～7cm に揃える。これを薄い綿布で包
んで油を燃やす仏灯の芯とする。仏灯は仏壇にお供えをし、浄め、誕生日などの時に灯
される。オイラト・モンゴル人は誕生日のお祝いを生まれたその日にせず、旧暦の 10
月 25 日を全員の誕生日と考え、その日に小麦粉に水を加えて固く練った容器を用いて
約 100 個の仏灯を作り、全員で誕生日を祝う。トゥングの芯はよく利用される。 
        
4.5 遊戯用具 
 
遊戯用具に利用する植物は 4種である（表 4―14）。それは No.15のカオカボンバ、No.38
のチンデン・モドン、No.44 のトショル、No.41 のツガン・ウラスンである。これらの植
物は吹き飛ばす、ネックレスにする、探すという目的で遊びに用いる。 
 
               表 4―14 遊戯用具植物 
遊び方 No（植物） 科名 利用部位 採集場所 採集時期 
吹き飛ばす、
ネックレス 
15（カオカボンバ） キク科 綿毛、茎 全域 6～9 月 
ネックレス 38（チンデン・モドン） バラ科 果実 谷 7 月 
ネックレス 44（トショル） スグリ
科 
果実 山の頂の草
地、谷 
6 月 
探す 41（ツガン・ウラスン） ― 枝 谷、平野 8 月～11
月 
 
（1）吹き飛ばす 
 吹き飛ばす遊び方に用いる植物は 1 種で、No.15 のカオカボンバである。 
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 利用部位は綿毛の部分で、採集場所は全域、採集時期は 9 月である。地上部分を取り、
綿毛を吹き飛ばして子供が遊ぶ。利用されている。 
 
（2）ネックレス 
 ネックレスにして遊ぶ植物は 3 種ある。それは No.15 のカオカボンバ、No.38 のチン
デン・モドン、No.44 のトショルである。 
カオカボンバの利用部位は茎で、採集場所は全域、6 月～9 月に採集する。茎を取り
細い部分を太い部にさし入れるようにして幾つか結び、ネックレスの形にする。首に飾
って子供たちが遊ぶ。利用されている。 
チンデン・モドンの利用部位は果実で、採集場所は谷、採集時期は 7 月である。 
遊び方は、果実の中心に糸を通して珠子のようにつなぎ、ネックレスにして、首にか
けて遊ぶ。現在はあまり利用されない 
トショルの利用部位は果実で、採集場所は山の頂の草地、谷、採集時期は 6 月である。
この果実も珠子のようにつなげ、ネックレスにする。現在はあまり利用されない 
 
（3）探す 
探す遊びに使う植物は、No.41 のツガン・ウラスンである。 
 利用部位は枝で、採集場所は谷と平野、採集時期は 8 月～11 月である。枝を取って
長さ 20cm に整え、表皮を剥ぐ。これをツァガン・モド（ʦɑɣɑɑn mᴐd）という遊びに使
う。 
ツァガン・モドは、ツァガン・ウラスンの棒を投げ、それを探す遊びである。 
遊び方は、まず、枝を長さ 20cm、直径 4cm 棒を作る。皮を剥ぎ白い綺麗な棒にする。
この棒を使って遊ぶことを「ツァガン・モドを遊ぶ」という。この遊びにツガン・ウラ
スンの棒を使うのは縁起が良いと考えられている。 
ツァガン・モドの遊びは、家畜が肥太り、比較的仕事が暇になった季節の主に夕方や
月がある夜に行われる。雨が降った日の夜や曇りの日、月が出ない日は行わない。近隣
の家族で 10～40 歳までの年齢層の人々が参加する。一人がリーダーになり、残りは 2
グループに分ける。次いて、ゲルの前に丸形の線を描く。この線は出発点と終点である。 
始めにリーダーは線の中からゲルの上を越えて、遠くの草原や森林の中に棒を投げる。
参加した二つのグループは後ろ向きに並びリーダーの方に向かない。棒を投げた後、参
加者にゲームの開始を宣言する。この合図で参加者は一斉にツァガン・モド探しに行く。
見つけた人は素早くゲルの前の丸線の中に戻る。見つけた人から棒を奪ってもよい。棒
を持って早く線の中に戻った人が勝者となる。棒の発見者が自分の脚力や腕力に自信が
ない場合は、自分のグループの人にバトンタッチをしてもよい。負けたグループには罰
が課される。罰は歌や叙事詩を歌うことや、物語を語ることなどである。現在はあまり
利用されない 
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小括 
 
本章ではオイラト・モンゴル人が利用する日常生活用の 19 種の植物を取り上げた。
それらの利用形態は生活資材用・宗教用・遊戯用具用に分類された。 
オイラト・モンゴル人が暮らしているテケス県では自生する野生植物の利用は多様で、
生活のあらゆる面で有効に活用されてきた。野生植物は牧畜民にとって家畜用の餌だけ
ではなく、日常生活にも大きな役割を果たしている。しかし経済発展の急激な進行に伴
い、その利用は減少している。 
以上取り上げた日常生活用の野生植物の採集時期は 5 月～11 月で、採集部位は根、
全体、地上部、草の皮、枝、小枝、葉、花、果実、綿毛である。根、全体、地上部の場
合は道具で掘り出す。草の場合道具を使わずに引っ張って取る。取りにくい際だけ道具
を使う。草の皮は棒で叩いて取る。枝、小枝を折り取る。花、果実、綿毛は摘み取る。 
本章で取り上げた 19 種の野生植物の中で、利用される植物は 11 種（60 パーセント）
である。現在はあまり利用されないものは 7 種で（40 パーセント）、伝統的な遊びが徐々
に姿を消して行く傾向が観察できる。日常生活に利用する野生植物の生育地として最も
多いのが谷である。 
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第 5 章 家畜用野生植物 
 
本章の目的はオイラト・モンゴル人が野生植物をどのように家畜用として利用してき
たのかを明らかにすることである。 
取り上げる野生植物は家畜用として利用されている 32 種である。最初にテケス県の
牧畜業を紹介し、次いで五畜がどのような野生植物を好むのかについて記述する。これ
らの野生植物を肥育に適した植物、春先に食べられる植物、家畜に与える時、注意が必
要な植物に分類し、家畜と野生植物との関わり、放牧する際の家畜管理、放牧知識など
についても明らかにする。 
本論では初めて家畜用 32 種の野生植物の用途を検討する。 
 
5.1 テケス県の生業としての牧畜 
 
テケス県のオイラト・モンゴル人の牧畜民は平野と山岳地の間において、その標高と
気候に応じて、季節ごとに移動しながら放牧を行っている。 
放牧する家畜はヒツジ、ヤギ、ウシ、ウマ、ラクダの五畜である。 
1990 年の家畜頭数はヒツジ 42.34 万頭、ヤギ 1.38 万頭、ウシ 34.2 万頭、ウマ 4.72 万頭、
ラクダ 570 頭である（特克斯県地方志编纂委员会 2004:128）。 
五畜には食肉やミルク、つまり乳製品の原料、運搬手段、毛皮用材など複数の役割が
ある。 
五畜が好む植物はそれぞれ異なるため、牧畜民は適当な場所を選んで、一年中移牧を
行う。春は山の南麓で放牧し、夏は山の北麓と山の頂の草原地で、メェヒーンゲル
（meχiin ɡer）と呼ばれるゲルに住んで放牧をする。秋は平野や山の低地で放牧を行い、
秋は山から平野に降りて、ムギの刈り株を採食させる。冬には日当たりの良い暖かい山
の南麓に移動して放牧する。彼らは冬営地にウーチゥグ（yyʦyɡ）と呼ばれる家屋を持
ち、寒い季節だけ家畜を屋内で飼育する。 
オイラト・モンゴル人が土地を山の頂の草地、山の南麓、山の北麓、山谷、山の低地、
平野、湿地及び森林と 8 つに認識し、その土地が野生植物の採集場所となっている。植
物の生育環境として認識されている土地形名称はオイラト・モンゴル人の土地認識でも
ある。この地形認識はオイラト・モンゴル人の伝統的な生業である移牧と密接な関係が
ある。  
 
5.2 家畜用植物 
 
家畜が採食する野生植物は合計 32 種である（表 5―1）。これらは肥育に適した植物
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及び春先に食べられる植物、家畜に与える時、注意が必要な植物に分類される。 
 
5.3 家畜が好む野生植物 
 
 五畜のヒツジ、ヤギ、ウシ、ウマ、ラクダの好むとされる野生植物の一覧を掲げる（表
5―1）。 
表 5―1 家畜が好む野生植物一覧（32 種） 
No（植物） 科名 場所 時期 部位 家畜 
小型 大型 
1 （アラタン･ドゥス
ル・セセゲ） 
キク科 谷、山の
低地 
7 月 花、小枝 
 
ヒツジ、ヤ
ギ 
 
7 （エルベン） キク科 
 
山の南麓 7 月～9
月 
小枝、葉、
地上部 
ヒツジ、ヤ
ギ 
ウシ、ウ
マ、ラク
ダ 
9 （ウスン･オブスン） キク科 全域 7～9 月 地上部  ウシ 
10（ウスン・シミリデ
グ） 
タデ科 平野、谷 7～9 月 地上部  ウシ 
12（オドバル･セセゲ） キク科 谷 7 月 花 ヒツジ  
14（オルスン） クワ科 全域 7 月 若芽、小
枝、葉 
 ウシ 
15（カオカボンバ） キク科 全域 4～9 月 花、葉、
地上部 
ヒツジ、ヤ
ギ 
ウシ、ウ
マ、ラク
ダ 
16 
（ガザル･ベェレェチ） 
トウダ
イグサ
科 
全域 7 月 地上部  ウシ 
18（キチ） アブラ
ナ科 
平野 7 月 枝、葉  ウマ 
19（クジ・オブスン） シソ科 谷 7 月 花 ヒツジ  
20（ケンゲリギ･オブス
ン） 
アブラ
ナ科 
山の南麓 7～9 月 小枝、葉、
花 
ヒツジ、ヤ
ギ 
 
26（シキリ･ブヤ） マメ科 平野 7～9 月 小枝、葉、
地上部 
ヒツジ、ヤ
ギ 
ウシ、ウ
マ 
29（ズゥン･オブスン） イネ科 山 の 低
地、平野 
6 月 若芽  ウシ 
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31（ゼゲスン） ガマ科 湿地、森
林 
7～9 月 若芽、小
枝、葉 
 ウシ 
35 
（ダラン・トブチ） 
キク科 谷 7 月 花、葉 ヒツジ、ヤ
ギ 
 
36（タン・オブスン） ― 平野、谷、
森林 
7～9 月 地上部  ウシ 
39（ツァキレデゲ） アヤメ
科 
全域 7 月 葉  ウシ 
40 
（ツウール・オブスン） 
オオバ
コ科 
全域 4～9 月 葉、地上
部 
ヒツジ、ヤ
ギ 
ウシ、ウ
マ、ラク
ダ 
43（トゥング） イネ科 全域 6～12月 若芽、小
枝、葉 
 
 
ウシ、 
ラクダ 
46（ノハン･アラー） ハマビ
シ科 
平野 7 月 葉 ヒツジ、ヤ
ギ 
 
47（ノハン・ホショ） バラ科 森林 7 月 葉  ウシ 
49 
（ハタガチン・セセゲ） 
キク科 全域 7 月 葉、花  ラクダ 
52（ハルハ） イラク
サ科 
全域 
 
7月～10
月 
葉  ラクダ 
57（ベデ） マメ科 平野 6 月 地上部  ウマ 
58（ホチ・オブスン） ― 平野 7～9 月 地上部  ウシ 
59（ホニン・ヌデン・
セセゲ） 
キク科 谷 7 月 花 ヒツジ  
62（ホルスン） イネ科 森林 7～9 月 若芽、葉、
枝 
 ウシ 
63（ボルズン） ― 山の低地 7～12月 小枝、葉 ヒツジ   
64（モルン･シャルラジ
ン） 
キク科 全域 7～9 月 葉、枝  ウマ 
65（ヤマン・ゼレゲン） マオウ
科 
山の南麓 7～12月 若芽、小
枝、葉 
ヤギ ラクダ 
 
66（ヤマン･ホノグ） イネ科 山の低地 7～9 月 地上部 ヒツジ  
67（ロシゥグ） キク科 全域 7 月 葉  ラクダ 
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5.3 .1 小家畜が好む野生植物  
 
小家畜とはヒツジとヤギを指す。以下はヒツジとヤギが採食する野生植物をまとめる。 
 
（1）ヒツジが好む野生植物 
ヒツジが好む野生植物は 13 種である（表 5―2）。それらはキク科 6 種、アブラナ科 1
種、シソ科 1 種、マメ科 1 種、オオバコ科 1 種、ハマビシ科 1 種、イネ科 1 種及び科名
不明が 1 種である。 
表 5―2 ヒツジが好む野生植物一覧（13種） 
No（植物） 科名 場所 時期 部位 
1（アラタン･ドゥスル・セセゲ） キク科 谷、山の低地 7 月 花 
7（エルベン） キク科 山の南麓 7月～9月 小枝、葉 
12（オドバル･セセゲ） キク科 谷 7 月 花 
15（カオカボンバ） キク科 全域 4～9 月 花 
19（クジ・オブスン） シソ科 谷 7 月 花 
20 （ケンゲリギ･オブスン） アブラナ科 山の南麓 7～9 月 小枝、葉、花 
26（シキリ･ブヤ） マメ科 平野 7～9 月 小枝、葉 
35（ダラン・トブチ） キク科 谷 7 月 花、葉 
40（ツウール・オブスン） オオバコ科 全域 4～9 月 葉 
46（ノハン･アラー） ハマビシ科 平野 7 月 葉 
59（ホニン・ヌデン・セセゲ） キク科 谷 7 月 花 
63（ボルズン） ― 山の低地 7～12 月 小枝、葉 
66（ヤマン･ホノグ） イネ科 山の低地 7～9 月 地上部 
 
アラタン･ドゥスル・セセゲの生育場所は谷と山の低地、採食時期は 7 月、採食部位は
花である。高さは約 25 cm～50cm。牧畜民 A は家畜が採食する野生植物に関して、ヒ
ツジの場合は背が短い植物や花の部分をよく好むと語っている。 
エルベンの生育場所は山の南麓、採食時期は 7 月～9 月、採食部位は小枝と葉である。
高さは約 40cm～70cm。芳香がある。家畜を肥らせて、乳量を増し、肉を美味しくする
効果があるという。 
オドバル･セセゲの生育場所は谷、採食時期は 7 月、採食部位は花である。高さは約
15 cm～40cm。 
カオカボンバの生育場所は全域、採食時期は 4 月～9 月、採食部位は花である。高さ
は約 10cm～20cm。この植物は春先に食べられる植物である。 
クジ・オブスンの生育場所は谷、採食時期は 7 月、採食部位は花である。高さは約 15cm
～40cm。この植物には芳香がある。 
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ケンゲリギ･オブスンの生育場所は山の南麓、採食時期は 7～9 月、採食部位は小枝と
葉と花である。高さは約 15cm～50cm。家畜の糞がある場所で多く自生する。ヒツジを
肥らせると共に乳量を増加させる。 
シキリ･ブヤの生育場所は平野、採食時期は 7～9 月、採食部位は小枝と葉である。高
さは約 20cm～50cm。味が甘く、ヒツジが好むと言われる。 
ダラン・トブチの生育場所は谷、採食時期は 7 月、採食部位は花と葉である。高さは
約 30cm～50cm。 
ツウール・オブスンの生育場所は全域、採食時期は 4～9 月、採食部位は葉である。こ
の植物の高さは約 10cm～15cm。春先に食べられる植物である。 
ノハン･アラーの生育場所は平野、採食時期は 7 月、採食部位は葉である。高さは約
30cm～70cm。 
ホニン・ヌデン・セセゲの生育場所は谷、採食時期は 7 月、採食部位は花である。高
さは約 15cm～20cm。ヒツジは花の部位を好む。 
ボルズンの生育場所は山の低地、採食時期は 7～12 月、採食部位は小枝と葉である。
高さは約 10cm～20cm。この植物は厳しい環境で育ち、生命力が強い。家畜が食べると
乳量が増加し、体が肥る良い餌であると考えられている。草が乏しい冬でも家畜は雪で
覆われた土の中から枯れたこの植物を見つけて食べる。 
ヤマン･ホノグの生育場所は山の低地、採食時期は 7～9 月、採食部位は地上部である。
高さは約 20cm～50cm。この植物は柔らかく、背が短いためヒツジがよく食べる。 
以上の植物の中にキク科が 12 種中 6 種あり、ヒツジはキク科の植物を好んで採食し
ている。背丈が低く、やわらかい植物を好む。食べる部位は花が多い。 
 
（2）ヤギが好む野生植物 
小型家畜であるヤギが好む野生植物は全部で合計 9 種である。その内容は、キク科 4
種、アブラナ科 1 種、マメ科 1 種、オオバコ科 1 種、ハマビシ科 1 種とマオウ科 1 種で
ある（表 5―3）。 
 
              表 5―3 ヤギが好む野生植物一覧（9種） 
No（植物） 科名 場所 時期 部位 
1（アラタン･ドゥスル・セセゲ） キク科 谷、山の低地 7 月 小枝、花 
7（エルベン） キク科 山の南麓 7～9 月 小枝、葉 
15（カオカボンバ） キク科 全域 4～9 月 花、葉 
20（ケンゲリギ･オブスン） アブラナ科 山の南麓 7～9 月 小枝、葉、花 
26（シキリ･ブヤ） マメ科 平野 7～9 月 小枝、葉 
35（ダラン・トブチ） キク科 谷 7 月 花、葉 
40（ツウール・オブスン） オオバコ科 全域 4～9 月 葉 
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46（ノハン･アラー） ハマビシ科 平野 7 月 葉 
65（ヤマン・ゼレゲン） マオウ科 山の南麓 7～12月 若芽、小枝、葉 
 
アラタン･ドゥスル・セセゲの生育場所は谷と山の低地、採食時期は 7 月、採食部位は
小枝と花である。高さは約 25 cm～50cm。 
エルベンの生育場所は山の南麓、採食時期は 7 月～9 月、採食部位は小枝と葉である。
高さは約 40cm～70cm。家畜を肥らせ、産乳量を増し、肉を美味しくする効果があると
いう。東洋医学ではヤギの肉は「冷」の食材であるが、エルベンを食餌させることによ
り「温」の食材に変えることができると考えられている。 
カオカボンバの生育場所は全域、採食時期は 4 月～9 月、採食部位は花、葉である。
高さは 10cm～20cm。この植物の花は春先に咲くため、ヤギは 5 月から食べられる。 
ケンゲリギ･オブスンの生育場所は山の南麓、採食時期は 7～9 月、採食部位は小枝と
葉、花である。高さは約 15cm～50cm。家畜の糞がある場所で多く自生する。ヤギを肥
らせると共に乳量を増加させる。 
シキリ･ブヤの生育場所は平野、採食時期は 7～9 月、採食部位は小枝と葉である。高
さは約 20cm～50cm である。草の味が甘いためヤギが好む。 
ダラン・トブチの生育場所は谷、採食時期は 7 月、採食部位は花と葉である。高さは
約 30cm～50cm。 
ツウール・オブスンの生育場所は全域、採食時期は 4～9 月、採食部位は葉である。こ
の植物の高さは約 10cm～15cm。春先に食べられる植物である。 
ノハン･アラーの生育場所は平野、採食時期は 7 月、採食部位は葉である。高さは約
30cm～70cm。 
ヤマン・ゼレゲンの生育場所は山の南麓、採食時期は 7 月～12 月、採食部位は若芽と
小枝と葉である。高さは約 20cm～70cm。冬、草が乏しい時に、ヤギがよく採食する。 
 以上の内容から、ヤギもキク科の野生植物を好んで食べる。 
 
5.3.2 大型家畜が好む野生植物 
 
大型家畜とはウシ、ウマ、ラクダである。それらの家畜が食べる野生植物は合計 23
種である。その内訳は、ウシが食べるのは 16 種で、ウマが食べるのは 7 種、ラクダが
食べるのは 8 種である。 
 
（1）ウシが好む野生植物 
ウシが好む植物は 16 種である。その内訳はキク科 3 種、タデ科 1 種、クワ科 1 種、
トウダイグサ科 1 種、マメ科 1 種、イネ科 3 種、ガマ科 1 種、アヤメ科 1 種、オオバコ
科 1 種、バラ科 1 種、科名不明が 2 種である（表 5―4）。 
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         表 5―4 ウシが好む野生植物一覧（16 種） 
No（植物） 科名 場所 時期 部位 
7（エルベン） キク科 山の南麓 7～9 月 地上部 
9（ウスン･オブスン） キク科 全域 7～9 月 地上部 
10（ウスン・シミリデグ） タデ科 平野、谷 7～9 月 地上部 
14（オルスン） クワ科 全域 7 月 若芽、小枝、葉 
15（カオカボンバ） キク科 全域 4～9 月 地上部 
16（ガザル･ベェレェチ） トウダイグサ
科 
全域 7 月 地上部 
26（シキリ･ブヤ） マメ科 平野 7～9 月 地上部 
29（ズゥン･オブスン） イネ科 山の低地、平
野 
6 月 若芽 
31（ゼゲスン） ガマ科 湿地、森林 7～9 月 若芽、小枝、葉 
36（タン・オブスン） ― 平野、谷、森
林 
7～9 月 地上部 
39（ツァキレデゲ） アヤメ科 全域 7 月 葉 
40（ツウール・オブスン） オオバコ科 全域 4～9 月 地上部 
43 （トゥング） イネ科 全域 6～12 月 若芽、小枝、葉 
47（ノハン・ホショ） バラ科 森林 7 月 葉 
58（ホチ・オブスン） ― 平野 7 月 地上部 
62（ホルスン） イネ科 森林 7～9 月 若芽、小枝、葉 
 
エルベンの生育場所は山の南麓で、採食時期は 7 月～9 月、採食部位は地上部である。
高さは約 40cm～70cm。家畜を肥らせ、産乳量を増し、肉を美味しくする効果があると
いう。 
ウスン･オブスンの生育場所は全域、採食時期は 7～9 月、採食部位は地上部である。高
さは約 50cm～1m。この植物は柔らかく、食べやすいといわれている。No.9 はウシが良
く好む野生植物で、産乳量を増やす野生植物であると考えられている。 
ウスン・シミリデグの生育場所は平野と谷、採食時期は 7～9 月、採食部位は地上部で
ある。高さは約 60cm～1m。No.9 と似た特徴があり、柔らかく、小枝は折れ易いため、
ウシが好んで食べる。ウシの産乳量が増えると言われる。 
オルスンの生育場所は全域、採食時期は 7 月、採食部位は若芽、小枝、葉である。高
さは約 1m～1.5m。雨が降って、この植物が柔らかくなった時に食べる。しかし食べ過
ぎると下痢になる恐れがある。 
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カオカボンバの生育場所は全域、採食時期は 4 月～9 月、採食部位は地上部である。
高さは約 10cm～20cm。春先に食べられる植物である。 
ガザル･ベェレェチの生育場所は全域、採食時期は 7 月、採食部位は地上部である。高
さは約 10cm～40cm。 
シキリ･ブヤの生育場所は平野、採食時期は 7～9 月、採食部位は地上部である。高さ
は約 20cm～50cm。 
ズゥン･オブスンの生育場所は山の低地と平野、採食時期は 6 月、採食部位は若芽であ
る。高さは約 40cm～70cm。この植物が生えている場所でヒツジを放牧しない。その理
由は茎の針がヒツジの皮に刺さる恐れがあるためである。 
ゼゲスンの生育場所は湿地、森林、採食時期は 7～9 月、採食部位は若芽、小枝、葉
である。高さは約 1m～1.5m。この植物は背が高く、ウシがよく食べる。 
タン・オブスンの生育場所は平野、谷、森林、採食時期は 7～9 月、採食部位は地上部
である。高さは約 1m～1.2m。 
ツァキレデゲの生育場所は全域、採食時期は 7 月、採食部位は葉である。高さは約 40cm
～60cm。 
ツウール・オブスンの生育場所は全域、採食時期は 4～9 月、採食部位は地上部である。
この植物の高さは約 10cm～15cm。 
トゥングの生育場所は全域、採食時期は 6～12 月、採食部位は若芽、小枝、葉である。
高さは約 70cm～1.5m。 
ノハン・ホショの生育場所は森林、採食時期は 7 月、採食部位は葉である。高さは約
1m～2m。 
ホチ・オブスンの生育場所は平野、採食時期は 7 月、採食部位は地上部である。1m～
1.5m。この植物は柔らかく、背が高いためウシが好む。 
ホルスンの生育場所は森林、採食時期は 7～9 月、採食部位は若芽、小枝と葉である。
高さは約 1m～1.5m。この植物の背が高いため、ウシがよく食べる。 
 以上の内容から、ウシはキク科とイネ科の植物よく好む。また、背が高い植物を好み、
地上部を良く食べていることがわかる。 
 
（2）ウマが好む野生植物 
ウマが好む植物は 7 種である。その内訳はキク科 3 種、アブラナ科 1 種、マメ科 2 種、
オオバコ科 1 種である（表 5―5）。 
 
         表 5―5 ウマが好む野生植物一覧（7 種） 
No（植物） 科名 場所 時期 部位 
7（エルベン） キク科 山 の 南
麓 
7～9 月 地上部 
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15（カオカボンバ） キク科 全域 4～9 月 地上部 
18（キチ） アブラナ科 平野 7 月 枝、葉 
26（シキリ･ブヤ） マメ科 平野 7～9 月 地上部 
40（ツウール・オブスン） オオバコ科 全域 5～9 月 地上部 
57（ベデ） マメ科 平野 6 月 地上部 
64（モルン･シャルラジン） キク科 全域 7～9 月 枝、葉 
 
エルベンの生育場所は山の南麓で、採食時期は 7 月～9 月である。採食部位は地上部
である。飼育に良い植物である。高さは約 40cm～70cm である。家畜を肥らせ、産乳量
を増し、肉を美味しくする効果があるという。 
カオカボンバの生育場所は全域、採食時期は 4 月～9 月、採食部位は地上部である。
高さは約 10cm～20cm。 
キチの生育場所は平野、採食時期は 7 月、採食部位は枝と葉である。高さは約 30cm
～60cm。食べ過ぎるとウマが下痢をする恐れがある。 
シキリ･ブヤの生育場所は平野、採食時期は 7～9 月、採食部位は地上部である。高さ
は約 20cm～50cm。 
ツウール・オブスンの生育場所は全域、採食時期は 4～9、採食部位は地上部である。
この植物の高さは約 10cm～15cm。 
ベデの生育場所は平野、採食時期は 6 月、採食部位は地上部である。高さは約 20cm
～40cm。食べ過ぎると下痢をするため、牧畜民は適量を食べさせるように努めている。 
モルン･シャルラジン生育場所は全域、採食時期は 7～9 月、採食部位は枝と葉である。
高さは約 50cm～80cm。この植物の背が高いためウマがよく食べる。 
 以上の内容からウマは主にキク科の植物、背が高い植物を好むことがわかる。 
 
（3）ラクダが好む野生植物 
 ラクダが好む植物は 8 種である。その内訳はキク科 4 種、オオバコ科 1 種、イネ科 1
種、イラクサ科 1 種、マオウ科 1 種である（表 5―6）。 
 
表 5―6 ラクダが好む野生植物一覧（8 種） 
No（植物） 科名 場所 時期 部位 
7（エルベン） キク科 山の南麓 7～9 月 地上部 
15（カオカボンバ） キク科 全域 4～9 月 地上部 
40（ツウール・オブスン） オオバコ科 全域 4～9 月 地上部 
43（トゥング） イネ科 全域 6～12 月 若芽、小
枝、葉 
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49（ハタガチン・セセゲ） キク科 全域 7 月 葉、花 
52（ハルハ） イラクサ科 全域 7～10 月 葉 
65（ヤマン・ゼレゲン） マオウ科 山の南麓 7～12 月 若芽、小
枝、葉 
67（ロシゥグ） キク科 全域 7 月 葉 
 
エルベンの生育場所は山の南麓で、採食時期は 7 月～9 月である。採食部位は地上部
である。高さは約 40cm～70cm である。家畜を肥らせ、産乳量を増し、肉を美味しくす
る効果があるという。 
カオカボンバの生育場所は全域、採食時期は 4 月～9 月、採食部位は地上部である。
高さは約 10cm～20cm。 
ツウール・オブスンの生育場所は全域、採食時期は 4～9 月、採食部位は地上部である。
高さは約 10cm～15m。 
トゥングの生育場所は全域、採食時期は 6～12 月、採食部位は若芽、小枝と葉である。
高さは約 70cm～1.5m。 
ハタガチン・セセゲの生育場所は全域、採食時期は 7 月、採食部位は葉と花である。
高さは約 50cm～70cm。ラクダは棘が付いている植物を良く食べる。 
ハルハの生育場所は全域、採食時期は 7 月～10 月、採食部位は葉である。高さは約
50cm～1m。ラクダが好んで採食する代表的な草である。 
ヤマン・ゼレゲンの生育場所は山の南麓、採食時期は 7 月～12 月、採食部位は若芽、
小枝と葉である。高さは約 20cm～7ocm。冬でも食べる。 
ロシゥグの生育場所は全域、採食時期は 7 月、採食部位は葉である。高さは約 40cm
～60cm。棘があるためラクダが好む。 
以上をまとめると、ラクダはキク科の野生植物を多く好む。それ以外にイネ科、イラ
クサ科、マオウ科の植物も食べる。ウシやウマが採取しない棘のある植物も好む。 
 
5.4 肥育に適した植物 
 
牧畜民が家畜の肥育に適応した良い餌になると考える植物は 2 種である。それらの植
物は No.7 のエルベンと No.20 のケンゲリギ･オブスンである（表 5―7）。 
 
表 5―7 肥育に適応した野生植物（2 種） 
No（植物） 科名 場所 時期 部位 家畜 
7（エルベン） キク科 山 の 南
麓 
7～9 月 小枝、葉、
地上部 
五畜 
20（ケンゲリギ･オブスン） アブラナ科 山 の 南 7～9 月 葉、小枝、 ヒツジ、
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麓 花 ヤギ 
 
エルベンは山の南麓で生育、採食時期は 7 月～9 月、採食部位は小枝と葉と地上部で
ある。五畜がよく食べる。 
ケンゲリギ･オブスンの生育場所は山の南麓、採食時期は 7～9 月、採食部位は葉、小
枝と花である。ヒツジとヤギがよく食べる。 
以上の 2 種の野生植物は家畜を肥らせ、産乳量を増し、肉を美味しくする効果がある
という。東洋医学ではヤギの肉は「冷」の食材であるが、これらの植物を食餌させるこ
とにより「温」の食材に変えることができると考えられている。 
 
5.5 春先に食べられる植物 
 
家畜が春先に食べられる植物は 2 種ある。それは No.15 のカオカボンバと No.40 のツ
ウール・オブスンである。（表 5―8）。 
 
表 5―8  春先に食べられる野生植物 
No（植物） 科名 場所 時期 部位 家畜 
15（カオカボンバ） キク科 全域 4月～9月 葉、地上部 五畜 
40（ツウール・オブスン） オオバコ科 全域 4月～9月 葉、地上部 五畜 
 
カオカボンバの生育場所は全域、採食時期は 4 月～9 月、採食部位は葉と地上部で、
全ての家畜が食べる。その中で、ヒツジは花の部分を特に好む。この植物には棘がなく、
柔らかいため、小家畜も好んで採食する。春に早くから咲き始め、平野は黄色一色に染
まる。 
ツウール・オブスン生育場所は全域、採食時期が 4 月～9 月、採食部位は葉と地上部
である。全域で生育するため、五畜がどこでも食べられる野生植物である。 
これらの 2 種は春に他の植物に先がけて成長する草である。秋に刈り集めて保存した
餌は厳しい冬から春までの間に食べつくされる。その頃、これらの野生植物が成長して、
家畜の餌となり、乳量を増加させる役割を果たしている。 
 
5.6 家畜に与える時注意が必要な植物 
 
家畜の餌にする際、気を付ける必要がある植物は 3 種ある。それは No.14 のオルスン、
No.29 のズゥン･オブスン、No.67 のロシゥグである（表 5―9）。 
 
表 5―9 家畜に与える時注意が必要な植物 
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No（現地名） 科名 場所 時期 部位 家畜 
14（オルスン） クワ科 全域 7 月 小枝、若芽、
葉 
ウシ 
29（ズゥン･オブスン） イネ科 山の低地、平野 6 月 若芽 ウシ 
67（ロシゥグ） キク科 全域 7 月 葉 ラクダ 
 
オルスンは全域で生育し、採食時期は 7 月、採食部位は小枝と若芽、葉である。雨が
降った後、ウシが食べる。その理由は雨が降った後、この植物が柔らかくなるからであ
る。しかし、ウシが食べ過ぎると下痢になる恐れがある。そのため、牧畜民はたくさん
食べさせないように努める。 
 ズゥン･オブスンの生育場所は山の低地、平野である。採食時期は 6 月、採食部位は
若芽である。主にウシが食べる。この植物が生えている場所では、ヒツジを放牧しない。
その理由は茎の針がヒツジに刺さる恐れがあるためである。 
ロシゥグの生育場所は全域、採食時期は 7 月、食べる部位は葉である。この植物が生
えている場所でもヒツジを放牧しない。ズゥン･オブスンの場合と同じく、その棘によ
ってヒツジの毛がからめ取られ、切断される恐れがあるからである。 
 
小括 
 
本章では家畜用として利用されている野生植物 32 種を取り上げ、肥育に適した植物、
春先に食べられる植物、家畜に与える時注意が必要な植物に分類して記述した。 
家畜によって採食する植物が異なり、小家畜は、キク科の植物を好む。ヒツジは花、
ヤギは花、小枝、葉の部位を好む。大型家畜はキク科・イネ科・イラクサ科の植物を好
んで食べる。ウシとウマは地上体の部位を採食し、ラクダは花と棘付きの植物を好む。
肥育に適した植物と春先に食べられる植物は家畜にとって重要な餌となり、家畜を肥育
し、乳量を増加させる役割を果たしている。それらの中には家畜の「冷性」を「温性」
に変えると言われる植物も含まれる。牧畜民は家畜に与える時注意が必要な植物は放牧
知識を重ねてきた。それらは現在でもオイラト・モンゴル人の放牧管理に生かされてい
る。 
植物の生育地は、大きく 8 つの地形に分けられる。8 つの地形とは山の頂の草地、山
の南麓、山の北麓、谷、山の低地、褶曲山脈、平野、湿地、森林である。これらは野生
植物の生育地である共に放牧地でもある。家畜用の場合、家畜が好む植物は最も多いの
は山谷で 7 種、次いで平野で 5 種、森林で 4 種、山の低地 3 種、山の南麓と北麓と湿地
それぞれ 1 種であった。 
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6 結論 野生植物利用から見たオイラト・モンゴル文化 
 
本研究のテーマは中国新疆ウイグル自治区西端に位置するイリ・カザフ自治州テケス
県の植生に恵まれた天山山脈に居住するオイラト・モンゴル人の野生植物利用文化であ
る。 
筆者が 8 年間、主として中国新疆ウイグル自治区イリ・カザフ自治州テケス県のオイ
ラト・モンゴル人を対象に実地調査を行なった。オイラト・モンゴル人は様々な野生植
物を利用している。自然環境から見ると、テケス県は新疆北西部に位置する。ここは海
から一番遠い地域であっても、植生が良い地域である。その理由は天山山脈の雪と氷河
が溶けて、海に入らず、すべてが土に吸い込まれるため、野生植物が自生する自然環境
の条件となる。このような自然環境条件によって、山の草原や耕地が広がれ、牧畜、農
業が盛んである。平野では農業、山岳地では牧畜が行われている。平野の標高は 900m
以上で、山岳地の最高標高は約 4900m である。特異な地形、気候、環境によって多種
多様な植物が自生し、様々な利用が盛んであるが、その知識は文字として残されていな
かった。 
調査対象は民間医師 2 名、農耕民 4 名、牧畜民 2 名の計 8 名である。本研究では彼ら
が利用してきた野生植物利用文化を取り上げた。彼らは衣食住からその精神生活におよ
ぶ生活のあらゆる面において、野生植物と密接に結びつきながら生活を続けている。 
彼らが認識している植物は 105 種であった。これらの野生植物のうち、利用されてい
るのは 67 種である。利用されていないのは 38 種である。本論では、利用されている
67 種を取り上げた。内訳は薬用が 18 種（20 パーセント）、食用が 21 種（23 パーセン
ト）、日常生活用が 19 種（22 パーセント）、家畜用が 32 種（38 パーセント）である。1
種の野生植物に複数の用途がある場合も見られる。 
 本論では、野生植物の分類と利用に着目し、薬用、食用、日常生活用、家畜用を詳述
した。 
 
6.1 野生植物の認識 
 
まず、オイラト・モンゴル人の野生植物に対する認識を分類、生育地、利用部位とい
う 3 つの点からから考察する。 
 
（1）分類 
まず、分類から見ると形態と用途別の 2 つの分類がある。 
形態に応じて大きく草と樹木と花卉の三つに分類する。その中でさらに、草は果実か、
野菜かによって野生果物と野生山菜に分類される。樹木は果実の有無によって果樹と普
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通の樹木と分類される。 
テケス県で利用されている 67 種の野生植物は利用のカテゴリ―においる薬用、食用、
日常生活用、家畜用の 4 つの用途に分類される。 
薬用は 18 種ある。薬用植物はさらに大きく、身体の外部から働きかける方法（15 種）
と内部から働きをかける方法（3 種）の 2 つに分類される。外部から働きかける方法に
は塗擦、貼付、洗う、燻蒸薬浴の 4 つの方法がある。内部から働きをかける方法には服
用と薬膳料理の 2 種の方法がある。 
食用は 21 種ある。食用植物はさらに形態によって野生果物（10 種）、野生野菜（3 種）、
草（7 種）と樹木（1 種）に分類される。それぞれは食べられ方によって分類される。
野生果物は生食、乾燥食、ジャム食、チーズによる味付け食の 4 つである。野生野菜は
肉スープうどん料理、炒め物、蒸し料理の 3 つがある。草は飲み物の味付け、啜る、茶
葉、噛む、生食の 5 種である。樹木の食べ方は噛んで食べる。 
日常生活用は 19 種ある。日常生活用植物はさらに用途によって生活資材用（15 種）、
宗教用（2 種）と遊戯用具用（4 種）に分類される。生活資材用には染色、獣皮を燻す、
紐、タワシ、ほうき、つまようじ、畜舎、石鹸、枕、嗅ぎ煙草、トイレットペーパー、
うがい、鼠除け、馬の鞭の 14 の用途がある。宗教用は線香と仏灯の芯用と 2 つの用途
がある。遊戯用具用には吹き飛ばす、ネックレス、探す遊びの 3 つの用途がある。 
家畜用は 32 種である。32 種のうち、家畜の好む植物には肥育に適した植物が 2 種、
春先に食べられる植物が 2 種、家畜に注意する植物が 4 種ある。 
これまでの研究で地域によって分類の相違が見られる。以下、植物の分類に関する 3
つの研究を比較してみたい（表 6―1）。 
一つは、沖縄の半農半漁では、野生植物は大きく生計維持、住、衣、工芸および特殊
用途、薬、儀礼・忌避、娯楽と 7 つに分類されている（山田 1977）。 
次は、シベリアのツンドラ地域のトナカイ遊牧民コリヤークの事例では大きく生計維
持（食物、生活用具、燃料、飼料、肥料、魚毒）、住（建材、防風）衣、工芸および特
殊用途（染料、結束、その他）、薬、儀礼・忌避など、娯楽（遊ぶ、観賞）に分類され
ている （呉人・斉藤 2005）。 
最後に、アフリカのエチオピア南西部の森林農耕民マジヤンギルの事例では大きく食
料・飲料、建材・囲い、衣料、装飾、儀礼、薬、娯楽・遊具、燃料、生業、生活道具、
蜜源、その他（間接利用）10 の種に分類されている（佐藤 2014）。 
これまでの研究で地域によって分類の相違が見られる。本論では、野生植物の用途分
類に関する 3 つの研究を比較してみた。それは、沖縄の半農半漁業の地域、シベリアの
トナカイ牧畜地域、アフリカの森林農耕とテケス県の半農半牧地域である。三つの地域
の分類の生活道具、燃料、住（建材、囲い、防風）、衣料、装飾、工芸および特殊用途
（染料）は生活資材に含まれ、儀礼と忌避が信仰に含まれる。娯楽（遊ぶ、観賞） 
と遊具は遊戯道具に含まれている。 
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表 6―1 用途分類の比較 
沖縄 
（半農半漁） 
シベリア 
（トナカイ牧畜） 
アフリカ 
（森林農耕） 
テケス 
（牧畜、農耕） 
生計維持 
（食物、生活用具、 
生産道具、燃料、飼料、
肥料、魚毒） 
生計維持 
（食物、生活用具、
燃料、飼料、肥料、
魚毒） 
食料・飲料、 
蜜源 
食 
 
生活道具 日常生活（生活資
材） 燃料 
生業 家畜 
住（建材、防風） 住（建材、防風） 建材、囲い 日常生活 
（生活資材） 
 
衣 衣 衣料、装飾、 
工芸および特殊用途 
（染料、結束、その他） 
工芸および特殊用途 
（染料、結束） 
― 
薬 薬 薬 薬 
儀礼・忌避 儀礼 儀礼 日常生活（信仰） 
忌避 ― 
娯楽（遊ぶ、観賞） 娯楽（遊ぶ、観賞） 娯楽・遊具と 
その他 
日常生活 
（遊戯道具） 
 
（2）生育地 
野生植物の採集場所とは植物の生育地である。 
オイラト・モンゴル人の野生植物の採集場所は野生植物の生育地でもある。野生植物
一覧から植物の生育地をまとめたのが表 6－2 である。生育地として言及されるのは地
形名称である。地形が高いと認識されているものに順じて高い方から低い方に並べてい
る。人々は採集する植物がどこに生育しているのかを熟知している。なぜなら同じ薬草
でも生育している場所によって効果が異なると考えられているからである。 
シリとは山の頂の草地をいう。草が良く、夏は涼しい。オルクン・ガザルとは山の南
麓をいう。山の日が当たって暖かい山の斜面をいう。アル・ガザルとは山の北麓をいう。
日が当たらない涼しい山の斜面をいう。ゴリとは山谷をいう。アダラガン・ガザルとは
山の低地をいう。コデ・ガザルとは平野をいう。シレギとは湿地をいう。トハとは河の
両側の森をいう。 
 
表 6－2 野生植物の生育地 
地形名称 日本語訳 
- 全域 
シリ（ʃil） 山の頂の草地 
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オルクン・ガザル（ölkyn ɡɑzar） 山の南麓 
アル・ガザル（ɑr ɡɑzar） 山の北麓 
ゴリ（ɡᴐl） 山谷 
アダラガン・ガザル（ɑdɑrɡǝn ɡɑzar） 山の低地 
コデ・ガザル（köde ɡɑzar） 平野 
シレギ（ʃiriɡ） 湿地 
トハ（tᴐχɑ） 森林 
 
さらに、これらの生育地は薬・食・日常生活用植物の生育地と家畜用の植物の生育地
の 2 つに分類できる。 
薬、食、日常生活に利用する野生植物は 48 種ある。生育地として最も多いのが山谷
で 22 種ある。一番少ないのは山の低地と湿地で、それぞれ 2 種であった。 
家畜用の場合、家畜が好む植物は最も多いのは山谷で 7 種、次いで平野で 5 種、森林
で 4 種、山の低地 3 種、山の南麓と北麓と湿地それぞれ 1 種であった。 
山谷は民間医師と農耕民が居住する平野から距離が近く約 5km である。そのため、
いつでも採集し利用できる。 
家畜用植物の分布認識から、オイラト・モンゴル人の地形名称は移牧と関係があると
いえる。なかでも、牧畜民も山谷で野生植物の採集することが多い。それは山谷に利用
する野生植物が多いことに加え、春と夏の放牧地であるからである。 
 
（3）利用部位 
最後に野生植物の採集部位において、オイラト・モンゴル人の独特な分類がある。彼
らが認識している採集部位には 18 種ある。それは全体、根以外の地上にある部分、根
全体、地上の根とひげ根、主根から茎まで、茎、枝、小枝、葉、比較的に大きく、扁平
な葉、種子、果実、花、若芽、樹液、白い色の樹液（乳液）、油っぽくの樹液、皮、綿
毛である。草、樹木、花卉は用途の区別はない。 
用途によって利用する部位が異なる。薬用では主に根を利用することが多い。食用に
は果実の部位が多い。日常生活には枝、全体が多い。家畜用は葉、花、小枝、若芽が多
い。 
 
6.2 野生植物の採集と保存技術 
 
オイラト・モンゴル人は野生植物を日常生活のあらゆる面で様々な方法で利用してい
る。 
採集の時期から見ると、用途によって採集時期が異なる。薬用は 7 月~9 月、食用は 5
月～10 月、日常生活用は 5 月～11 月、家畜の採食は 4 月～11 月であることが明らかに
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なった。 
採集方法から見ると、道具を使う場合と使わない場合がある 
道具を利用しない場合、摘み取る、折って取る、枝を振るって取るなどがある。利用
する道具は、棒、ナイフ、鎌、石斧である。部位と植物の硬さ、高さによって使う道具
と採集方法が異なる。 
保存から見ると、オイラト・モンゴル人は野生植物を天日自然乾燥させて、保存する。 
保存されるのは薬用と食用である。 
薬草の保存法は、一般的には自然乾燥である。乾燥させる時、通常は日陰の風通しの
よい所で簀子や新聞の上に並べて乾燥させる。また、採取袋などに入れ、袋を開いて乾
燥させる。根を煎じて服用として使う場合、土を洗い、皮をむいて天日で乾燥させて保
存する。 
食用の場合、果実を天日で自然乾燥させて保存する。保存品は季節に関係なく一年中
食べられる。これは地域自然環境に適応した保存方法と言える。野生植物の乾燥方法は
天日自然乾燥方法で、それは保存方法でもある。 
 
6.3 野生植物の多様な利用文化 
 
（1）薬用から見た多様な治療法と病気観 
野生植物で薬用利用されているのは 18 種である。用途に応じて大きく 2 つに分けら
れる。それは塗擦、貼付、洗う、燻蒸薬浴という外部から働きをかける方法と服用と薬
膳料理という内部から働きをかける方法である。 
薬草は人間の病気だけではなく、家畜も治療する。人間の場合には外部からの塗擦、
貼付、洗う、燻蒸薬浴と内部からの服用と薬膳料理という 6 つの治療法がある。家畜の
場合には塗擦、貼付と洗うという 3 つがある。家畜には内部から働きをかける方法はな
い。 
オイラト・モンゴル人は病気を熱い質の病気と冷たい質の病気と認識し、薬膳料理で
治療する。薬草知識の面から見ると、民間医師だけではなく、農耕民そして牧畜民にも
共有されていることが明らかになった。 
 
（2）ルール・禁忌とオイラト・モンゴル人の生命観 
植物はオイラト・モンゴル人の精神世界と密接な関係である。植物はさらに人間の生
命に影響し、特別な力をもつと信じている。野生植物を利用する際、一定のルール、タ
ブーと禁忌がある。それは薬草に特に多い。例えば、薬草の地上の部位を用いる場合、
根を残す、根を取る場合でも、無理に引き抜かず、小型スコップでそっと掘り出す。掘
った後は、土を元に戻しておく、薬草を根こそぎ採集せず、一部を残しておくようにす
る。 
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植物の採集において様々なタブーもある。採集に当たり、薬効が高い時期が選ばれ、
症状にあわせて、治療を行う。植物は単なる草ではなく、病気を治す薬、食品と考えて
いる。そのため薬草がある場所にゴミを捨ててはいけない。薬草がある場所を汚くして
はいけない。若芽や未成熟の植物の採集を戒める禁忌もある。例えば、植物は成熟して
ないうちに取ったり、切ったりすることと春、植物の若芽、生育しはじめている植物を
切ったり、摘んだりしてはいけない。そのため、植物の花なども取るのはダメで「人の
寿命が短くなる」と表現されており、このようなタブーを破ると寿命に影響すると信じ
ている。採集する際のルール、タブーと禁忌から生活を自然と草に頼る人々にとって、
植物の生育地およびその周辺をきれいに保つように戒めていることが大切であること
がわかる。 
 
（3）食用利用から見た地域的な食文化 
野生植物で食用利用されているのは 21 種である。それらは植物の形態に応じて野生
果物、野生野菜、草、樹木と分類される。野生果物には生食、乾燥食、ジャム食、チー
ズによる味付け食がある。野生山菜には肉スープうどん料理、炒め物、蒸し料理がある。
草には飲み物の味付け、啜る、茶葉、噛む、生食などの食べ方がある。樹木には噛むと
いう食べ方がある。 
食用植物は自然環境と牧業生活に応じてできた天日乾燥の食べ方、保存法と乳製品に
入れて利用するという地域的な特徴が判断される。そのため、食用植物はオイラト・モ
ンゴル人の生業と深く関連していることが明らかになった。野生植物は彼らにとって食
文化の一つであるが中心的な食品ではない。しかしながら、採集して食べることは楽し
みであり、さらに結婚式や春節や来客の際、供するなどおもてなしの意を表す社会的な
役割を果たしていることが明らかである。 
 
（4）日常生活における野生植物の役割 
テケス県のオイラト・モンゴル人において、野生植物は食と薬の原料だけではなく、
生活資材の染色、獣皮を燻す素材、紐、タワシ、ほうき、つまようじ、畜舎、石鹸、枕、
嗅ぎ煙草、トイレットペーパー、うがい、鼠除け、馬の鞭と宗教用の焼香と仏灯の芯用
などの様々な利用と子供の遊びなどとも強く結びつき、その用途は多岐にわたっている。
それは植物に関する伝統知識である共にオイラト・モンゴルの人々の生活を支え、大き
な役割を果たしてきた。 
 
（5）家畜用からみた家畜の嗜好性と放牧管理 
家畜が好む植物として認識されている野生植物は 32 種あった。本論では家畜用植物
を記述した。 
家畜用植物には小家畜のヒツジ、ヤギの好む植物と大型のウシ・ウマとラクダの好む
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植物がある。家畜によって採食する植物が異なる。小家畜は背が低く、キク科の植物を
好むのが多い。ヒツジは花、ヤギは花、小枝、葉の部位を好む。大型家畜は背が高く、
キク科、イネ科、イラクサ科の植物を好む。ウシとウマは地上体の部位を採食する。ラ
クダは花と棘付きの植物を好む。 
家畜の好む植物の中で、肥育に適した植物、春先に食べられる植物、家畜に与える時
注意が必要な植物が含まれる。肥育に適した植物、春先に食べられる植物は家畜にとっ
て重要な餌となり、家畜を肥育し、乳量を増加させる役割を果たしている。さらに家畜
の「冷性」を「温性」に変える効果もある。家畜に与える時注意が必要な植物は牧畜民
の放牧知識で、それによって、放牧管理を把握できると考えられる。以上のような家畜
用植物に関する牧畜民の知識は、放牧管理と密接な関係にある。 
 
（6）野生植物の利用文化の現状 
野生植物の利用状況をみると、薬用 18 種のうち 10 種（60 パーセント）、食用の 21
種のうち 7 種（35 パーセント）、日常生活用 19 種のうち 7 種（40 パーセント）がすで
に利用されてない。さらに、現在利用されている植物でも多くが利用されてなくなりつ
つある。 
以上から見る野生植物の多くが利用されてなくなりつつある。また、野生植物に関す
る知識を持っている人の多くは 50 歳代以上の人たちで、40 歳代以下の人たちは野生植
物を見ても、その名称と利用方法を知らないことが多い。今後、テケス県の野生植物に
関する知識と利用が急速に失われる可能性が高いため、野生植物に関する伝統的知識に
ついての伝承が途切れることも懸念される。 
 
 
結語 
 
オイラト・モンゴル人は様々な野生植物を日常生活のあらゆる面で様々な方法で利用
している。研究の意義は以下の 3 つが挙げられる。 
まず、本論はオイラト・モンゴル人が利用する 53 種の植物用途についてはじめて検
討した点である。 
次にテケス県のオイラト・モンゴル人の生業は牧畜であったため、野生植物の利用は
牧畜と深く関連していることである。 
最後、野生植物の利用文化が急激に失われていることである。こうしたことから、オ
イラト・モンゴル人が植物と共存を図ってきた文化の記録として本論文に深い意義があ
るといえるだろう。 
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6.4 今後の課題 
 
まず、オイラト・モンゴル人に伝わってきた物語、英雄叙事詩には様々な野生植物に
関する記録がある。本論文では考察することができなかった。今後の残された課題であ
る。 
まず、本論で聞き取りによって明らかになったが、しかし野生植物の同定をできなか
った植物もある。図鑑にもとづいて聞き取りした野生植物および聞き取りのみの野生植
物について、実地調査による同定が必要であると考える。 
次に、テケス県では様々な民族が居住している。合計 23 の民族が居住し、そのうち
移牧を行っている民族はオイラト・モンゴル人以外に、カザフ人、キリギス人がいる。
今後の調査では、テケス県で居住している周辺の牧畜民民族において調査を行い、オイ
ラト・モンゴル人と比較し、植物の利用の共通点と差異点を明らかにしたい。 
最後に、オイラト・モンゴル人は、新疆イリ・カザフ自治州以外、青海省、甘粛省、
内モンゴル自治区エジネー旗、そしてモンゴル国西部、ロシアのカルムイク共和国など
で暮らしている。本研究で取り上げた野生植物は他の地域のオイラト・モンゴル人の野
生植物も含まれる必要がある。そのため、他の地域に居住しているオイラト・モンゴル
人の野生植物を対象に広く調査を行い、それぞれと比較し、地域的な特徴を明らかにし
たい。 
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資料・野生植物一覧（合計 105種）   
 
（1）本資料の引用文献 
 
植物 No.1～105 の解説で引用した文献は本論の引用文献と重複しているが、この資料
では、本論の番号と異なる番号を付けた。本資料における引用番号とその文献は以下の
通りである。 
 
1. 内モンゴル師範大学生物系・内モンゴル教育出版社理学科学編集室 
1976 『種子植物図鑑』、内モンゴル教育出版社。 
2. 日外アソシエーツ編集部編  
2009 『植物レファレンス事典Ⅱ』、日外アソシエーツ。 
3. バトモンク 
2011 『新疆モンゴル族における薬物図鑑』、新疆科学技術出版社。 
4.  堀田満（代表）ほか 
2002 『世界有用植物事典』、平凡社。 
5. 徐新・巴哈尓古丽・黄尓汗主編 
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8. 林培钧・崔乃然主編 
2000 『天山野果林資源―伊犁野果林综合研究』、中国林业出版社。 
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2006 『新疆北方地域野生資源植物』、新疆科学技术出版社。 
10.  Ц.Володя. Цэрэнбалжир, Ц.Ламжав 
2010 『Монгол орны эмийн ургамал』,Улаанбаатар. 
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2004 『植物レファレンス事典』、日外アソシエーツ。 
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14. 岡田稔編 
2002 『牧野和漢薬草大図鑑 』、北隆館。 
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22. 吉田外司夫 
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（2）利用される野生植物（No.1～67）（50 音順） 
                
 
No. 1 アラタン･ドゥスル・セセゲ [ɑltən dʊsʊl ʦeʦeɡ]   
 
【別名】：― 
【学名】：Inula britannica L.1 
【科名】：キク科 1 
【和名】：オグルマ 2 
【中国語名】：旋覆花 1 
【生物学的分類】：多年生草本 1 
【民俗分類】：草 
【生育場所】：山谷（ゴル）、山の低地（アダラガン・ 
ガザル） 
 
引用 3 
用途：家畜用（第 5 章－参照） 
【採食家畜】：ヒツジとヤギ 
【採食部位】：花、小枝 
【採食時期】：7 月、ヒツジは花の部分を、ヤギは花と小枝をよく食べる。 
【情報源】：牧畜民 B 
【調査方法】：図鑑にもとづく聞き取り 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                                 
1.内モンゴル師範大学（1976） 
2.日外アソシエーツ（2009） 
3.バトモンク（2011） 
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No.2 アラタン･ハルグン [ɑltən χɑrɡʊn]    
         
【別名】：― 
【学名】：Caragana leucophloca Pojark.3 
【科名】：マメ科 3 
【和名】：ムレスズ 4 
【中国語名】：金鸡儿 3 
【生物学的分類】：灌木 1 
【民俗分類】：草 
【生育場所】：山谷（ゴル） 
 
引用 5 
用途：食用（第 3 章－参照） 
【利用部位】：花 
【形状】：円形 
【直径】：1～2cm 
【色】：咲き始めた時は黄色、次第に赤みを帯びてくる。 
【味】：甘味 
【採集時期】：6～7 月 
【採集方法】：摘む 
【食べ方】：酒の味付け；アラタン・ハルグンを酒に漬け込み、飲む。その効能は酒 
毒が下げられ、酔いにくくするとされる。花は保存しない。 
【保存】：しない 
【利用状況】：現在はあまり利用されない。 
【情報源】：農耕民 A 
【調査方法】：図鑑にもとづく聞き取り 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                                 
1.内モンゴル師範大学（1976） 
3.バトモンク（2011） 
4.堀田ほか（2002） 
5.徐ほか（2009） 
132 
 
No.3 アルツン[ɑrʦən] 
               
【別名】：― 
【学名】：Juniperus arenaria（Wils.）Florin6 
【科名】：ヒノキ科 6 
【和名】: 沙地柏 6 
【中国語名】：新疆円柏 6 
【生物学的分類】：常緑低木 6 
【民俗分類】：樹木 
【生育場所】：山の南麓（オルクン・ガ 
ザル）、山谷（ゴル） 
 
 
 
撮影年月：2011 年 9 月 
撮影場所：山谷 
用途 1：薬用（第 2 章－参照） 
【利用部位】：若芽、枝、小枝 
【採集時期】：6 月～10 月 
【採集方法】：ナイフで切って取る。 
【薬効】：関節痛 
【利用法】：足と腕の関節に痛みがでる関節痛をシャリキラン（ʃɑrkilɑn）という。そ
の痛みは五種の薬草が入った薬浴、タブン・アラシャン（tɑven arʃɑn）で
治癒する。薬草は No.3、No.7、No.50、No.52、No.65 の五種である。 
燻蒸薬浴は、メェヘ meχii と呼ばれる小さなテント、ブラー（burɑɑ）で行 
われる。ブラーはヤナギ科の木本の枝を紐で結び、その上に掛物をかけた
ものである。その中に高さが約 1m の竈を作り、その上に溶槽型に成形し
たウマの皮を置き、その中に五種の薬草と水を入れる。薪に点火し、蒸気
を発生させる。ウマの皮はモリン・トソホル（mörün tosχur）と呼ばれる。
モリンはウマの意味で、トソホルは家畜の水いれの意味である。 
ウマの皮の上に穴をあけたスノコ板を置き、患者はその上に横になり、厚
い布団を被る。それによって体を温め、発汗させる。薬浴の温度が下がっ
たら、その薬浴の中に入り、身体を浸す。 
【対象】人間 
【利用状況】：現在はあまり利用されない。 
【情報源】：民間医師 B 
【調査方法】：実地調査 
  
                                                 
6.上海科学技術（1985） 
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用途 2：日常生活用（第 4 章－参照） 
【用途】：うがい、焼香 
【利用部位】：葉、小枝 
【採集時期】：6 月～10 月 
【採集方法】：ナイフで切り取る。 
【利用方法】：うがい；葉と枝を水で約 15 分間煮る。この煮汁でうがいをして歯を清
潔にする。歯の痛いとき、虫歯の予防のとき、口臭のある時だけ利用す
る。 
      焼香；葉、枝を燃やして香りを出す。 
【利用状況】：焼香；利用されている、うがい；現在はあまり利用されない。 
【情報源】：農耕民 C 
【調査方法】：実地調査 
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No.4  エンギセグ[eŋsiɡ]  
          
【別名】― 
【学名】：Lithospermun officinale L. 2 
【科名】：ムラサキ科 3 
【和名】：ムラサキ 2 
【中国語名】：新疆紫草 3 
【生物学的分類】：多年生草本 1 
【民俗分類】：草 
【生育場所】：山谷（ゴル） 
 
 
引用 3 
用途：日常生活用（第 4 章－参照） 
【用途】：染色（口紅、フェルト地） 
【利用部位】：根 
【採集時期】：7 月～9 月 
【採集方法】：棒で掘って取る。 
【利用方法】：口紅；根を煮ると、煮汁は赤色になる。結婚式のとき化粧のために口
に塗る。 
       フェルト地の染色；煮汁に羊毛を浸けて置くと、赤色になるので、フ 
ェルト地の染色材料として利用する。 
【利用状況】: 現在はあまり利用されない。 
【情報源】：農耕民 A 
【調査方法】：図鑑にもとづく聞き取り  
 
 
 
 
 
  
                                                 
1.内モンゴル師範大学（1976）  
2.日外アソシエーツ（2009） 
3.バトモンク（2011） 
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No.5 エンデスン[ændǝsən]   
          
【別名】：マノ[manᴐ] 
【学名】：Inula racemose Hook .f.5 
【科名】：キク科 5 
【和名】：オオグルマ 4 
【中国語名】：土木香 3 
【生物学的分類】：多年生草本 5 
【民俗分類】：草 
【生育場所】：湿地（シレギ）、山の北麓（アル・
ガザル）山谷（ゴル）  
  
引用 3 
用途：薬用（第 2 章－参照） 
【利用部位】：主根から茎の下部までの部位 
【採集時期】：7 月 
【採集方法】：ナイフで切って取る。 
【薬効】：擦過傷、風邪 
【利用法】：擦過傷；ウマやウシに木車を結んで長く使った時、摩擦によって皮にで
きた擦過傷の治療に利用する。エンデスンの主根から茎の下位までの部分
を煎じ、その薬汁で患部を洗う。 
     風邪；主根から茎の下部までの部位を煎じて飲む。 
【対象】：人間、家畜 
【利用状況】：現在はあまり利用されない。 
【情報源】：民間医師 B 
【調査方法】：図鑑にもとづく聞き取り 
 
 
 
 
 
 
  
                                                 
3.バトモンク（2011） 
4.堀田ほか（2002） 
5.徐ほか（2009） 
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No.6 エルミン [ælmin] 
               
【別名】：エイム[æjim] 
【学名：Malus siebersii（Ledeb.）M.Roem.7 
【科名】：バラ科 8 
【和名】：野生リンゴ 7  
【中国語名】：新疆野生苹果 7 
【生物学的分類】：落葉高木 8 
【民俗分類】：樹木 
【生育場所】：山谷（ゴル）、平野（コデ・ガザル） 
 
 
引用 9 
用途：食用（第 3 章－参照） 
【利用部位】：果実 
【形状】：円形 
【直径】：6～8cm 
【色】：赤味を帯びた緑色 
【味】：甘酸味 
【採集時期】：7～9 月 
【採集方法】：熟した果実を長い棒で叩くか、または枝を振って落果させる。 
【食べ方】: 生食；熟した後、落下した果実を拾い、汚れを除いて食べる。 
乾燥食（カホ）；果実を拾って洗い、皮をむいて芯を除く。薄くスライス 
し、3～5 日両面を天日干しにする。薄い布で作った袋に入れて保存する。 
接客や結婚式のお祝いに供する。 
乾燥食（ハドグ）；厚さ 1～ 2cm ほどに薄く切り、鍋に入れて煮る。4kg 
果実に約 300ml の水と 200g 砂糖を加え、よく混ぜながら 30～45 分 
くらい煮る。薄い布で濾した果汁を、食用油を塗った大皿やまな板に薄 
く敷いて干す。1 日後、上下を反転し約 3～4 日間天日干しにする。干し 
たものを折って保存する。村の人や親戚が家に来たとき、お土産として 
渡すこともある。 
【保存】：する 
【利用状況】：利用されている。 
【情報源】：農耕民 B 
【調査方法】：図鑑にもとづく聞き取り 
                                                 
7.池ヶ谷ほか（2009） 
8.林・崔（2000） 
9.王（2006） 
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No.7 エルベン[erβeŋ] 
                            
【別名】：アキ 
【学名】：Artemisia frigida Willd.1 
【科名】：キク科 1 
【和名】：カワラヨモギ 6 
【中国語名】：小白蒿 1 
【生物学的分類】：多年生草本 1 
【民俗分類】：草 
【生育場所】：山の南麓（オルクン・ガザル）  
  
撮影年月：2011 年 9 月  
撮影場所：山の南麓 
用途 1：薬用（第 2 章－参照） 
【利用部位】：地上部 
【採集時期】：7 月～9 月 
【採集方法】：ナイフで切り取る。  
【薬効】：関節痛 
【利用法】：燻蒸薬浴に利用する。（No.3 を参照）。 
【対象】：人間 
【利用状況】：現在はあまり利用されない。 
【情報源】：民間医師 B 
【調査方法】：実地調査 
 
用途 2：家畜用（第 5 章－参照） 
【採食家畜】：ヒツジ、ヤギ、ウシ、ウマ、ラクダ 
【採食部位】：小枝、葉、地上部 
【採食時期】：7 月～9 月、家畜を肥らせ、産乳量を増し、肉を美味しくする効果が 
あるという。東洋医学ではヤギの肉は「冷」の食材であるが、エルベ 
ンを食餌させることにより「温」の食材に変えることができると考え 
ている。 
【情報源】:牧畜民 B 
【調査方法】：実地調査 
 
                                                 
1.内モンゴル師範大学（1976） 
6.上海科学技術（1985） 
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No.8  ウクル･ハル･ボリジラガン[ykyr χɑr bölʤirɣən] 
   
【別名】：― 
【学名】：Rubus caesius L.9 
【科名】：バラ科 9 
【和名】：キイチゴ 4 
【中国語名】：黒果悬钩子 9 
【生物学的分類】：灌木 9 
【民俗分類】：草（野生果物） 
【生育場所】：山の頂の草地（シリ）、山谷（ゴル） 
 
 
引用 9 
用途：食用（第 3 章－参照） 
【利用部位】：果実 
【形状】：球状 
【直径】：1～1.5cm 
【色】：黒色 
【味】：甘味 
【採集時期】：8 月 
【採集方法】：生育地での放牧や薪集めの時、熟したものを摘果。 
【食べ方】：生食 
【保存】：しない 
【利用状況】：現在はあまり利用されない。 
【情報源】：農耕民 B 
【調査方法】：図鑑にもとづく聞き取り 
 
 
 
 
 
  
                                                 
4.堀田ほか（2002） 
9.王（2006） 
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No.9 ウスン･オブスン[ysyn öβsyn] 
       
【別名】：ガシュン･ノガー 
【学名】：Sonchus brachyotus DC.3 
【科名】：キク科 3 
【和名】：ハチジョウナ 11 
【中国語名】：苣荬菜 3 
【生物学的分類】：一年生草本 12 
【民俗分類】：草 
【生育場所】：全域 
 
 
 
撮影年月：2011 年 9 月  
撮影場所：平野 
用途 1：食用（第 3 章－参照） 
【利用部位】：乳液 
【形状】：粘液質 
【直径】：― 
【色】：白色 
【味】：苦味 
【採集時期】：8 月 
【採集方法】：茎を刈り、茎から白い乳液を取る。それを天日で乾燥させる。 
【食べ方】：乾燥した乳液の塊を口の中に含んで噛む。冷たい水を少し口の中に含ん
む。噛みながら水分を何度も吐き出すと苦味が無くなり、白い固めのガ
ム状になる。口寂しい時の嗜好用に用いる。噛みながら音を出して楽し
むこともある。 
【保存】：しない 
【利用状況】：現在はあまり利用されない。 
【情報源】：農耕民 B 
【調査方法】：実地調査 
 
用途 2：家畜用（第 5 章－参照） 
【採食家畜】：ウシ 
【採食部位】：地上部 
【採食時期】：7～9 月、採食部位は地上部で、牛の産乳量を増やす植物であると考 
                                                 
3.バトモンク（2011） 
11.日外アソシエーツ（2004） 
12.オトホン（2008） 
140 
 
えられている。 
【情報源】：農耕民 B 
【調査方法】：実地調査 
 
No.10  ウスン・シミリデグ[ʊsʊn ʃimildiɡ]  
      
【別名】：― 
【学名】：Polygonun hydropiper L.12 
【科名】：タデ科 12 
【和名】：ヤナギタデ 13 
【中国語名】：水蓼 12 
【生物学的分類】：一年生草本 12 
【民俗分類】：草 
【生育場所】山谷（ゴル）、平野（コデ・ガザル） 
 
撮影年月：2011 年 9 月  
撮影場所：平野 
用途：家畜用（第 5 章－参照） 
【採食家畜】：ウシ 
【採食部位】：地上部 
【採食時期】：7～9 月、地上部は柔らかく、小枝は折れ易いため、ウシが好んで食 
べる。牛の産乳量が増えると言われる。 
【情報源】：牧畜民 A 
【調査方法】：実地調査 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
                                                 
12.オトホン（2008） 
13.加藤（1992） 
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No.11  ウレー [ylæː]  
                 
【別名】：ドゥレ 
【学名】：Lasiosphaera fenzlii Reich.3 
【科名】：ホコリタケ科 5 
【和名】：脱皮馬勃 14 
【中国語名】：大马勃 5 
【生物学的分類】：― 
【民俗分類】：草 
【生育場所】：山谷（ゴル） 
  
撮影年月：2011 年 9 月  
撮影場所：山谷 
用途：薬用（第 2 章－参照） 
【利用部位】：全体 
【採集時期】：9 月 
【採集方法】：摘み取る。 
【薬効】：臍の緒の傷を治すといわれる。 
【利用法】：産まれた幼児の臍の緒の傷の回復に利用する。臍の緒の傷の上に貼り、
布で包んで治療する。 
【対象】：人間 
【利用状況】：利用されている。 
【情報源】：民間医師 B 
【調査方法】：実地調査 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                                 
3.バトモンク（2011） 
5.徐ほか（2009） 
14.岡田（2002） 
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No.12 オドバル･セセゲ[ᴐdvɑl ʦeʦeɡ] 
        
【別名】： ― 
【学名】：Chrysanthemum morifolium Ramat.3 
【科名】：キク科 1 
【和名】：キク 14 
【中国語名】：菊花 1 
【生物学的分類】：多年生草本 1 
【民俗分類】：花卉 
【生育場所】：山谷（ゴル） 
  
引用 3 
用途：家畜用（第 5 章－参照） 
【採食家畜】：ヒツジ 
【採食部位】：花 
【採食時期】：7 月 
【情報源】：牧畜民 A 
【調査方法】：図鑑にもとづく聞き取り 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                                 
1.内モンゴル師範大学（1976） 
3.バトモンク（2011） 
14.岡田（2002） 
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No.13  オルグ [öryɡ] 
                         
【別名】：グイラス[guilis ]  
【学名】：Armeniaca uulgaris Lam.8 
【科名】：バラ科 15   
【和名】：ホンアンズ 15 
【中国語名】：野杏 8 
【生物学的分類】：落葉小高木 8 
【民俗分類】：樹木 
【生育場所】：山谷（ゴル）、平野（コデ・ガザ 
ル） 
 
撮影年月：2014 年 2 月  
撮影場所：平野 
用途：食用（第 3 章－参照） 
【利用部位】：果実と種 
【形状】：円形 
【直径】：2～3cm 
【色】：薄黄色 
【味】：甘酸味 
【採集時期】：7 月 
【採集方法】：熟した果実を長い棒で叩くか、
または枝を振って落果させる。 
 
撮影年月：2011 年 9 月 
撮影場所：平野 
【食べ方】：生食；汚れを除いてそのまま食べる。 
乾燥食（カホ）；果実を 2 つに割って種を除く。3～5 日間天日干す。 
甘酸味。客人に供し、村の知人を訪問する際、みやげとして持参する。
または種も乾燥させて食べる。 
ジャム食；約 500g のカホに、水約 100ml と砂糖約 30g を入れて 
約 30 分煮る。冷えた後、よくすりつぶす。ナンに塗って食べる。来客
の際、ミルク茶とナンとジャムを供するのが一般的な作法。 
【保存】：する 
【利用状況】：利用されている。 
【情報源】：農耕民 B 
【調査方法】：実地調査 
 
No.14 オルスン[ᴐlsʊn]  
                                                 
3.バトモンク（2011） 
8.林・崔（2000） 
15.難波・池上（2001） 
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【別名】：― 
【学名】：Cannabis sativa L.3 
【科名】：クワ科 15 
【和名】：アサ 2 
【中国語名】：火痲仁 1 
【生物学的分類】：一年生草本 1 
【民俗分類】：草 
【生育場所】：全域 
 
 
撮影年月：2011 年 9 月     
撮影場所：平野 
用途 1：薬用（第 2 章－参照） 
【利用部位】：油状の樹液 
【採集時期】：7 月 
【採集方法】：切り取る。 
【薬効】：痒病 
【利用法】：樹液を痒い患部に塗る。 
【対象】：人間 
【利用状況】：現在はあまり利用されない。 
【情報源】：民間医師 B 
【調査方法】：実地調査 
 
用途 2：日常生活用（第 4 章－参照） 
【用途】：紐  
【利用部位】：草の皮  
【採集時期】：7 月 
【採集方法】：地上部を刈り、それを水に浸す。 
【利用方法】：オルスンの地上部を鎌で刈る。それを水の中に入れ、重い石を乗せて 
      約 2 日置く。その後、水から取り出して棒で叩き、茎の皮を分別する。 
      分別した皮を捩って紐を作る。 
【利用状況】：現在はあまり利用されない。 
【情報源】：農耕民 C 
                                                 
1.内モンゴル師範大学（1976） 
2.日外アソシエーツ（2009） 
3.バトモンク（2011） 
15.難波・池上（2001） 
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【調査方法】：実地調査 
 
用途 3：家畜用（第 5 章－参照） 
【採食家畜】：ウシ 
【採食部位】：若芽、小枝、葉 
【採食時期】：7 月、雨が降って、柔らかくなった時に食べる。しかし食べ過ぎると 
    下痢になる恐れがある。 
【情報源】：牧畜民 A 
【調査方法】：実地調査 
 
No.15  カオカボンバ[kɑβkɑ bɔmbɑ]  
                   
【別名】：バグバハイ･セセゲ 
【学名】：Taraxacum sp.9 
【科名】：キク科 9 
【和名】：タンポポ 16 
【中国語名】：蒲公英 3 
【生物学的分類】：多年生草本 1 
【民俗分類】：花卉 
【生育場所】：全域 
 
 
撮影年月：2011 年 9 月  
撮影場所：平野 
用途 1:薬用（第 2 章－参照） 
【利用部位】：葉 
【採集時期】：7～9 月 
【採集方法】：折って取る。 
【薬効】：腫れ 
【利用法】：人間や家畜の乳房が腫れた際、生葉を患部に貼って治療する。 
【対象】：人間と家畜 
【利用状況】：利用されている。 
【情報源】：民間医師 B 
【調査方法】：実地調査 
                                                 
1.内モンゴル師範大学（1976） 
3.バトモンク（2011） 
9.王（2006） 
16.カラー植物百科（1974） 
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用途 2：日常生活用（第 4 章－参照） 
【用途】：遊戯用具（吹き飛ばす遊び） 
【利用部位】：綿毛、茎 
【採集時期】：6～9 月 
【採集方法】：茎を折って取る。 
【利用方法】：地上部を取り、綿毛を吹き飛ばして遊ぶ、茎の細い上部を太い部位に
さし入れるように結びネックレスの形にして、首に飾って遊ぶ。 
【利用状況】：利用されている。 
【情報源】：農耕民 D 
【調査方法】：実地調査 
 
用途 3：家畜用（第 5 章―参照） 
【採食家畜】：ヒツジ、ヤギ、ウシ、ウマ、ラクダ 
【採食部位】：花、葉、地上部 
【採食時期】：4～9 月、初春に最初に食べられる植物である。 
【情報源】：牧畜民 B 
【調査方法】：実地調査 
 
No.16  ガザル･ベェレェチ [Gɑzər bereʧ]  
     
【別名】：マルハン･ザラ･オブス 
【学名】：Euphorbia humifusa Willd.3 
【科名】：トウダイグサ科 3 
【和名】：ニシキソウ 2 
【中国語名】：地綿草 3 
【生物学的分類】：一年生草本 12 
【民俗分類】：草 
【生育場所】：全域 
 
 
 
撮影年月：2011 年 9 月  
撮影場所：平野 
                                                 
2.日外アソシエーツ（2009） 
3.バトモンク（2011） 
12.オトホン（2008） 
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用途：家畜用（第 5 章－参照） 
【採食家畜】：ウシ 
【採食部位】：地上部 
【食用時期】：7 月 
【情報源】：牧畜民 B 
【調査方法】：実地調査 
 
No.17  ガンデガェル[Gændɣær]   
         
【別名】：― 
【学名】：Rubus sachalinensis H. lev.1 
【科名】：バラ科 1 
【和名】：エゾイチゴ 17 
【中国語名】：庫頁懸鉤子 18 
【生物学的分類】：低木 18 
【民俗分類】：草（野生果物） 
【生育場所】：山谷（ゴル）、平野（コデ・ガザル） 
 
 
 
撮影年月：2011 年 9 月 
撮影場所：平野 
用途：食用（第 3 章－参照） 
【利用部位】：果実 
【形状】：球状 
【直径】：1.5cm  
【色】：鮮やかな赤色 
【味】：甘酸味 
【採集時期】：7～9 月、果実が赤く熟した時、摘み取 
る。 
【採集方法】：摘む 
 
撮影年月：2011 年 9 月 
撮影場所：平野 
                                                 
1.内モンゴル師範大学（1976） 
17.大井（1983） 
18.劉・斯（2011） 
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【食べ方】： 生食；果実をそのまま食べる。 
ジャム食；500g の果実に水約 50ml と 100g の砂糖を加えて約 15 分煮る。
ナンに塗って食べる。来客の際に添えるジャムとして供される。 
【保存】：しない 
【利用状況】：よく利用される。 
【情報源】： 農耕民 B 
【調査方法】：実地調査 
 
No.18  キチ[kiʧ]  
             
【別名】：― 
【学名】：Sinapis alba L.3 
【科名】：アブラナ科 4 
【和名】：シロガラシ 13 
【中国語名】：芥子 3 
【生物学的分類】：一年生草本 4 
【民俗分類】：草 
【生育場所】：平野（コデ・ガザル） 
 
 
引用 3 
用途：家畜用（第 5 章－参照） 
【採食家畜】：ウマ 
【採食部位】：枝、葉 
【食用時期】：7 月、過食するとウマが下痢をする恐れがあるといわれる。 
【情報源】：農耕民 A 
【調査方法】：図鑑にもとづく聞き取り 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                                 
3.バトモンク（2011） 
4.堀田ほか（2002） 
13.加藤（1992） 
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No.19  クジ・オブスン[kyʤ øβsyn]   
      
【別名】：ガンガ・オブスン 
【学名】：Thymus mongolicus Ronn.3 
【科名】：シソ科 3 
【和名】：百里香 6 
【中国語名】：百里香 3 
【生物学的分類】：小低木 1 
【民俗分類】：草 
【生育場所】：谷（ゴル） 
 
 
引用 3 
用途：家畜用（第 5 章－参照） 
【採食家畜】：ヒツジ 
【採食部位】：花 
【食用時期】：7 月、香りが良い植物 
【情報源】：農耕民 A 
【調査方法】：図鑑にもとづく聞き取り 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                                 
1.内モンゴル師範大学（1976） 
3.バトモンク（2011） 
6.上海科学技術（1985） 
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No.20  ケンゲリギ･オブスン[keŋɡeriɡ øβsyn]  
  
【別名】：トリト･オブスン 
【学名】：Thlaspi arvense L.3 
【科名】：アブラナ科 3 
【和名】：グンバイナズナ 13 
【中国語名】：菥蓂子 3 
【生物学的分類】：一年生草本 1 
【民俗分類】：草 
【生育場所】：山の南麓（オルクン・ガザル）  
引用 3 
用途：家畜用（第 5 章－参照） 
【採食家畜】：ヒツジ、ヤギ 
【採食部位】：小枝、葉、花 
【採食時期】：7～9 月、家畜の糞がある場所で多く自生する。ヤギを肥らせると共 
に乳量を増加させる。東洋医学ではヤギの肉は「冷」の食材であるが、 
ケンゲリギ･オブスンを食餌させることにより「温」の食材に変える 
ことができると考えられている。 
【情報源】：農耕民 A 
【調査方法】：図鑑にもとづく聞き取り 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                                 
1.内モンゴル師範大学（1976） 
3.バトモンク（2011） 
13.加藤（1992） 
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No.21  ケレケ･サラ[kelke sɑlɑ] 
        
【別名】：ケレケ･セセゲ、アラタン･ジュラ･セセ
ゲ 
【学名】：Tulipa iliensis Regel3 
【科名】：ユリ科 3 
【和名】：アマナ 6 
【中国語名】：伊犁山慈姑 6 
【生物学的分類】：多年生草本 6 
【民俗分類】：草 
【生育場所】：山の低地（アダラガン・ガザル）、
平野（コデ・ガザル） 
 
引用 3 
用途：食用（第 3 章－参照） 
【利用部位】：根 
【形状】：丸状 
【直径】：1cm  
【色】：白色 
【味】：甘辛味 
【採集時期】：5 月、初めて雷が鳴った後に採集する。 
【採集方法】：細い棒を使って根を掘り出す。 
【食べ方】：掘り出した根の土を落として食べる。保存しない。 
【保存】：しない 
【利用状況】：利用されている。 
【情報源】：農耕民 A 
【調査方法】：図鑑にもとづく聞き取り 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
                                                 
3.バトモンク（2011） 
6.上海科学技術（1985） 
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No.22  ケレスン[kersǝn]  
         
【別名】：― 
【学名】：Chenopodium acuminatum Willd.12 
【科名】：アカザ科 12 
【和名】：カワラアカザ 13 
【中国語名】：尖头叶藜 1 
【生物学的分類】：一年生草本 1 
【民俗分類】：草 
【生育場所】：平野（コデ・ガザル） 
 
 
撮影年月：2011 年 9 月  
撮影場所：平野 
用途：日常生活用（第 4 章－参照） 
【用途】：石鹸の製造 
【利用部位】：地上部 
【採集時期】：7 月～9 月 
【採集方法】：鎌で刈り取る。 
【利用方法】：地上部の部分を乾燥させ、火を付けて燃やす。集めた灰をバケツに入 
れ、水を加えて満たし、一日置く。バケツの底下部に沈殿したゴミを 
除き、上部の水を鍋に移し、白いエキスが残るまで長時間煮る。この 
エキスをツァハル（čɑχɑr）という。石鹸を作る方法は、鍋に羊の脂肪 
を入れて溶かし、柔らかくなったらツァハルを加えて、約 7 分加熱す 
る。さらにヤギの毛を加えて加熱する。冷却後に、布で包み、手で塊 
にする。約 7 日天日で乾燥させると石鹸ができる。衣服と頭髪を洗 
う際に用いるが、フケを防ぐ治療効果があるともいわれている。 
【利用状況】：利用されている。 
【情報源】：農耕民 C 
【調査方法】：実地調査 
 
 
 
 
 
                                                 
1. 内モンゴル師範大学（1976）    
12.オトホン（2008） 
13.加藤（1992） 
153 
 
No.23  ゲシン[ɡeʃin] 
               
【別名】：― 
【学名】：Rheum wittrockii Lundstr.15 
【科名】：タデ科 15 
【和名】：ダイオウ 15 
【中国語名】：新疆大黄 15 
【生物学的分類】：多年生草本 15 
【民俗分類】：草 
【生育場所】：平野（コデ・ガザル）山谷（ゴル） 
 
 
撮影年月：2011 年 9 月  
撮影場所：山谷 
用途 1：薬用（第 2 章－参照） 
【利用部位】：根 
【採集時期】：8 月 
【採集方法】：シャベルで掘って取る。 
【薬効】：火傷 
【利用法】：熱湯や蒸気、熱した油などで火傷したとき、患部を治療するのに用いる。 
治療の際は根を掘り、それを煎じて患部を洗う。 
【対象】:人間 
【利用状況】：現在はあまり利用されない。 
【情報源】：医師 B 
【調査方法】：実地調査 
 
用途 2：食用（第 3 章－参照） 
【利用部位】：茎 
【形状】：長細い 
【直径】：1cm 
【色】：赤色 
【味】：馬乳を発酵加工したチゲン（ʧigen）のような味 
【採集時期】：5 月 
【採集方法】：茎を折って取る。 
【食べ方】：茎を啜って食べる。 
【保存】：しない 
【利用状況】：現在はあまり利用されない。 
                                                 
15.難波・池上（2001） 
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【情報源】：農耕民 B 
【調査方法】：実地調査 
 
用途：日常生活用（第 4 章―参照） 
【用途】：獣皮を燻す材料 
【利用部位】：根 
【採集時期】：7～9 月 
【採集方法】：掘り取る。 
【利用方法】：根を燃やして、その煙で獣皮を燻す。 
【利用状況】：現在はあまり利用されない。 
【情報源】：農耕民 A 
【調査方法】：実地調査 
 
No.24  ゴニド[Gɔnd] 
            
【別名】：― 
【学名】：Coriandrum sativum L.3 
【科名】：セリ科 3 
【和名】：コエンドロ 11 
【中国語名】：芫荽子 3 
【生物学的分類】：一年生草本 2 
【民俗分類】：草（野生山菜） 
【生育場所】：山谷（ゴル）  
引用 3 
用途 1：薬用（第 2 章－参照） 
【利用部位】：種子 
【採取時期】：9 月 
【採集方法】：種が付いている部分を刈り、乾燥させる。棒で叩いて種を集め、再び
乾燥。 
【薬効】：不眠症 
【利用法】：乾燥種子を縫付けた中敷を靴の中に置く。 
【対象】：人間 
【利用状況】：現在はあまり利用されない。 
                                                 
2.日外アソシエーツ（2009） 
3.バトモンク（2011） 
11.日外アソシエーツ（2004） 
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【情報源】：民間医師 B 
【調査方法】：図鑑にもとづく聞き取り 
 
用途 2：食用（第 3 章－参照） 
【利用部位】：種子 
【形状】：円状 
【直径】：2mm 
【色】：黄色 
【味】：辛味 
【採集時期】：9 月 
【採集方法】：種が付いている部分を刈り、乾燥させる。種を集め、粉末にして保存
する。 
【食べ方】：香辛料として利用。ウシ肉や羊肉、ジャガイモ、玉ねぎに塩を加えて約 
30 分煮る。そのスープに手作りのうどんとゴニド粉末約 30g を加 
えて約 2 分煮込むと煮込みうどんができる。 
【保存】：する 
【利用状況】：利用されている。 
【情報源】：農耕民 A 
【調査方法】：図鑑にもとづく聞き取り 
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No.25  ザムバ・セセゲ[zɑmbɑ ʦeʦeɡ]  
    
【別名】：― 
【学名】：Malva sylvestris L.1 
【科名】：アオイ科 1 
【和名】：ウスベニアオイ 2 
【中国語名】：锦葵 1 
【生物学的分類】：二年生草本 1 
【民俗分類】：草 
【生育場所】：全域 
 
 
撮影年月：2011 年 9 月  
撮影場所：平野 
用途：日常生活用（第 4 章―参照） 
【用途】：トイレットペーパー用 
【利用部位】：葉 
【採集時期】：6～9 月 
【採集方法】：折って取る。 
【利用方法】：葉をトイレットペーパーとして利用する。 
【利用状況】：利用されている。 
【情報源】：農耕民 C 
【調査方法】：実地調査 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                                 
1.内モンゴル師範大学（1976） 
2.日外アソシエーツ（2009） 
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No.26  シキリ･ブヤ[ʃikir bʊjɑ]   
     
【別名】：シキリ･オブスン 
【学名】：Glycyrrhiza inflaza Bat.15 
【科名】：マメ科 3 
【和名】：シンキョウカンゾウ 15 
【中国語名】：新疆甘草 15 
【生物学的分類】：多年生草本 9 
【民俗分類】：草 
【生育場所】：平野（コデ・ガザル） 
  
撮影年月：2011 年 9 月  
撮影場所：平野 
用途 1：薬用（第 2 章－参照） 
【利用部位】：根 
【採集時期】：7 月～9 月 
【採集方法】：棒で掘って取る。 
【薬効】：風邪 
【利用法】：家畜や人間が風邪を引いた際、採集した根を煮て、その薬汁を飲んで治 
療する。 
【対象】：人間、家畜 
【利用状況】：利用されている。 
【情報源】：民間医師 B 
【調査方法】：実地調査 
 
用途 2：家畜用 （第 5 章－参照） 
【採食家畜】：ヒツジ、ヤギ、ウシ、ウマ 
【採食部位】：葉、小枝、地上部 
【採食時期】：7 月～9 月、味が甘いため家畜が好む。 
【情報源】：農耕民 A 
【調査方法】：実地調査 
 
 
                                                 
3.バトモンク（2011） 
9.王（2006） 
15.難波・池上（2001） 
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No.27  シミリディグ[ʃimildiɡ]  
           
【別名】：― 
【学名】：― 
【科名】：― 
【和名】：― 
【中国語名】：― 
【生物学的分類】：― 
【民俗分類】：草 
【生育場所】：山の頂の草地（シリ） 
用途：食用（第 3 章－参照） 
【利用部位】：花 
【形状】：細長い 
【直径】：1cm 
【色】：青色 
【味】：甘味 
【採集時期】：7 月 
【採集方法】：子ウシを放牧する際に子供たちが花を摘む。 
【食べ方】：花の下部を啜って、甘味を楽しむ。 
【保存】：しない 
【利用状況】：利用されている。 
【情報源】：農耕民 A 
【調査方法】：聞き取り 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
159 
 
No.28  ショーウラー[ʃʊːrɑː]  
     
【別名】：― 
【学名】：Allium macrostemon Bunge3 
【科名】：ユリ科 2 
【和名】：ノビル 14 
【中国語名】：山蒜 19 
【生物学的分類】：多年生草本 2 
【民俗分類】：草（野生山菜） 
【生育場所】：山谷（ゴル） 
 
 
撮影年月：2011 年 9 月 
撮影場所：山谷 
用途 1：薬用（第 2 章－参照） 
【利用部位】：全体 
【採集時期】：6～7 月 
【採集方法】：小さい棒で掘る。土が柔らかい時は引き抜く。 
【薬効】：体調不良 
【利用法】薬膳料理 
【対象】：人間 
【利用状況】：利用されている。 
【情報源】：民間医師 B 
【調査方法】：実地調査 
 
用途 2：食用（第 3 章－参照） 
【利用部位】：全体 
【形状】：地上部は長細く、根はネギの形 
【直径】：1cm 
【色】：根は白色、他の部位は緑色 
【味】：辛味 
【採集時期】：5～7 月 
【採集方法】：小さい棒で掘る。土が柔らかい時は引き抜く。 
【食べ方】：肉スープうどん料理；香辛料として利用。ウシ肉や羊肉、ジャガイモ、 
                                                 
2.日外アソシエーツ（2009） 
3.バトモンク（2011） 
14.岡田（2002） 
19.日外アソシェーツ（2008） 
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玉ねぎに塩を加えて約 30 分煮る。そのスープに手作りのうどんとショー 
ウラーを加えて約 2 分煮込むと煮込みうどんができる。 
チョリク；鍋に水、ヒツジ肉とチーズを入れ、長時間煮て濃いスープに 
した後、うどんとショーウラーを入れて約 2 分煮込んで作る。 
炒め物；羊の脂肪でショーウラーを炒めて作る。 
【保存】：しない 
【利用状況】：利用される 
【情報源】：農耕民 B 
【調査方法】：実地調査 
 
No.29  ズゥン･オブスン[zyn øβsyn]   
     
【別名】：キリグネ 
【学名】：Stipa bungeana Trin.1 
【科名】：イネ科 1 
【和名】：― 
【中国語名】：長芒草 1 
【生物学的分類】：多年生草本 1 
【民俗分類】：草 
【生育場所】：山の低地（アダラガン・ガザル）、平
野（コデ・ガザル） 
 
 
撮影年月：2011 年 9 月  
撮影場所：平野 
用途：家畜用（第 5 章－参照） 
【採食家畜】：ウシ 
【採食部位】：若芽 
【採食時期】：6 月、この植物が生えている場所でヒツジを放牧しない。その理由は 
茎の針がヒツジの皮に刺さる恐れがあるためである。 
【情報源】：農耕民 A 
【調査方法】：実地調査 
 
 
 
 
 
  
                                                 
1.内モンゴル師範大学（1976）  
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No.30  ゼゲデ[zeɡd]  
             
【別名】：― 
【学名】：Elaeagnus angustifolia L. 4 
【科名】：グミ科 4 
【和名】：ホソグミ 15 
【中国語名】：沙枣 3 
【生物学的分類】：低木 4 
【民俗分類】：樹木 
【生育場所】：山谷（ゴル）、平野（コデ・ガザル） 
 
引用 3 
用途 1：薬用（第 2 章－参照） 
【利用部位】果実 
【採集時期】：7 月～10 月 
【採集方法】：摘む。 
【薬効】：下痢 
【利用法】：下痢になった際、果実を煮て作った果汁を飲む。 
【対象】：人間 
【利用状況】：利用されている。 
【情報源】：民間医師 B 
【調査方法】：図鑑にもとづく聞き取り 
 
用途 2：食用（第 3 章－参照） 
【利用部位】：果実 
【形状】：円形 
【直径】：0.5～1cm 
【色】：赤 
【味】：甘味 
【採集時期】：7 月～10 月 
【採集方法】：地上に落ちる前に摘み取る。 
【食べ方】：生食；果実の種以外の部位を食べる。 
乾燥食（カホ）；熟した果実を集めて、天日で 4～7 日間乾燥させる。 
【保存】：する 
【利用状況】：利用されている。 
                                                 
3.バトモンク（2011） 
4.堀田ほか（2002） 
15.難波・池上（2001） 
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【情報源】：農耕民 D 
【調査方法】：図鑑にもとづく聞き取り 
 
No.31 ゼゲスン[zegsən]   
                    
【別名】：― 
【学名】：Typha angustifolia L.20 
【科名】：ガマ科 1 
【和名】：ヒメガマ 13 
【中国語名】：狭叶香蒲（水烛）12 
【生物学的分類】：多年生草本 1 
【民俗分類】：草 
【生育場所】：湿地（シレギ）、森林（トハ） 
 
 
撮影年月：2011 年 9 月  
撮影場所：湿地 
用途 1：日常生活用（第 4 章－参照） 
【用途】：枕 
【利用部位】：花穂 
【採集時期】：8 月～10 月 
【採集方法】：ナイフで切り取る。 
【利用方法】：花穂を集め、約 1 週間天日で乾燥させる。枕に入れると頭がひんやり
とし、熱冷ましになる。頭痛にも効くと考えられている。 
【利用状況】：利用されている。 
【情報源】：農耕民 D 
【調査方法】：実地調査 
 
用途 2：家畜用（第 5 章－参照） 
【採食家畜】：ウシ 
【採食部位】：若芽、葉、小枝 
【採食時期】：7～9 月、この植物は背が高く、ウシがよく食べる。 
【情報源】：農耕民 C 
【調査方法】：実地調査 
                                                 
1.内モンゴル師範大学（1976） 
12.オトホン（2008） 
13.加藤（1992） 
20. Ц. Шагдарсурэн（2010） 
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No.32 ゼデゲン[zedɡen]   
            
【別名】：― 
【学名】：― 
【科名】：― 
【和名】：― 
【中国語名】：― 
【生物学的分類】：― 
【民俗分類】：草（野生果物） 
【生育場所】：山の頂の草地（シリ）、山谷（ゴル） 
用途：食用（第 3 章－参照） 
【利用部位】：果実 
【形状】：円形 
【直径】：0.5～1cm 
【色】：赤 
【味】：甘味 
【採集時期】：7 月 
【採集方法】：地上に落ちる前に、摘む。 
【食べ方】：生食；果実が落ちる前に、摘んで食べる。 
【保存】：しない 
【利用状況】：現在はあまり利用されない。 
【情報源】：農耕民 A 
【調査方法】：聞き取り 
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No.33 ソンズ[sᴐnz]  
                     
【別名】：― 
【学名】：Arctium lappa L.3 
【科名】：キク科 3 
【和名】：ゴボウ 2 
【中国語名】：牛蒡子 3 
【生物学的分類】：二年生草本 1 
【民俗分類】：草 
【生育場所】：全域 
 
 
撮影年月：2011 年 9 月  
撮影場所：平野 
用途:日常生活用（第 4 章－参照） 
【用途】：鼠除け 
【利用部位】：花 
【採集時期】：8 月  
【採集方法】：ナイフを使って採集する。 
【利用方法】：棘が付いている花を集め、丸形にして、鼠の穴に置く。鼠が近づくこ
とを防ぐことができる。 
【利用状況】：現在はあまり利用されない。 
【情報源】：農耕民 D 
【調査方法】：実地調査 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
                                                 
1.内モンゴル師範大学（1976） 
2.日外アソシエーツ（2009） 
3.バトモンク（2011） 
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No.34 タビリハー[tæβilχæː]  
       
【別名】：― 
【学名】：― 
【科名】：― 
【和名】：― 
【中国語名】：― 
【生物学的分類】：― 
【民俗分類】：樹木 
【生育場所】：山の南麓（オルクン・ガザル）、
山の北麓（アル・ガザル）、平野 
（コデ・ガザル） 
 
撮影年月：2011 年 9 月  
撮影場所： 山の南麓 
用途 1：薬用（第 2 章－参照） 
【利用部位】：油状の樹液 
【採集時期】：7 月～10 月 
【採集方法】：斧で茎を刈り取ってきて加熱して取る。 
【薬効】：かぶれ、シラクモ 
【利用法】：枝の部分を温め、油状の樹液を取って患部に塗る。  
【対象】：人間 
【利用状況】：利用されている。 
【情報源】：民間医師 B 
【調査方法】：実地調査 
 
用途 2：日常生活用（第 4 章－参照） 
【用途】：馬の鞭 
【利用部位】：茎 
【採集時期】：7 月～10 月 
【採集方法】：斧で茎を刈り取る。 
【利用方法】：茎を約 25cm 程度に切り、皮を剥いて綺麗にする。それを棒の形に加 
      工して鞭のハンドル部分にし、約長さ 4m の編んだ牛の皮を結びつけ 
る。 
【利用状況】：利用されている。 
【情報源】：農耕民 B 
【調査方法】：実地調査 
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No.35 ダラン・トブチ[dɑlen tᴐvʧ]    
     
【別名】：ガシュン・ノゴ 
【学名】：Centaurea picris Pall.1 
【科名】：キク科 1 
【和名】：― 
【中国語名】：苦蒿 1 
【生育場所】：草 
【生物学的分類】：多年生草本 1 
【生育場所】：谷（ゴル） 
 
 
引用 3 
用途：家畜用（第 5 章－参照） 
【採食家畜】：ヒツジ、ヤギ 
【採食部位】：花、葉 
【採食時期】：7 月 
【情報源】：牧畜民 A 
【調査方法】：図鑑にもとづく聞き取り 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
                                                 
1.内モンゴル師範大学（1976） 
3.バトモンク（2011） 
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No.36 タン・オブスン[tɑn øβsyn]  
         
【別名】：― 
【学名】：― 
【科名】：― 
【和名】：― 
【中国語名】：― 
【生物学的分類】：― 
【民俗分類】：草 
【生育場所】：谷（ゴル）、平野（コデ・ガザル）、 
      森林（トハ） 
 
撮影年月：2011 年 8 月  
撮影場所：平野 
用途：家畜用（第 5 章－参照） 
【採食家畜】：ウシ 
【採食部位】：地上部 
【採食時期】：7 月～9 月 
【情報源】：農耕民 B 
【調査方法】：実地調査 
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No.37 チチラガン[ʧiʧirɣən]   
             
【別名】：― 
【学名】：Hippophae rhamnoides L.3 
【科名】：グミ科 22 
【和名】：沙棘 6 
【中国語名】：沙棘 3 
【生物学的分類】：落葉高木 1 
【民俗分類】：樹木 
【生育場所】：山の北麓（アル・ガザル）、山の
南麓（オルクン・ガザル）、森林
（トハ） 
 
撮影年月：2011 年 8 月            
撮影場所：森林 
用途 1：日常生活用（第 4 章－参照） 
【用途】： 畜舎用（塀） 
【利用部位】：地上部 
【採集時期】：7 月～10 月 
【採集方法】：斧で切り取る。 
【利用方法】：塀や壁として利用する。 
地上部を刈り、畜舎の庭に土を掘って並べる。棘が付いているため、 
他人の家畜や人が入るのを防ぐことができる。 
【利用状況】：利用されている。 
【情報源】：農耕民 C 
【調査方法】：実地調査 
 
 
 
 
 
 
 
  
                                                 
1.内モンゴル師範大学（1976） 
3.バトモンク（2011） 
6.上海科学技術（1985） 
22.吉田（2005） 
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No.38 チンデン・モドン[ʧinden mɔdʊn]   
      
【別名】：― 
【学名】：Sorbus tianschanica Rupr.3 
【科名】：バラ科 3 
【和名】：天山ナナカマド 
【中国語名】：天山花楸 3 
【生物学的分類】：落葉高木 1 
【民俗分類】：樹木 
【生育場所】：山谷（ゴル） 
 
 
撮影年月：2011 年 9 月  
撮影場所：山谷 
用途：日常生活用（第 4 章―参照） 
【用途】：遊具（ネックレス） 
【利用部位】：果実 
【採集時期】：7 月 
【採集方法】：摘み取る。 
【利用方法】：果実の中心に糸を通して珠子状につなぎ、ネックレスとして首にかけて
遊ぶ。 
【利用状況】：現在はあまり利用されない。 
【情報源】：牧畜民 B 
【調査方法】：実地調査、聞き取り 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
                                                 
1.内モンゴル師範大学（1976） 
3.バトモンク（2011）  
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No.39 ツァキレデゲ[ʦɑkəldəɡ]   
      
【別名】：― 
【学名】：Iris pallasii Fisch. ex Trev.1 
【科名】：アヤメ科 1 
【和名】：ネジアヤメ 23 
【中国語名】：马蔺 1 
【生物学的分類】：多年生草本 1 
【民俗分類】：草 
【生育場所】：全域 
 
 
撮影年月：2011 年 8 月  
撮影場所：平野 
用途：家畜用（第 5 章－参照） 
【採食家畜】：ウシ 
【採食部位】：葉 
【採食時期】：7 月 
【情報源】：農耕民 D 
【調査方法】：実地調査 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                                 
1.内モンゴル師範大学（1976） 
23.増淵（1988） 
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No.40  ツウール・オブスン[ʦʊːr  øβsyn ]    
       
【別名】：ウクリ・オルグノ 
【学名】：Plantago asiatica L.3 
【科名】：オオバコ科 13 
【和名】：オオバコ 13 
【中国語名】：车前 3 
【生物学的分類】：多年生草本 9 
【民俗分類】：草 
【生育場所】：全域 
 
 
 
撮影年月：2011 年 9 月  
撮影場所：平野 
用途 1：薬用 第 2 章－参照） 
【利用部位】：葉 
【採集時期】：7 月～9 月 
【採集方法】：折って取る。 
【薬効】：腫れ 
【利用法】：人間と家畜の乳房が腫れた際、葉を患部に貼って治療する。 
【対象】：人間や家畜 
【利用状況】：利用されている。 
【情報源】：医師 B 
【調査方法】：実地調査 
 
用途 2：家畜用（第 5 章－参照） 
【採食家畜】：ヒツジ、ヤギ、ウシ、ウマ、ラクダ 
【採食部位】：葉、地上部 
【採食時期】：4～9 月、この植物は初春に食べられる植物である。 
【情報源】：牧畜民 B 
【調査方法】：実地調査 
 
 
 
 
                                                 
3.バトモンク（2011） 
9.王（2006） 
13.加藤（1992） 
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No.41 ツガン・ウラスン[ʦɑɣɑɑn ʊlɑɑsʊn]   
         
【別名】：― 
【学名】：― 
【科名】：― 
【和名】：― 
【中国語名】：― 
【生物学的分類】：― 
【民俗分類】：樹木 
【生育場所】：谷（ゴル）、平野（コデ・ガザル） 
 
用途：日常生活用（第 5 章－参照） 
【用途】：遊戯用具 
【利用部位】：枝 
【採集時期】：8～11 月 
【採集方法】：折って取る。 
【利用方法】：枝で長さ 20cm、直径 4cm ほどの棒を作る。その棒を投げ、それを探
して遊ぶ。 
【利用状況】：現在はあまり利用されない。 
【情報源】：農耕民 A 
【調査方法】：聞き取り 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
173 
 
No.42 テネゲ・オブスン[teniɡ øβsyn]  
     
【別名】：― 
【学名】：Hyoscyamus niger L.9 
【科名】：ナス科 9 
【和名】：ヒヨス 4 
【中国語名】：天仙子 9 
【生物学分類】：二年生草本 4 
【民俗分類】：草 
【生育場所】：全域 
 
 
撮影年月：2011 年 9 月  
撮影場所：平野 
用途:薬用（第 2 章－参照） 
【利用部位】：種子 
【採集時期】：9 月 
【採集方法】：摘み取る。 
【薬効】：歯痛 
【利用法】:歯が痛い時、種子をかじる。 
【対象】：人間 
【利用状況】：利用されている。 
【情報源】：民間医師 B 
【調査方法】：実地調査 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                                 
4.堀田ほか（2002） 
9.王（2006） 
174 
 
No.43 トゥング[tynɡyn]  
         
【別名】：デレス 
【学名】：Achnatherum splendens（Trin.）Nevski12 
【科名】：イネ科 12 
【和名】：ハネガヤ 13 
【中国語名】：芨芨草 12 
【生物学的分類】：多年生草本 1 
【民俗分類】：草 
【生育場所】：全域 
 
 
撮影年月：2011 年 9 月  
撮影場所：山の低地 
用途 1：日常生活用（第 5 章－参照） 
【用途】：紐、ほうき、タワシ、つまようじ  
【利用部位】：地上部 
【採集時期】：7 月～12 月 
【採集方法】：鎌で刈り取る。 
【利用方法】：紐；地上部を捩って紐を作る。 
       ほうき；茎を鎌で刈り、紐で束ねてほうきを作る。屋内用ほうきは長 
さ約 40cm、太さは約 10cm、屋外用ほうきは長さ約 70cm、太さは約 20cm 
に切り揃えて束ねる。 
タワシ；茎を約 20cm に切って長さを揃え、紐で巻き付ける。 
         つまようじ；枝の先の尖った細い部位を爪楊枝として利用する。 
       仏灯の芯；枝の先の細い部分を取り、それを 6～7cm に揃える。これを 
薄い綿布で包んで油を燃やす仏灯の芯とする。 
【利用状況】：紐、ほうき、つまようじ、仏灯の芯；よく利用される。 
タワシ；現在はあまり利用されない。 
【情報源】：牧畜民 B 
【調査方法】：実地調査 
 
用途 2：家畜用（第 5 章－参照） 
【採食家畜】：ウシ、ラクダ 
【採食部位】：若芽、小枝、葉 
                                                 
1.内モンゴル師範大学（1976） 
12.オトホン（2008） 
13.加藤（1992）  
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【採食時期】：6～12 月 
【情報源】：牧畜民 B 
【調査方法】：実地調査 
 
No.44 トショル[tɔʃʊl]    
           
【別名】：― 
【学名】：― 
【科名】：― 
【和名】：― 
【中国語名】：― 
【生物学的分類】：― 
【民俗分類】：樹木（野生果物 ） 
【生育場所】：山の頂の草地（シリ）、谷（ゴル） 
用途 1：食用（第 3 章－参照） 
【利用部位】：果実 
【形状】：円状 
【直径】：6～9cm 
【色】：赤色 
【味】：甘酸味  
【採集時期】：8～10 月 
【採集方法】：熟した果実を摘み取る。 
【食べ方】：熟した果実を摘み取ってそのまま食べる。 
【保存】：しない 
【利用状況】：現在はあまり利用されない。 
【情報源】：農耕民 A 
【調査方法】：聞き取り 
 
用途 2：日常生活用（第 5 章－参照） 
【用途】：遊戯用具（ネックレス） 
【利用部位】：果実 
【採集時期】：6 月 
【採集方法】：摘む 
【利用方法】：果実の中心に糸を通して珠子のようにつなぎ、ネックレスにする。 
【利用状況】：現在はあまり利用されない。 
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【情報源】：農耕民 C 
【調査方法】：聞き取り 
 
No.45 ドラヌ[dɔlɑnʊ]  
              
【別名】：― 
【学名】：Crataegus cuneata Siebold et Zucc.1 
【科名】：バラ科 4 
【和名】：サンザシ 4 
【中国語名】：山楂 3 
【生物学的分類】：落葉低木 16 
【民俗分類】：樹木（野生果物） 
【生育場所】：山谷（ゴル） 
      
 
撮影年月：2011 年 9 月 
撮影場所：山谷 
用途：食用（第 3 章－参照） 
【利用部位】：果実 
【形状】: 円形 
【直径】: 1～1.5cm 
【色】: 赤色 
【味】: 甘酸味 
【採集時期】: 8～9 月 
【採集方法】:熟した果実を摘み取る。 
【食べ方】：生食；熟した果実を摘み取って食べる。高
血圧症に効果があるとされる。 
 
撮影年月：2011 年 9 月 
撮影場所：山谷 
乾燥食（カホ）；摘果した後、4～7 日間天日干しにする。果肉が少ないた 
め、乾燥食として利用される部分は少ない。 
【保存】：する 
【利用状況】：よく利用される。 
【情報源】：牧畜民 B 
【調査方法】：実地調査 
                                                 
1.内モンゴル師範大学（1976） 
3.バトモンク（2011） 
4.堀田ほか（2002） 
16.カラー植物百科（1974）  
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No.46 ノハン･アラー[nɔχɑn ɑrɑː]    
    
【別名】：ヤマン･ジャンゴ 
【学名】：Tribulus terrestris L.1 
【科名】：ハマビシ科 1 
【和名】：ハマビシ 25 
【中国語名】：蒺藜 1 
【生物学的分類】：一年生草本 1 
【民俗分類】：草 
【生育場所】:平野（コデ・ガザル） 
  
引用 25 
用途：家畜用（第 5 章－参照） 
【採食家畜】：ヒツジ、ヤギ 
【採食部位】：葉 
【採食時期】：7 月 
【情報源】：農耕民 A 
【調査方法】：図鑑にもとづく聞き取り 
 
 
 
 
 
  
                                                 
1.内モンゴル師範大学（1976） 
25.近田・清水（1996） 
178 
 
No.47 ノハン・ホショ[nɔχɑn χɔʃʊ]   
      
【別名】：― 
【学名】：Rosa davurica Pall.1 
【科名】：バラ科 1 
【和名】：ヤマハマナス 13 
【中国語名】：山刺玫 1 
【生物学的分類】：落葉低木 1 
【民俗分類】：樹木 
【生育場所】：森林（トハ） 
 
 
撮影年月：2011 年 8 月  
撮影場所：森林 
用途：家畜用（第 5 章－参照） 
【採食家畜】：ウシ、ラクダ 
【採食部位】：葉 
【採食時期】：7 月 
【情報源】：農耕民 D 
【調査方法】：実地調査 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
                                                 
1.内モンゴル師範大学（1976） 
13.加藤（1992） 
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No.48 ハダン･ハグ[χɑdɑn χɑɡ]  
         
【別名】：― 
【学名】：Parmelia saxatilis（L.）Ach.3 
【科名】：バイカモ科 3 
【和名】：― 
【中国語名】：石花 3 
【生物学的分類】：― 
【民俗分類】：草 
【生育場所】：山の南麓（オルクン・ガザル）、山の 
北麓（アル・ガザル） 
 
撮影年月：2011 年 9 月  
撮影場所：山の南麓 
用途：日常生活用（第 5 章－参照） 
【用途】：染色（踝の骨を染める） 
【利用部位】：全体 
【採集時期】：6 月～10 月 
【採集方法】：摘み込む  
【利用方法】：水に入れ、ハダン･ハグに羊の踝の骨を漬けて黄赤色に染色する。この 
骨は子供たちのゲームに利用される。 
【利用状況】：現在はあまり利用されない。 
【情報源】：牧畜民 A 
【調査方法】：実地調査 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                                 
3.バトモンク（2011） 
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No.49 ハタガチン・セセゲ[χɑtɣɑʧin ʦeʦeɡ]  
 
【別名】：チョノ・ウリゲス 
【学名】：Carduus crispus L.3 
【科名】：キク科 3 
【和名】：飛廉 6 
【中国語名】：飞廉 3 
【生物学的分類】：二年生草本 12 
【民俗分類】：草 
【生育場所】：全域 
 
 
撮影年月：2011 年 9 月  
撮影場所：山谷 
用途：家畜用（第 5 章－参照） 
【採食家畜】：ラクダ 
【採食部位】：葉、花 
【採食時期】：7 月 
【情報源】：牧畜民 B 
【調査方法】：実地調査 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
                                                 
3.バトモンク（2011） 
6.上海科学技術（1985） 
12.オトホン（2008） 
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No.50 バラグン[bɑlɣʊn]     
        
【別名】：― 
【学名】：Myricaria germanica（L.）Desv.3 
【科名】：ヤナギ科 3 
【和名】：― 
【中国語名】：水柏枝 3 
【生物学的分類】：灌木 9 
【民俗分類】：樹木 
【生育場所】：森林（トハ） 
 
 
 引用 3 
用途：薬用（第 2 章―参照） 
【利用部位】：葉、枝、小枝 
【採集時期】：8 月 
【採集方法】：ナイフで切り取る。 
【薬効】：関節痛 
【利用法】：燻蒸薬浴に用いる。（植物 No.3 を参考） 
【対象】：人間 
【利用状況】：現在はあまり利用されない。 
【情報源】：民間医師 A 
【調査方法】：図鑑にもとづく聞き取り 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
                                                 
3.バトモンク（2011） 
9.王（2006） 
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No.51 ハルガ[χɑrɣɑ]   
       
【別名】：ナルス 
【学名】：Larix gmelinii（Rupr.）Kuz.1 
【科名】：松科 1 
【和名】：グイマツ 11 
【中国語名】：落叶松 1 
【生物学的分類】：落葉高木 1 
【民俗分類】：樹木 
【生育場所】：山谷（ゴル）、山の北麓（アル・ 
ガザル） 
 
 
撮影年月：2011 年 9 月 
撮影場所：山の北麓 
用途：食用（第 3 章－参照） 
【利用部位】：樹脂 
【形状】：軟らかく固まった不定形 
【直径】：5cm～7cm 
【色】：黄色 
【味】：辛味 
【採集時期】：7～9 月 
【採集方法】：ナイフを使って樹皮の中から取る。 
【食べ方】：そのままで噛んで楽しむ。 
【保存】：する 
【利用状況】：利用されている。 
【情報源】：牧畜民 B 
【調査方法】：実地調査 
 
  
                                                 
1.内モンゴル師範大学（1976） 
11.日外アソシエーツ（2004） 
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No.52 ハルハ [χɑlχɑː]     
                     
【別名】：― 
【学名】：Urtica cannabina L.1 
【科名】：イラクサ科 1 
【和名】：イラクサ 11 
【中国語名】：麻叶荨麻 1 
【生物学的分類】：多年生草本 1 
【民俗分類】：草 
【生育場所】：全域 
 
 
撮影年月：2011 年 8 月  
撮影場所：平野 
用途 1：薬用（第 2 章―参照） 
【利用部位】：全体 
【採集時期】：7 月～10 月 
【採集方法】：斧で刈り取る。 
【薬効】：関節痛 
【利用法】：燻蒸薬浴に利用する。（植物 No.3 を参考） 
【対象】：人間 
【利用状況】：現在はあまり利用されない。 
【情報源】：民間医師 B 
【調査方法】：実地調査 
 
用途 2：家畜用（第 5 章－参照） 
【採食家畜】：ラクダ 
【採食部位】：葉 
【採食時期】：7 月～10 月 
【情報源】：牧畜民 A 
【調査方法】：実地調査 
 
 
 
                                                 
1.内モンゴル師範大学（1976） 
11.日外アソシエーツ（2004） 
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No.53 ハル･ハド[χɑr χɑd]  
          
【別名】：― 
【学名】：Ribes nigrum L.5 
【科名】：スグリ科 5 
【和名】：クロズグリ 11 
【中国語名】：黑果茶藨 5 
【生物学的分類】：落葉灌木 5 
【民俗分類】：樹木（野生果物） 
【生育場所】：山の頂の草地（シリ）、山谷（ゴル） 
 
 
引用 5 
用途：食用（第 3 章－参照） 
【利用部位】：果実 
【形状】：円状 
【直径】：1cm 
【色】：黒色 
【味】：甘味 
【採集時期】：8 月 
【採集方法】：熟した果実を摘み取る。 
【食べ方】：生食；熟した果実を取って食べる。 
【保存】：しない 
【利用状況】：現在はあまり利用されない。 
【情報源】：農耕民 A 
【調査方法】：図鑑にもとづく聞き取り 
 
  
                                                 
5.徐ほか（2009） 
11.日外アソシエーツ（2004） 
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No.54 ハル･ホルスン[χɑr χʊrsʊn]        
 
【別名】：― 
【学名】：Aconitum leucostomum Vorosch9 
【科名】：キンポウゲ科 9 
【和名】：トリカブト 15 
【中国語名】：新疆乌头 15 
【生物学的分類】：多年生草本 18 
【民俗分類】：草 
【生育場所】：山の南麓（オルクン・ガザル）、 
      山谷（ゴル） 
 
撮影年月：2011 年 8 月  
撮影場所：山の南麓 
用途 1：薬用（第 2 章－参照） 
【利用部位】：根 
【採集時期】：7 月 
【採集方法】：棒で掘って取る。 
【薬効】：擦過傷 
【利用法】：ウマやウシに木車を結んで長く使うと擦過傷が生じる。症状は皮膚が赤
くなり、液体がでる。根を煎じた薬汁で患部を洗い、治療する。 
【対象】：家畜 
【利用状況】：現在はあまり利用されない。 
【情報源】：民間医師 B 
【調査方法】：実地調査 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                                 
9. 王（2006） 
15.難波・池上（2001） 
18.劉・斯（2011）  
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No.55 ハル･モドン[χɑr mᴐdᴐn]      
         
【別名】：― 
【学名】：Ulmus pumila L.1 
【科名】：マツ科 1 
【和名】：コブニレ 13 
【中国語名】榆 1 
【生物学的分類】：落葉高木 1 
【民俗分類】：樹木 
【生育場所】：山の低地（アダラガン・ガザル）、 
山の南麓（オルクン・ガザル）、平野 
（コデ・ガザル） 
 
 
撮影年月：2011 年 9 月 
撮影場所：山の南麓 
用途：日常生活用（第 5 章―参照） 
【用途】：畜舎の屋根 
【利用部位】：枝、葉 
【採集時期】：7 月～10 月 
【採集方法】：石斧で切り取る。 
【利用方法】：枝と葉を集めて、畜舎の屋根に敷く。その上に刈り取った草を重ねる。 
【利用状況】：利用されている。 
【情報源】：牧畜民 A 
【調査方法】：実地調査 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
                                                 
1.内モンゴル師範大学（1976） 
13.加藤（1992） 
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No.56 ブホ･オブスン[bʊχ öβsyn]     
 
【別名】：ケレンホショウ[keren χoʃʊː] 
【学名】：Geranium pratense L.3 
【科名】：フウロソウ科 3 
【和名】：ノラフウロ 11 
【中国語名】：老鹳草 3 
【生物学的分類】：多年生草本 1 
【民俗分類】：草 
【生育場所】：山谷（ゴル） 
 
 
 
撮影年月：2011 年 9 月  
撮影場所：山谷 
用途：食用（第 3 章－参照） 
【利用部位】：全体 
【形状】：細長 
【直径】：3mm 
【色】：花が紫色、茎と葉は緑色 
【味】：苦味 
【採集時期】：7～9 月 
【採集方法】：ナイフで切り取る。 
【食べ方】：茶葉として用いる。鍋に水を入れて沸かし、ブホ・オブスンとミルク、 
      塩を加えて煮て、ミルク茶を作る。 
【保存】：する 
【利用状況】：現在はあまり利用されない。 
【情報源】：牧畜民 A 
【調査方法】：実地調査 
 
  
                                                 
1.内モンゴル師範大学（1976） 
3.バトモンク（2011） 
11.日外アソシエーツ（2004） 
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No.57 ベデ[bed]      
          
【別名】：― 
【学名】：Trifolium repens L.3 
【科名】：マメ科 2 
【和名】：シロツメクサ 4 
【中国語名】：菽草 1 
【生物学的分類】：多年生草本 2 
【民俗分類】：草 
【生育場所】：平野（コデ・ガザル） 
 
 
撮影年月：2011 年 9 月  
撮影場所：平野 
用途 1：食用（第 3 章－参照） 
【利用部位】：地上体 
【形状】：葉は丸形 
【直径】：5～10cm 
【色】：青色 
【味】：辛味  
【採集時期】：5～6 月 
【採集方法】：ナイフで地上部を刈り取る。 
【食べ方】：蒸し料理である肉まんの具材として利用する。肉まんの皮は小麦粉をボ 
ウルに入れ、塩とトライイーストを加えて温かい水でかき混ぜ、両手で
よくこねる。3～5 時間放置する。具材はベデを長さ 1cm に切り、羊肉と
玉ねぎはみじん切りにする。これらに塩を加えて、手でよく混ぜ合わせ
る。皮の生地を約 2cm 角に切り、丸い形にして棒で丸い形に伸ばす。そ
の中に具材を入れて包み、蒸籠で約 30 分蒸す。 
【保存】：しない 
【利用状況】：現在はあまり利用されない。 
【情報源】：農耕民 C 
【調査方法】：実地調査 
 
 
                                                 
1.内モンゴル師範大学（1976） 
2.日外アソシエーツ（2009） 
3.バトモンク（2011） 
4.堀田ほか（2002） 
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用途 2：家畜用（第 5 章－参照） 
【採食家畜】：ウマ 
【採食部位】：地上部 
【採食時期】：6 月、食べ過ぎると下痢をするため、牧畜民は多くは与えない。 
【情報源】：農耕民 C 
【調査方法】：聞き取り 
 
No.58 ホチ・オブスン[χʊʦ øβsyn]    
     
【別名】：― 
【学名】：― 
【科名】：― 
【和名】：― 
【中国語名】：― 
【生物学的分類】：― 
【民俗分類】：草 
【生育場所】：平野（コデ・ガザル）  
撮影年月：2011 年 9 月  
撮影場所：平野 
用途：家畜用（第 5 章－参照） 
【採食家畜】：ウシ 
【採食部位】：地上部 
【採食時期】：7 月～9 月 
【情報源】：農耕民 B 
【調査方法】：実地調査 
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No.59 ホニン・ヌデン・セセゲ[χønyn nydyn ʦeʦeɡ]   
 
【別名】：― 
【学名】：Heteropappus altaicus （Willd.） 
Novopokr.6 
【科名】：キク科 6 
【和名】：アルタイクアイカ 6 
【中国語名】：阿尓泰狗娃花 6 
【生物学的分類】：多年生草本 6 
【民俗分類】：花卉 
【生育場所】：山谷（ゴル） 
 
 
引用 3 
用途：家畜用（第 5 章－参照） 
【採食家畜】：ヒツジ 
【採食部位】：花 
【採食時期】：7 月 
【情報源】：農耕民 A 
【調査方法】：図鑑にもとづく聞き取り 
 
No.60 ホムスン･ブドグ・オブスン[χʊmsʊn bʊdʊg øβsyn] 
 
【別名】：― 
【学名】：Impatiens balsamina L.3 
【科名】：ツリフネソウ科 3 
【和名】：ホウセンカ 2 
【中国語名】：急性子 1 
【生物学的分類】：一年生草本 1 
【民俗分類】：花卉 
【生育場所】：平野（コデ・ガザル）  
 
 
引用 3 
                                                 
3.バトモンク（2011） 
6.上海科学技術（1985） 
1.内モンゴル師範大学（1976） 
2.日外アソシエーツ（2009） 
3.バトモンク（2011） 
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用途：日常生活用（第 5 章－参照） 
【用途】：染色（マニキュア）  
【利用部位】：全体  
【採集時期】：7 月 
【採集方法】：引き抜いて取る。 
【利用方法】：全体を細かく砕き、塩を散らして混ぜ合わせる。約 1 時間後爪に塗って
ビニール袋で包み一晩そのままの状態にしておく。翌朝、爪が黄赤色に
なる。色は約 1 カ月間保たれる。 
【利用状況】：利用されている。 
【情報源】：農耕民 C 
【調査方法】：図鑑にもとづく聞き取り 
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No.61 ボリジルガン[bölʤirɣən]     
   
【別名】：― 
【学名】：Fragaria vesca L.5 
【科名】：バラ科 16 
【和名】：エゾヘビイチゴ 4 
【中国語名】：草莓 8 
【生物学的分類】：多年生草本 5 
【民俗分類】：草（野生果物） 
【生育場所】：山の北麓（アル・ガザル）山谷（ゴ
ル） 
     
 
撮影年月：2011 年 9 月 
撮影場所：山の北麓 
用途：食用（第 3 章－参照） 
【利用部位】：果実 
【形状】：円状 
【直径】：1～1.5cm  
【色】：赤色 
【味】：甘酸味 
【採集時期】：7 月 
【採集方法】：摘む 
【食べ方】：生食；果実を摘み、そのまま食べる。 
ジャム；果実を布製の袋の中に入れて果汁を搾る。果汁が 500g の場合、 
約 50g の砂糖を入れて混ぜ合わせ、ジャムを作る。ナンに塗って食べる。 
更に、ボリジルガンはチーズの味付けと着色にも利用される。果実をカト
グ（katᴐɣʊ）と呼ばれる酸乳から造った凝乳の中に入れて、手で潰しなが
らよくかき混ぜる。1kg のカトグに対して約 300g の果実を加えてかき混ぜ
た後、台の上で約 5～7 日間天日干しにする。乾燥後、チーズは紫がかっ
た赤色になる。このチーズは特別に来客の際に供する。   
【保存】：しない  
【利用状況】：利用されている。 
【情報源】：牧畜民 A 
【調査方法】：実地調査 
                                                 
4.堀田ほか（2002） 
5.徐ほか（2009） 
8.林・崔（2000） 
16.カラー植物百科（1974） 
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No.62 ホルスン[χʊlsʊn]   
             
【別名】：― 
【学名】：Phragmites communis Trin.3 
【科名】：イネ科 3 
【和名】：ヨシ 11 
【中国語名】：芦苇 1 
【生物学分類】：多年生草本 1 
【民俗分類】：草 
【生育場所】：森林（トハ） 
  
引用 3 
用途：家畜用（第 5 章－参照） 
【採食家畜】：ウシ 
【採食部位】：若芽、葉、枝 
【採食時期】：7 月～9 月 
【情報源】：農耕民 C 
【調査方法】：図鑑にもとづく聞き取り 
 
 
 
 
 
  
                                                 
1.内モンゴル師範大学（1976） 
3.バトモンク（2011） 
11.日外アソシエーツ（2004） 
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No.63 ボルズン[bᴐrzyn]    
           
【別名】：― 
【学名】：― 
【科名】：― 
【和名】：― 
【中国語名】：― 
【生物学的分類】：― 
【民俗分類】：草 
【生育場所】：山の低地（アダラガン・ガザル）  
撮影年月：2011 年 9 月 
場所：山の低地 
用途：家畜用（第 5 章－参照） 
【採食家畜】：ヒツジ 
【採食部位】：小枝、葉 
【採食時期】：7 月～12 月、この植物は厳しい環境で育ち、生命力が強い。家畜が食 
べると乳量が増加し、体が肥る良い餌であると考えられている。草が 
乏しい冬でも家畜は雪で覆われた土の中から枯れたこの植物を見つけ 
て食べる。 
【情報源】：牧畜民 A 
【調査方法】：実地調査  
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No.64 モルン･シャルラジン[møryn ʃɑrɑlʤin]   
 
【別名】：― 
【学名】：Artemisia annua L.12 
【科名】：キク科 12 
【和名】：クソニンジン 13 
【中国語名】：黄花蒿 12 
【生物学的分類】：一年生草本 12 
【民俗分類】：草 
【生育場所】：全域 
 
 
 
撮影年月：2011 年 9 月  
撮影場所：山谷 
用途：家畜用（第 5 章－参照） 
【採食家畜】：ウマ 
【採食部位】：葉、枝 
【採食時期】：7～9 月 
【情報源】：牧畜民 A 
【調査方法】：実地調査 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
                                                 
12.オトホン（2008） 
13.加藤（1992） 
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No.65 ヤマン・ゼレゲン[jɑmɑn zerɡen]     
  
【別名】：― 
【学名】：Ephedra sinica Stapf. 3 
【科名】：マオウ科 15 
【和名】：マオウ 15 
【中国語名】：麻黄 1 
【生物学的分類】：灌木 9 
【民俗分類】：草 
【生育場所】：山の南麓（オルクン・ガザル） 
 
撮影年月：2011 年 9 月  
撮影場所：山の南麓 
用途 1：薬用（第 2 章－参照） 
【利用部位】：若芽、小枝 
【採集時期】：6～10 月 
【採集方法】：ナイフで切り取る。 
【薬効】：関節痛 
【利用法】：燻蒸薬浴として利用する。（植物 No.3 を参照） 
【対象】：人間 
【利用状況】：現在はあまり利用されない。 
【情報源】：民間医師 B 
【調査方法】：実地調査 
 
用途 2：食用（第 3 章－参照） 
【利用部位】：葉、小枝 
【形状】：鱗片状 
【直径】：0.5mm 
【色】：青色 
【味】：苦渋味 
【採集時期】：6～10 月 
【採集方法】：ナイフで切り取る。 
【食べ方】：葉と小枝をヨーグルトの中に入れて発酵させ、ヨーグルトの味付けに用 
いる。乾燥させて保存。 
【保存】：する 
                                                 
1.内モンゴル師範大学（1976） 
3.バトモンク（2011） 
9.王（2006） 
15. 難波・池上（2001） 
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【利用状況】：現在はあまり利用されない。 
【情報源】：農耕民 C 
【調査方法】：実地調査 
 
用途 3：日常生活用（第 5 章－参照） 
【用途】：嗅ぎ煙草  
【利用部位】：葉、小枝  
【採集時期】：6～11 月 
【採集方法】：ナイフで切り取る。 
【利用方法】： 燃やしてその灰で嗅ぎ煙草を作る。 
【利用状況】：よく利用される。 
【情報源】：農耕民 C 
【調査方法】：実地調査 
 
用途 4：家畜用（第 6－参照） 
【採食家畜】：ヤギ、ラクダ 
【採食部位】：若芽、葉、小枝      
【採食時期】：7 月～12 月 
【情報源】：農耕民 C 
【調査方法】：実地調査 
 
No.66 ヤマン･ホノグ[jɑmɑn χɔnɔɡ]   
 
【別名】：ウリン･スゥリ 12 
【学名】：Setaria viridis（L.）Beauv.26 
【科名】：イネ科 12 
【和名】：エノコログサ 13 
【中国語名】：狗尾草 12 
【生物学的分類】：一年生草本 12 
【民俗分類】：草 
【生育場所】：山の低地（アダラガン･ガザル） 
 
 
撮影年月：2011 年 9 月  
撮影場所：山の低地 
                                                 
12.オトホン（2008） 
13.加藤（1992） 
26.Г. Цэрэнбалжид（2002） 
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用途：家畜用 第 5 章－参照） 
【採食家畜】：ヒツジ  
【採食部位】：地上部 
【採食時期】：7 月～9 月 
【情報源】：牧畜民 B 
【調査方法】：実地調査 
 
No.67 ロシゥグ[lɔʃʊɡ]     
           
【別名】：ホニ・ジャング 
【学名】：Xanthium sibiricum Patrin12 
【科名】：キク科 12 
【和名】：オナモミ 4 
【中国語名】：苍耳 12 
【生物学的分類】：一年生草本 1 
【民俗分類】：草 
【生育場所】：全域  
 
 
撮影年月：2011 年 9 月  
撮影場所：平野 
用途：家畜用（第 5 章－参照） 
【採食家畜】：ラクダ 
【採食部位】：葉 
【採食時期】：7 月 
【情報源】：農耕民 A 
【調査方法】：実地調査 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                                 
1.内モンゴル師範大学（1976） 
4.堀田ほか（2002） 
12.オトホン（2008） 
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（3）未利用の有用野生植物（No.68～105）（50 音順）              
 
No .68  アェデリスバン[ɑederesbɑn] 
 
【別名】：ウムケ・オブスン[ ymke øβsyn] 
【学名】：Peganum harmala L.25 
【科名】：ハマビシ科 25 
【和名】：― 
【中国語名】：駱駝蓬 1 
【生物学的分類】：多年生草本 1 
【民俗分類】：草 
【生育場所】：全域 
  
撮影年月：2011 年 9 月 
撮影場所：平野 
 
No .69  アグシルガ[ɑgʃirgɑ] 
 
【別名】：― 
【学名】：Veratrum lobelianum Bernh.3 
【科名】：ユリ科 1 
【和名】：バイケイソウ 11 
【中国語名】：藜芦 1 
【生物学的分類】：多年生草本 1 
【民俗分類】：草 
【生育場所】：山谷（ゴル） 
 
 
引用 3 
 
 
 
 
 
                                                 
1.内モンゴル師範大学（1976） 
3.バトモンク（2011） 
11.日外アソシエーツ（2004） 
25.近田・清水（1996） 
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No.70  エレゲテンネ・ガル[erkiten næ Gɑr]             
 
【別名】：― 
【学名】：Gymnadenia conopsea（L.）R.Br.3 
【科名】：ラン科 3 
【和名】：テガタチドリ 2 
【中国語名】：手掌参 3 
【生物学的分類】：多年生草本 18 
【民俗分類】：草 
【生育場所】：山谷（ゴル） 
 
引用 3 
 
No .71 エル・ザムバ[er zɑmbɑ] 
 
【別名】：― 
【学名】：Althaea rosea（L.）Cav .3 
【科名】：アオイ科 3 
【和名】：タチアオイ 2 
【中国語名】：蜀葵花 3 
【生物学的分類】：二年生草本 2 
【民俗分類】：花卉 
【生育場所】：山谷（ゴル） 
 
引用 3 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                                 
2.日外アソシエーツ（2009） 
3.バトモンク（2011） 
18.劉・斯（2011） 
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No.72  ウクリ・アェルグ[ykur æriiɡ] 
 
【別名】： ー 
【学名】：Rumex patientia L.12 
【科名】：タデ科 12 
【和名】：― 
【中国語名】：巴天酸模 12 
【生物学的分類】：多年生草本 12 
【民俗分類】：草 
【生育場所】：平野（コデ・ガザル） 
 
引用 12 
 
No.73  グルグム [ɡyrɡym] 
 
【別名】：― 
【学名】：Carthamus tinctorius L.3 
【科名】：キク科 3 
【和名】：ベニバナ 15 
【中国語名】：红花 3 
【生物学的分類】：一年生草本 1 
【民俗分類】：草 
【生育場所】：山谷（ゴル） 
  
引用 3 
 
 
 
 
 
 
 
                                                 
1.内モンゴル師範大学（1976） 
3.バトモンク（2011） 
12.オトホン（2008） 
15.難波・池上（2001）  
202 
 
No.74  コク・オドバル[køk ɔdvɑl] 
 
【別名】：― 
【学名】：Cichorium intybus L.3 
【科名】：キク科 3 
【和名】：キクニガナ 11 
【中国語名】：菊苣 3 
【生物学的分類】：二年生草本 1 
【民俗分類】：花卉 
【生育場所】：山谷（ゴル）  
引用 3 
 
No.75  ジルグバ[ʤirigbɑ] 
 
【別名】：― 
【学名】：Schizonepeta tenuifolia Briq.3 
【科名】：シソ科 3 
【和名】：ケイガイ 11 
【中国語名】：荊芥 3 
【生物学的分類】：一年生草本 1 
【民俗分類】：草 
【生育場所】：山の北麓（アル・ガザル）、 
山谷（ゴル）  
引用 3 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                                 
1.内モンゴル師範大学（1976） 
3.バトモンク（2011） 
11.日外アソシエーツ（2004）  
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No.76  スールグン・オブスン[sʊ ː rɣʊn øβsyn] 
 
【別名】：― 
【学名】：Orostachys thyrsiflora Fisch.3 
【科名】：ベンケイソウ科 3 
【和名】：ツメレンゲ 11 
【中国語名】：瓦松 3 
【生物学的分類】：二年生草本 1 
【民俗分類】：草 
【生育場所】：平野（コデ・ガザル） 
引用 3 
 
No.77  ゼケン[zeken] 
 
【別名】：― 
【学名】： Saposhnikovia divaricata （ Turcz. ）
Schischk.3 
【科名】：セリ科 3 
【和名】：ボウフウ 11 
【中国語名】：新疆防風 6 
【生物学的分類】：多年生草本 1 
【民俗分類】：草 
【生育場所】：山谷（ゴル） 
 
 
引用 3 
 
 
 
 
 
 
 
                                                 
1.内モンゴル師範大学（1976） 
3.バトモンク（2011） 
6.上海科学技術（1985） 
11.日外アソシエーツ（2004）  
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No.78  ソハー[sʊχɑː] 
 
【別名】：― 
【学名】：Artemisia argyi Lev. et Van.3 
【科名】：キク科 3 
【和名】：ラッキョウ 6 
【中国語名】：艾蒿１ 
【生物学的分類】：多年生草本 1 
【民俗分類】：草 
【生育場所】：平野（コデ･ガザル）、森林 
（トハ）  
引用 3 
 
No.79  タルヌ[tɑrnʊ] 
 
【別名】：― 
【学名】：Euphorbia fischeriana Steud. 3 
【科名】：ジソチョウゲソ科 6 
【和名】：マルミノウルシ 6 
【中国語名】：狼毒 3 
【生物学的分類】：多年生草本 1 
【民俗分類】：草 
【生育場所】：山の南麓（オルクン･ガザル）、 
山谷（ゴル） 
 
引用 3 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                                 
1.内モンゴル師範大学（1976） 
3.バトモンク（2011） 
6.上海科学技術（1985） 
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No.80  ダンクン[dɑnkyn] 
 
【別名】：― 
【学名】：Angelica sinensis（Oliv.）Diels3 
【科名】：セリ科 3 
【和名】：カラトウキ 6 
【中国語名】：当归 3 
【生物学的分類】：多年生草本 2 
【民俗分類】：草 
【生育場所】：森林（トハ） 
  
引用 3 
 
No.81  ダン・スン[dɑnsəŋ] 
 
【別名】：― 
【学名】：Codonopsis clematidea（Schrenk） 
C.B.Clarke9 
【科名】：キキョウ科 9 
【和名】：ツルニンジン 6 
【中国語名】：新疆党参 15 
【生物学的分類】：多年生草本 9 
【民俗分類】：草 
【生育場所】：山谷（ゴル） 
 
引用 3 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                                 
2 .日外アソシエーツ（2009） 
3.バトモンク（2011） 
6.上海科学技術（1985） 
9.王（2006） 
15.難波・池上（2001） 
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No.82 ダルガ・ドルジ[dɑlgɑdɔrʤ] 
 
【別名】：― 
【学名】：Cassia tora L.1 
【科名】：マメ科 1 
【和名】：コエビスグサ 6 
【中国語名】：決明 1 
【生物学的分類】：一年生草本 1 
【民俗分類】：草     
【生育場所】：平野  
引用 3 
 
No.83  チョス・オブスン [ʦøs øβsyn]  
 
【別名】：― 
【学名】：Ixeris chinensis（Thunb.）Nakai18 
【科名】：キク科 18 
【和名】：ニガナ 23 
【中国語名】：山苦荬 18 
【生物学的分類】：多年生草本 18 
【民俗分類】：草 
【生育場所】：山の頂の草地（シリ）、森林 
（トハ）  
引用 3 
 
 
 
 
 
 
 
                                                 
1.内モンゴル師範大学（1976） 
3.バトモンク（2011） 
6.上海科学技術（1985） 
15.難波・池上（2001） 
18.劉・斯（2011） 
23.増淵（1988） 
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No.84  ツェブ・タトゥル[ʦev tɑtyr]  
 
【別名】：― 
【学名】：― 
【科名】：― 
【和名】：― 
【中国語名】：― 
【生物学的分類】：― 
【民俗分類】：草 
【生育場所】：平野（コデ・ガザル）  
 
 
No.85  ツガン・アキ[ʦɑɣɑɑn ɑki] 
 
【別名】：ツガン・アルン 
【学名】：Leontopodium longifolium Ling 3 
【科名】：キク科 3 
【和名】：― 
【中国語名】：火绒草 3 
【生物学的分類】：多年生草本 1 
【民俗分類】：草 
【生育場所】：山の頂の草地（シリ）、山の
北麓（アル・ガザル）山谷（ゴル）  
引用 3 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                                 
1.内モンゴル師範大学（1976） 
3.バトモンク（2011） 
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No.86 トムル・オラーンゴ[tӧmyr ɔrɑː ngʊ] 
 
【別名】：― 
【学名】：Clematis glauca Willd .3 
【科名】：キンポウゲ科 3 
【和名】：― 
【中国語名】：铁绿铁线莲 3 
【生物学的分類】：― 
【民俗分類】：草 
【生育場所】：山谷（ゴル）  
引用 3 
 
No.87 トルゲチ・オブスン[tølgeʧ øβsyn]  
 
【別名】：― 
【学名】：Achillea millefolium L.3 
【科名】：キク科 3 
【和名】：セイヨウノコギリソウ.23 
【中国語名】：蓍草 1 
【生物学的分類】：多年生草本 1 
【民俗分類】：草 
【生育場所】：山谷（ゴル） 
  
引用 3 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                                 
1.内モンゴル師範大学（1976） 
3.バトモンク（2011） 
23.増淵（1988） 
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No.88  ドルベリジン・オブスン[dӧrbelʤin øβsyn] 
 
【別名】：― 
【学名】：Leonurus heterophyllus Sweet.3 
【科名】：シソ科 3 
【和名】：ヤクモソウ 6 
【中国語名】：益母草 3 
【生物学的分類】：二年生草本 1 
【民俗分類】：草 
【生育場所】：平野 
  
引用 3 
 
No.89  ナイリンハ・オブスン[nelinχɑ øβsyn] 
 
【別名】：― 
【学名】：Rubia cordifolia L.3 
【科名】：アカネ科 1 
【和名】：アカミノアカネ 23 
【中国語名】：茜草 3 
【生物学的分類】：多年生草本 1 
【民俗分類】：草 
【生育場所】：森林（トハ） 
 
引用 3 
 
 
 
 
 
 
 
                                                 
1.内モンゴル師範大学（1976） 
3.バトモンク（2011） 
6.上海科学技術（1985） 
23.増淵（1988） 
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No.90 ノゥグドゥル・オブスン[nʊgdʊr øβsyn] 
 
【別名】：― 
【学名】：Fritillaria walujewii Regel15 
【科名】：ユリ科 15 
【和名】：バイモ 15 
【中国語名】：新疆贝母 15 
【生物学的分類】：多年生草本 9 
【民俗分類】：草      
【生育場所】：山谷（ゴル） 
 
引用 3 
 
No.91 ノスン・トロハー[nɔsʊn tɔlχɑ ː] 
 
【別名】：― 
【学名】：Pulsatilla chinensis （Bge.）Regel3 
【科名】：キンポウゲ科 3 
【和名】：ヒロハオキナグサ 6 
【中国語名】：白头翁 3 
【生物学的分類】：多年生草本 6 
【民俗分類】：草 
【生育場所】：山谷（ゴル） 
 
 
引用 3 
 
 
 
 
 
 
 
                                                 
3.バトモンク（2011） 
6.上海科学技術（1985） 
9.王（2006） 
15.難波・池上（2001） 
 
211 
 
No.92  ハンドガン・ケル[χɑndʊgan kel]  
 
【別名】：― 
【学名】：Ligularia altaica Candolle.3 
【科名】：キク科 3 
【和名】：マルバタケブキ 23 
【中国語名】：稾吾 3 
【生物学的分類】：多年生草本 23 
【民俗分類】：草 
【生育場所】：山谷（ゴル） 
  
引用 5 
 
No.93  ハル・バリジルグナ[χɑr bɑlʤirgɑn] 
 
【別名】：― 
【学名】：Ligusticum vaginatum（Spreng .） 
Thell.3 
【科名】：セリ科 3 
【和名】：― 
【中国語名】：藁木 3 
【生物学的分類】：― 
【民俗分類】：草 
【生育場所】：湿地（シレギ） 
 
 
引用 3 
 
 
 
 
 
 
 
                                                 
3.バトモンク（2011） 
5. 徐ほか（2009） 
6.上海科学技術（1985） 
23.増淵（1988） 
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No.94  ハルムグ [χɑrmʊg] 
 
【別名】：― 
【学名】：Nitraria sibirica Pall.24 
【科名】：ハマビシ科 1 
【和名】：エゾウコギ 6 
【中国語名】：白刺 1 
【生物学的分類】：落葉低木 1 
【民俗分類】：樹木 
【生育場所】：山谷（ゴル） 
  
引用 24 
 
No.95  ビジュ・ホァル[piʤʊ χʊɑr] 
【別名】：― 
【学名】：Humulus lupulus L.3 
【科名】：クワ科 3 
【和名】：ホップ 6 
【中国語名】：啤酒花 3 
【生物学的分類】：多年生草本 6 
【民俗分類】：花卉 
【生育場所】：平野（コデ・ガザル）  
引用 3 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                                 
1.内モンゴル師範大学（1976） 
3.バトモンク（2011） 
6.上海科学技術（1985） 
24.Ч.Санчир ほか（2003） 
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No.96  ベリヤンゴ[berjɑnɣʊ] 
 
 
【別名】：― 
【学名】：Dracocephalum moldavica L.3 
【科名】：シソ科 3 
【和名】：ムシャリンドウ 23 
【中国語名】：香青兰 3 
【生物学的分類】：一年生草本 1 
【民俗分類】：草 
【生育場所】：山谷（ゴル） 
 
 
引用 3 
 
No.97  ホゥン・オブル・セセゲ[χӧʜ ӧβyr ʦeʦeɡ]  
 
【別名】：― 
【学名】：Pedicularis resupinata L.1 
【科名】：ハマウツボ科 1 
【和名】：シオガマギク 23 
【中国語名】：马先蒿 1 
【生物学的分類】：多年生草本 1 
【民俗分類】：草 
【生育場所】：山の北麓（アル・ガザル） 
山谷（ゴル）  
引用 3 
 
 
 
 
 
 
 
                                                 
1.内モンゴル師範大学（1976） 
3.バトモンク（2011） 
6.上海科学技術（1985） 
23.増淵（1988） 
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No.98  ホォルハ･オブスン[χɔrχɑɑ øβsyn] 
【別名】：― 
【学名】：Cordyceps sinensis （Berk）Sacc.3 
【科名】：バッカクキン科 3 
【和名】：冬虫夏草 6 
【中国語名】：冬虫夏草 3 
【生物学的分類】：― 
【民俗分類】：草 
【生育場所】：山谷（ゴル） 
 
引用 3 
 
No.99  ボル・エリケン[bɔr elkin ] 
 
【別名】：― 
【学名】：Convolvulus ammannii Desr.1 
【科名】：ヒルガオ科 1 
【和名】： ― 
【中国語名】：银灰旋花 1 
【生物学的分類】：多年生草本 1 
【民俗分類】：草 
【生育場所】：平野（コデ・ガザル） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                                 
1.内モンゴル師範大学（1976） 
3.バトモンク（2011） 
6.上海科学技術（1985） 
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No.100  ホルン・ブヤ[χɔrʊn bʊjɑ] 
 
【別名】：― 
【学名】：Sophora alopecuroides L.6 
【科名】：マメ科 6 
【和名】：クトウシ 6 
【中国語名】：苦豆子 6 
【生物学的分類】：多年生草本 6 
【民俗分類】：草 
【生育場所】：全域 
 
撮影年月：2011 年 9 月  
撮影場所：平野 
 
No.101  マキル・オブスン[mekir øβsyn] 
 
【別名】：― 
【学名】：Polygonum bistorta L.3 
【科名】：タデ科 3 
【和名】：イブキトウノオ 6 
【中国語名】：拳参 3 
【生物学的分類】：多年生草本 1 
【民俗分類】：草 
【生育場所】：山の頂の草地（シリ） 
 
引用 3 
 
 
 
 
 
 
 
                                                 
1.内モンゴル師範大学（1976） 
3.バトモンク（2011） 
6.上海科学技術（1985） 
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No.102  モンク・セセゲ[mønk ʦeʦeɡ] 
 
【別名】：― 
【学名】：Saussurea involucrate（Kar. et Kir.） 
Sch. Bip.3 
【科名】：キク科 3 
【和名】：雪蓮花 15 
【中国語名】：天山雪莲 3 
【生物学的分類】：多年生草本 15 
【民俗分類】：花卉 
【生育場所】：山の南麓（オルクン・ガザ 
ル） 
 
引用 3 
 
No.103  ヤシュル[jɑʃyl] 
 
【別名】：― 
【学名】：Rhamnus erythroxylon Pall.1 
【科名】：クロウメモドキ科 1 
【和名】：― 
【中国語名】：柳叶鼠李 1 
【生物学的分類】：落葉低木 1 
【民俗分類】：樹木 
【生育場所】：山谷（ゴル） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                                 
1. 内モンゴル師範大学（1976） 
3.バトモンク（2011） 
15.難波・池上（2001） 
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No.104  ヤルガ[jɑrɣɑ] 
 
【別名】：― 
【学名】：Cotoneaster melanocarpus Lodd.1 
【科名】：バラ科 1 
【和名】：― 
【中国語名】：黑果栒子 1 
【生物学的分類】：落葉低木 1 
【民俗分類】：樹木 
【生育場所】：山谷（ゴル） 
 
撮影年月：2011 年 9 月 
撮影場所：山谷 
 
No.105  ラワ・セセゲ[lɑwɑ ʦeʦeɡ] 
 
【別名】：― 
【学名】：Pharbitis hederacea Choisy3 
【科名】：ヒルガオ科 3 
【和名】：アサガオ 23 
【中国語名】：牵牛子 3 
【生物学的分類】：一年生草本 1 
【民俗分類】：草 
【生育場所】：平野（コデ・ガザル） 
 
引用 3 
 
 
 
  
                                                 
1.内モンゴル師範大学（1976） 
3.バトモンク（2011） 
23.増淵（1988） 
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（4）学名索引 
学 名 索 引 
INDEX 
 
（学名と野生植物一覧番号） 
学名                                        No     
 
【A】 
 
Achillea millefolium L.                                            No.87 
Achnatherum splendens（Trin.）Nevski                             No.43 
Aconitum leucostomum Vorosch                                     No.54 
Allium macrostemon Bunge                                            No.28 
Althaea rosea（L.）Cav.                                         No.71 
Angelica sinensis（Oliv.）Diels                                    No.80 
Arctium lappa L.                                                 No.33 
Armeniaca uulgaris Lam.                                          No.13 
Artemisia annua L.                                              No.64 
Artemisia argyi Lev. et Van.                                        No.78 
Artemisia frigida Willd.                                          No.7     
 
【C】 
 
Cannabis sativa L.                                               No.14 
Caragana leucophloca Pojark.                                      No.2 
Carduus crispus L.                                               No.49 
Carthamus tinctorius L.                                           No.73 
Cassia tora L.                                                   No.82 
Centaurea picris Pall.                                              No.35 
Chenopodium acuminatum Willd.                                    No.22 
Chrysanthemum morifolium Ramat.                                  No.12 
Cichorium intybus L.                                              No.74 
Clematis glauca Willd.                                              No.86 
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Codonopsis clematidea（Schrenk）C.B.Clarke                                No.81 
Convolvulus ammannii Desr.                                               No.99 
Cordyceps sinensis（Berk）Sacc.                                           No.98 
Coriandrum sativum L.                                                    No.24 
Cotoneaster melanocarpus Lodd.                                            No.104 
Crataegus cuneata Siebold et Zucc.                                          No.45 
 
【D】 
 
Dracocephalum moldavica L.                                             No.96 
 
【E】 
 
Elaeagnus angustifolia L.                                                No.30 
Ephedra sinica Stapf.                                                   No.65 
Euphorbia fischeriana Steud.                                             No.79 
Euphorbia humifusa Willd.                                               No.16 
【F】 
 
Fragaria versca L.                                                         No.61 
Fritillaria walujewii Regel                                                  No.90 
 
【G】 
 
Geranium pratense L.                                                  No.56 
Glycyrrhiza inflaza Bat.                                                 No.26 
Grossularia acicularis（Smith）Spach.                                        No.44 
Gymnadenia conopsea（L.）R.Br.                                          No.70 
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【H】 
  
Heteropappus altaicus （Willd.）Novopokr.                                No.59 
Hippophae rhamnoides L.                                                No.37 
Humulus lupulus L.                                                     No.95 
Hyoscyamus niger L.                                                    No.42 
 
【I】 
 
Inula britannica L.                                                      No.1 
Inula racemose Hook .f.                                                  No.5 
Impatiens balsamina L.                                                   No.60 
Iris pallasii Fisch. ex Trev.                                                No.39 
Ixeris chinensis（Thunb.）Nakai                                           No.83 
 
【J】 
 
Juniperus arenaria（Wils.）Florin                                          No.3 
 
【L】 
 
Larix gmelinii（Rupr.）Kuz.                                               No.51 
Lasiosphaera fenzlii Reich.                                                 No.11 
Leontopodium longifolium Ling                                             No.85 
Leonurus heterophyllus Sweet.                                              No.88 
Ligularia altaica Candolle.                                                 No.92 
Ligusticum vaginatum（Spreng .）Thell.                                      No.93 
Lithospermun officinale L.                                               No.4 
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【M】 
 
Malus siebersii（Ledeb.）M.Roem.                                          No.6 
Malva sylvestris L.                                                        No.25 
Myricaria germanica（L.）Desv.                                            No.50 
 
【N】 
 
Nitraria sibirica Pall.                                                      No.94 
 
【O】 
 
Orostachys thyrsiflora Fisch.                                                No.76 
 
【P】 
 
Parmelia saxatilis（L.）Ach.                                               No.48 
Pedicularis resupinata L.                                                   No.97 
Peganum harmala L.                                                      No.68 
Pharbitis hederacea Choisy                                                No.105 
Phragmites communis Trin.                                                 No.62 
Plantago asiatica L.                                                       No.40 
Polygonum bistorta L.                                                     No.101 
Polygonun hydropiper L.                                                   No.10 
Pulsatilla chinensis （Bge.）Regel                                          No.91 
 
【R】 
 
Rhamnus erythroxylon Pall.                                                No.103 
Rheum wittrockii Lundstr.                                                 No.23 
Ribes nigrum L.                                                           No.53 
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Rosa davurica Pall.                                                        No.47 
Rubia cordifolia L.                                                        No.89 
Rubus caesius L.                                                          No.8 
Rubus sachalinensis H. lev.                                                  No.17 
Rubus saxatilis L.                                                         No.32 
Rumex patientia L.                                                        No.72 
 
【S】 
 
Saposhnikovia divaricata （Turcz.）Schischk.                                 No.77 
Saussurea involucrate（Kar. et Kir.）Sch. Bip.                                 No.102 
Schizonepeta tenuifolia Briq.                                                No.75 
Setaria viridis（L.）Beauv.                                                 No.66 
Sinapis alba L.                                                            No.18 
Sonchus brachyotus DC.                                                    No.9 
Sophora alopecuroides L.                                                  No.100 
Sorbus tianschanica Rupr.                                                  No.38 
Stipa bungeana Trin.                                                       No.29 
 
【T】 
 
Taraxacum sp.                                                         No.15 
Thlaspi arvense L.                                                       No.20 
Thymus mongolicus Ronn.                                                 No.19 
Tribulus terrestris L.                                                       No.46 
Trifolium repens L.                                                        No.57 
Tulipa iliensis Regel                                                       No.21 
Typha angustifolia L.                                                      No.31 
 
【U】 
 
Ulmus pumila L.                                                         No.55 
Urtica cannabina L.                                                      No.52 
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【V】 
 
Veratrum lobelianum Bernh.                                               No.69 
 
【X】 
 
Xanthium sibiricum Patrin                                                   No.67 
 
 
